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　序章







　冷たく乾燥した北西の季節風が、冬の訪れが近いことを無差別に告げながら、夕日と土つち埃ぼこりで黄色っぽく染まったロマ・コンティの街並みを通り過ぎて行く。

　北の山脈は、すでに白い雪に包まれている。このロマ・コンティの街に吹く風に雪が混じる日も近いだろう。

　しかし、ロマ・コンティに立ち並ぶ建物は、豊富な電力の恩恵と千年前のテクノロジーにより温度管理され、道路には地下水を利用した融雪装置が埋うめ込まれているため、この街と、ここに通じる街道が雪の中に埋もれることはない。

　千年前、跳空間航法装置の異常により、船団から落らく伍ごした一いつ隻せきの恒こう星せい間移民船が、本来の移民先ではない、この未開惑星の地表に降り立った。

　その場所こそが、今、ロマ・コンティと呼ばれているこの場所であり、そのときの移民船が教団本部が置かれているメインドームであることを知る人間はほとんどいない。

　移民船に乗船していた一万人の人々は、この惑星に降り立ったその日から自給自足の生活を始めねばならなかった。そして、それは決して容易なことではなかった。

　移民船団は人間を運ぶ移民船と、プラントを運ぶ輸送船とに分かれていたため、船団から落らく伍ごし、たった一いつ隻せきで不時着したこの移民船には、惑星開拓のための様々な資材や金属精錬プラントや機械工作プラントが、ほとんど積み込まれていなかったのである。

　彼らは何も持たずに無人島に流されついた漂ひよう流りゆう民と変わらなかった。確かに彼らの手には数台の汎はん作業機械や、エネルギー源となる発電プラントや、自己修復能力を持っているバイオノイド、そして膨ぼう大だいな知識が蓄えられたデータベースがあった。しかし、それらの資材を使い尽くしてしまえば、それで終わりである。どんな優れた機械も交換部品がなければ維持することは難しい。

　知識はある、どうやればいいのか、すべてはわかっている。しかし、資源を見つけても、それを精錬し、使用可能な製品にするまでの道のりは容易なものではない。

　鉄板一枚、鉄パイプ一本を造り出すという作業を、何も無い場所で、それこそ身の回りにある道具だけで鉄鉱石から作り出さねばならないとしたら、どれだけの労力を必要とするのか想像してほしい。

　まず鉄鉱石を精錬し、鉄を取り出さなくてはならない。そのためには鉱石を選別し、炉ろを築かねばならない。さらにその鉄に加工を加え鉄鋼にするためには溶よう鉱こう炉ろではなくいわゆる高炉や転炉が必要になる。そしてできあがった鋼鉄を今度は、薄く均一に延ばさねば鉄板はできない、そのためにはプレス加工の機械が必要になる、機械が無ければ人間がハンマーで叩たたいて薄く延ばしていかねばならない、そうやって造った鉄板が無ければ、それを丸めてパイプにすることもできないのだ。

　しかし、この星に降り立った人々は、死に物狂いでそれらの作業に取り掛かった。

　知識こそが生き抜く術すべだった。知識が無ければ、この星の人類は滅びてしまう。それがこの星に降り立った人々の共通の認識だった。

　そしてこの認識が、長い年月の中で、知識を管理する人々を教団と呼ばれる特権階級にしていったのだ。

　メインドームの中は、外気と完全に遮しや断だんされ、巨大な空調設備により一年を通じて最適な温度と湿度が与えられている。

　たとえ大雪が降ろうが、酷こく暑しよの夏が訪れようが、このドームの中で暮らす知の教団の人々にとって、それは無む縁えんのことだった。

　そしてそれは、天候や気温のことだけではなかった。教団に身を置く多くの人間にとって、世界とは教団の中だけを意味する言葉だった。

　毎年、各地のアカデミーを優秀な成績で卒業したものがこの教団に送り込まれてくるが、彼らは皆、アカデミーで、教団に対する服従と、盲目的信頼感を植えつけられた、単に年ねん齢れいが若いというだけの者たちであり、教団に新しい血を注ぐ、つまり新しい価値観や概念を持ち込む者では無かったのだ。

　教団は、数百年にわたってこの惑星ドラングを支配し続け、一切の労働を行うことなく西せい域いき国と東とう域いき国から納められる献けん納のうという名前の既き得とく権の上にあぐらをかき、安住し続けてきた。今、その教団の本部の地下にある大広間の中に、白はく髪はつの老人の熱意のこもった声が響いていた。

「諸君！　禁きん忌きとは何か？　すべての新しき知識を封印し、一切の技術進化を認めないこの禁忌の正体とは何なのか考えたことがあるか？　諸君らは一切の知識を無批判に受け入れそれを暗記することだけがこの教団の目的であり、それ以外に教団の為すべきことは無いと教わってきた。しかし、我々の為すべきことは、失われ行く先人の知識を保存することだけでは無いはずだ！　知識は、ただ蓄えておくだけでは何の意味も無い、人々の生活を支え、よりよい社会を作っていくために現実の中で知恵として用いられ、初めて意味を成すのだ！　私は、この惑星に居住するピープルの進歩に合わせ、知識を段階的に開示すべきであると主張する！」

　すり鉢ばちのような広がりを持つ大広間の、底にあたる部分に設けられている演台に立って演説している白い長ちよう衣いをまとったその老人の声は、壁面に設置された拡声器に伝えられ大広間全体に広がっている。

　今、演説をしているのは、知の教団の反主流派であるメーリンガー委員だった。

　大広間のひな壇だんに並んでその演説を聴きいている評議会委員たちの顔には、戸惑いを含んだ表情が浮かんでいた。

　知の教団の方針を決定する最高機関である評議会は、前例踏とう襲しゆうと現状肯定を掲げる主流派のメタクサ評議会議長の一派によって牛ぎゆう耳じられてきたため、過去において教団の定期評議会において反主流派のメーリンガーの演説が許されるようなことは、ほとんど無かった。

　しかし、三ヶ月前、メタクサの子飼がいの部下であるプレディカーツが、西域国に対して起こした懲ちよう罰ばつ行動が無残な失敗に終わったあと、主流派であるメタクサ評議会議長の影響力は明らかに低下した。

　プレディカーツが、懲罰行動の正当性と妥当性を演説していた、その同じ場所で、反主流派の代表であるメーリンガーが演説しているこの光景が、そのことを如によ実じつに表していた。

　この先、知の教団の権力構造がどのように推移するのか、それがこの評議会に参加している評議委員たちの最大の関心事だった。

　興味深げな視線が注がれる中、メーリンガーの演説は続いていた。

「諸君らの中には、我々教団が管理している知識を開示することに不安を抱いだくものも多いだろう。確かにその中には、人の心を操る技術や、大量殺人のための技術といった、明らかに社会に混乱と災さい厄やくをもたらすものも存在する。そういった知識を開示することが果たして正しいのかと言われれば、否と言わざるを得ないだろう。

　しかし、いかに我々が禁忌の名の下にこれらの知識を封じ込んだとしても、人間の心の中に、より良くしようと思う向上心と探究心がある限り、技術は再発見されるだろう。人間とは決して満足しない生き物だからだ。

　私はすべての知識を開示せよと主張しているのではない。我々が為すべき事は、人々の生活をより良くするものについては積極的に開示し、大量破壊兵器や、差別や弾圧のために使われる恐れのある知識には今までどおりの禁きん忌きを持って封じるという、開示すべき知識に審査を加え、選別を行うべきだと主張しているのだ。それらの審査と選別は実に難しいだろう。大量に物を輸送する技術や、金属加工の技術はそのまま戦争の目的に転換することができる。しかし、考えてもらいたい。それは果たして理由になるのだろうか？

　人間の手にある道具はすべて人殺しの道具となりえる。棒ぼう一本、石ころ一個、いや、何一つ道具を持たぬ素す手でですら人を殺せるではないか！　争うのは知識でも技術でも道具でも無い、人なのだ！」

　メーリンガーは、言葉を切ると大広間の中に居い並ならぶ評議会委員たちをゆっくりと見回した。

「諸君らは、前例に従うことだけを正しいと信じている……前例に無いことは、すなわち不道徳なことだと……しかし、今、我々がピープルに課している禁忌が定められたのはたった百年前だということを忘れてはいないかね？　今の禁忌が定められる前、我々知の教団は、先人から預かった知識に審査と選別を加えて、ピープルに開示していたのだ。

　諸君らが後ご生しよう大事に守り、そして守らせようとして来た禁忌。

　無む謬びゆうの存在のように言われ、伝えられてきた禁忌。

　諸君らは、禁忌とは何か、考えてみたことすら無いだろう。

　その正体を教えよう。

　それは、知識をどこまで開示するのか、その判断を任された者が、その煩はん雑ざつさと、それにともなう責任を逃れるために、思いついたものに過ぎんのだ！

　すべてを禁じてしまえば、審査も選別も必要無い、その知識が悪用され社会に災さい厄やくを及ぼす恐れも無い。まさにいい事ずくめではないか、というわけだ」

　あきれ果てた、という風に肩をすくめた後でメーリンガーはさらに言葉を続けた。

「その無差別な知識の封印が、この世界にもたらしたものは何だったのか、目を見開いて見るがよい！　百年前、教団は『負傷者の死亡率の低下は、戦争への忌き避ひ感を失わせる原因となる』という理由で、薬物の知識と医療技術の知識を禁忌に加え、封じ込めた。しかし、この禁忌が人々に与えたものは平和な世界などでは無い、乳幼児や病人という弱い者が病気と死の恐怖に怯おびえる悲惨な世界だったのだ！

　ピープルは諸君らが思っているほど愚かでは無い！　三ヶ月前の懲ちよう罰ばつ行動の大失敗が、その証明である！　我々はこの失敗に学び、禁忌というものに検証を加えねばならない！　前例踏とう襲しゆうと現状維持の果てにあるものは衰すい退たいと滅亡である！　私は、まず医療技術と薬物に関する禁忌を解き、その知識と技術を世に広めることを提言する！　文明とは人の力であり人によって成り立つものだからである！

　……私の意見は以上のとおりであります。評議委員の諸君が正しい判断を下すことを心から願います」

　メーリンガーが一礼して、演台から降りるのと同時に、大広間のあちこちからまばらな拍手が起こった。それは、メタクサが牛ぎゆう耳じっていた今までの評議会では決して見ることのできなかった光景だった。

　メーリンガーは、大広間の一番上にある特別席に座っているメタクサ最高評議会議長を見上げた。

　メタクサの顔には何の表情も浮かんではいなかった。

　……この程度のアジテーションなど痛くも痒かゆくも無い、というところか。

　しかし、お前も聞いたはずだ、あの拍手を。

　プレディカーツの懲ちよう罰ばつ行動が無残な失敗に終わったことにより、我々は、神でも絶対者でも無いということに気づいた者がいたのだ。

　今は少数にすぎぬかもしれん、しかし、たとえ少数でも声を上げ続けることは無む駄だでは無い。

　いつか気づくときが来るはずだ。

　ピープルの上に君臨することでは無く、共存することこそが教団が歩むべき道だということに。




　天窓の外には、無数の星が瞬またたいていた。

　その瞬きがいつもより多く感じるのは、窓の外を冬の季節風が吹いているためだろう。

　冬の季節風は、北にある山脈で雪を降らせたあと、乾燥した風となってこのロマ・コンティの街に吹きつける。

　そして雲ひとつ無く晴れた夜ともなれば、放射冷却により、この地方の気温は氷点下に下がり、平原に広がる枯かれ野のや家々の屋根は白い霜しもで覆おおわれることとなる。

　しかし、このメインドームに設置された高分子化合体の窓は、内部に対流多層構造を持ち、その完かん璧ぺきな断熱構造により、霜に覆われることもなく、また内面との温度差による結けつ露ろが生じることも無い。

　そして、不思議なことに、この天窓が透明になり窓としての役目を果たすのは日没後だけなのだ。

　メインドームの頂上に位置し、満天の星を仰あおぎ見ることのできるこの天窓は、教団の最高幹部の執しつ務む室の天てん井じようにあり、執務机と一体化したサポートシートをフルリクライニングさせて天窓を見上げると、視界に入るものは、一面の星空のみであった。

　それは、かつて恒こう星せい間航行によりこの地に降り立った先人の遺産だった。

　千年前、この部屋に起居していた指導者は、星空を仰ぎ見て、いつか再び宇宙を目指すことを心に誓っていたのだろう。

　しかし今、執しつ務む室は、宇宙を見ることを忘れ、地上の権力を握ることだけを願う者の部屋として使われ、サポートシートのフルリクライニング機能の意味を知る者はいない。

　大広間で行われていた会議を終え、幹部たちと今後の対応についての話し合いを終えたメタクサが執務室に戻ると、報告と決済の書類を抱かかえた数人の部下が控え室に待っていた。

　メタクサが最高評議会議長の椅い子すに座り、部屋のドアロックを開かい錠じようするのと同時に部下たちが部屋の中に入って来た。

　最初にメタクサの前に進み出たのは、目つきの鋭い、見るからに切れ者という顔つきの若い部下だった。

　その部下はメタクサに向かって一礼すると、手に持っていた書類フォルダを差し出しながら言った。

「ご命令どおり、本日の会議におけるメーリンガーの演説に対し拍手を送った者をリストアップしておきました……この者たちを、いかが致しましょうか？」

　メタクサは小さく首を振った。

「別に何もせんよ、君にリストアップを命じたのは、評議委員の誰が、どのような考え方をしているのか、それを知るためだ。別に懲ちよう罰ばつにかけるとか、恣し意い的に役職を外すという行動に出るためでは無い」

「わかりました、では、リストアップだけに留とどめておきます」

　不満げにうなずいて下がった若い部下を見て、メタクサは思った。

　……この男、野心はあるが、どうやら権力の本質というものがわかっておらぬようだな。

　権力とは常に振り回すものだと思っている。おそらく、そうやって自分の手の中に権力があることを確認し続けなければ不安で仕方ないのだ。

　権力とは武器のようなものだ。それを常に振り回していれば、確かに人は恐怖し、従うだろう。しかし、それは思し慮りよの足りない愚おろかな人間のやることと同じだ。

　武器は振り回さなくともよい、手の中にあるだけで……それを使うことができるというだけでいいのだ。

　必要なのは、武器を振り回す能力ではない。一度手にした武器を、いかに長い間、手の中に持ち続けることができるか、という能力だ。

　……プレディカーツは優秀だったが……そこを読み違えていたということか。

　次に進み出たのは、先ほど報告した者より少し年上の……三十歳さいになるかならぬか、という年齢の部下だった。

　一見ぼんやりした風ふう貌ぼうの、その部下は、ゆっくりとした口調で言った。

「東とう域いき王マオ・タイクーの特使が、本日夕刻に到着いたしました。予定どおり迎げい賓ひん室にお通しし、接待用の立体映像をお見せしておりますが、今回の特使は今までの特使とは少々毛け色いろが異なるようです」

　メタクサは興味深そうに目を見開いた。

「ふむ、どのように毛色が違うのかね？」

「はい、いつものように立体映像プロジェクターを起動しようとしたところ、飛行映像や水中映像のような、こけ脅おどしの娯ご楽らく用のプログラムには興味はない、と申されまして……金属精錬に関する教育プログラムをご覧になっておいでです」

「ほう……今までの特使は誰も皆、立体映像を見てカルチャーショックを受け、腰を抜かして我々を畏い怖ふしたものだが、それは確かに毛色が違うな。それなりの知識を持っている人間ということか……その特使、名前はなんという？」

　三十前後の部下は手に持った書類に目を落として確認してから答えた。

「東とう域いき国こく王国軍監かん察さつ局次官で、シンルー・チュイ、と申すものです……差し出がましいようですが、こちらで経歴を調べたところ、東域国のアカデミーで五年連続して学年主席の成績を取った者であることが判明しました……やはり、それなりの人物であるようです」

　部下の報告を聞いたメタクサは、小さくうなずいたあとで改めて聞いた。

「知識の何たるかを知っているということか……しかし、それほどの成績優秀者が、なぜアカデミーを卒業できなかったのかね？」

「はい、アカデミーを中途退学になった理由は、学業成績は優秀だが、素そ行こうが極めて悪く品性に欠ける。とのことでした。教師の報告書には東域国アカデミーで、あの男がやってのけた、さまざまな行状が記録されておりますが、要するに権威を権威と思わぬ……つまり教師を尊敬しないという理由で退学になったものと思われます……」

　三十前後の部下は、そこで言葉を切ると、手に持っていた書類フォルダの中からクリップで綴とじた書類の束を取り出してそれを差し出しながら言葉を続けた。

「こちらがアカデミーの教師の報告の中から、あの男の行状の事実のみを抜ばつ粋すいしたものです。教師の報告には多分に私し怨えん私情が含まれておりますので、その部分をなるべく排除して要約しておきました。特使とお会いになる前に目を通して、ご判断の一助になれば幸いです」

　メタクサが満足そうに書類を受け取ったのを見て、その三十前後の部下は小さく一礼して下がった。

　次に進み出た部下は、執しつ務む室の前で待っていた三人の中で、もっとも年上の、四十歳さい近い年ねん齢れいの男だった。

　その男は、手に持っていた書類フォルダをそのまま差し出して、ぼそぼそとした口調で報告した。

「百年前に撤てつ去きよされたレゲマン鉄橋の橋はし桁げたと主要構造材が、記録どおり教団本部倉庫から発見されました。結合部の鉄材が腐食している以外は、十分に使用に耐えるとのことです。なお河か床しように埋まい設せつされていた橋きよう脚きやく部も使用可能であるとのことであります」

　その言葉を聞いたメタクサの目が輝いた。

「おお、そうか、ではあの大河バンドールに、再び橋を架かけることができるというわけだな」

　四十近い部下は、困ったような顔で答えた。

「あ、いえ、私は橋はし桁げたと主要な構造材が発見され、使用できるということの報告に参っただけですので、橋を架けることができるかどうかについてはお返事致しかねます」

「私は、かつてあの大河バンドールに架かっていたレゲマン鉄橋をもう一度、架けることができるかどうか、それを調べろと命令したしたはずだぞ」

　不満そうな顔をしたメタクサを見て、その部下はあわてたように手に持った書類を見て答えた。

「いえ、あの……私が与えられた命令は、百年前、東とう域いき国と西せい域いき国の間で無用の紛ふん争そうを起こさぬために教団が取り外したレゲマン鉄橋の主要部品と、河か床しようの橋きよう脚きやくが、使用可能かどうか調査確認せよという命令でしたので……」

　メタクサはその部下の顔をじろりと見て言った。

「確かに私はお前に、鉄橋の主要部品と河床の橋脚が使用可能かどうか調査確認するように、と命じた。では、聞くが鉄橋の主要部品と橋脚を使用するということはどういう意味だ？」

　四十近い部下は途方にくれたような顔をした。

「命令の意味……ですか？」

「そうだ、鉄橋の主要部品と橋脚を使用してすることと言えば、もう一度鉄橋を架けること以外に無いであろうが！」

　メタクサに怒ど鳴なりつけられた部下は、顔色を蒼そう白はくにして、口を二、三回ぱくぱくと開いたり閉じたりしながら、消え入るような声で答えた。

「も、申し訳ございません……私は、与えられたご命令を忠実に果たして参りました。命令の目的などという高度な事柄は、メタクサ様などの高位の御方のお考えになることでございます、私ごときが判断してよいことでは無いと思っておりましたので……」

　必死に言い訳を並べる部下を見み据すえてメタクサは冷たく言った。

「お前は命令に忠実に従う成績優秀者として推すい薦せんを受け、幹部となった。ならば幹部としての能力も身に着けてもらいたいものだな……下がっていいぞ」




　三人の部下が執しつ務む室を出て行ったあとで、メタクサは机の上に置かれた三つの書類フォルダに目を落として考え込んでいた。

　……期せずしてプレディカーツの後あと釜がまに据すえるべき部下の候補が書類を持って来たというわけか。

　最初の部下は若くして幹部に昇任した。野心家で向上心も強い。しかし何といっても思し慮りよが浅いな。私は今まで、ああいった野心家が好ましいと考えていたが、それは誤りだったな。あのような男に権限を与えれば、自分勝手に命令を解釈して動いてしまうだろう。プレディカーツのように、取り返しのつかない結果を生むおそれがある。思し慮りよの浅い人間には、権限も責任も与えること無く有能な手足として使うのが一番だ。

　次の部下は、まあまあの経歴だな、下積みを経験しているだけあって洞どう察さつ力がある。命令の目的を理解し、自分の頭で考えて一歩先を読んで動いているな。当然、それに伴うだけの責任を負う覚かく悟ごはあるのだろう。こういった人間なら一定の権限を与え、それなりの仕事を任せても大丈夫だろう。

　最後の部下は、経歴も長いし、努力家で上じよう司しには忠実だ。教団内部で成績優秀と呼ばれている者はこういったタイプの人間が多い。確かに忠実でよく働くが、こういった人間は、誰かから何か命令を与えられなければ、何をしていいのかわからない……いや、自分の頭で考えて動かなければ、責任を負うこともないと思い込んでいるのだろう。こういった人間は、人に使われることはできても、人を使うことはできん。末端の一部署の責任者というところが精一杯だ。

　……やはり後あと釜がまに据すえるのは、行動力はあるが、独善的に動く人間ではなく、それなりに洞察力のある人間の方がいいだろう……洞察力があり、そして何より私に対する忠誠心がある。そういった人物こそを、私の片腕とするべきだな。

　メタクサは、机の真ん中に置かれていた、東とう域いき国の特使に関する報告書を取り上げ、それを開きながら、その書類を持って来た部下の名前をつぶやいた。

「あの男は、ペルノー・アブサントとかいったな……とりあえずあの男に目をかけておくとするか……」

　そして、報告書を読み始めたメタクサは、一枚目が終わらないうちに難しい顔になって考え込んだ。

　その報告書にはシンルー・チュイという東域国の特使が、アカデミーでやってのけた悪あく行ぎようの数々が列記されていた。

　もっとも、悪行といっても傷害や恐きよう喝かつといった粗そ暴ぼうな犯罪ではない、どちらかと言えば知能犯の部類に入るだろう。

　アカデミーの歴代の教師の出した問題を調べ、そこから試験問題の予想を立てる……だけならよくある話だが、この男は、その予想問題と模範回答を友人に売りつけて小こ遣づかい稼かせぎをやった。実際は無料で配布したのを間に入った友人が金を取って売りつけたらしいが、それが露ろ見けんして最初の処分を受けたのが十一歳さいのとき。

　その後も、数々のトラブルを重ね、十五歳のときには、ゼミで出た課題に対して書いた論文が年間最優秀論文に選ばれたが、論文の中で引用した文献のほとんどが実在しない創作であることが判明し、叱しつ責せき処分を受けている。

　もっともこの叱責の本当の理由は、論文の内容について追求されたとき、

『後こう輩はいが参考文献を探しても見つからない、と訴え出なければ、教師には、この参考文献が私の創作であると最後までわからなかったはずだ。形式のみを追い求め本質を見抜けなかった怠たい惰だにして無知なる教師も同様に処分すべきである』

　と主張したのが原因らしい。

　メタクサは思わずうなった。

　……この男は、とても一ひと筋すじ縄なわではいかん。今までの東とう域いき国の特使と同じように、純じゆん朴ぼく、といえば聞こえはいいが、要は無知なだけのピープルと同じように考えて侮あなどっていたら、間違いなく足元をすくわれるだろう。

　部下が作成した書類をすべて読み終わったあとで、あらためてメタクサはうなずいた。

　……この男には、敬うやまうべき相手がいなかったに違いない。アカデミーの教師も仲間も馬ば鹿かに見えて仕方が無かったのだろう。こういった男は、得てして自己中心的になるものだが、不思議なことにアカデミーを中退して政府の役人になったあとは、これといってトラブルも起こさずにとんとん拍びよう子しに出世している。つまりは、敬うべき上じよう司しにめぐりあったのだろう。

　こういった男に権限を与え、使いこなしている東域王は、この男に輪をかけた、一筋縄どころか二ふた筋すじ縄、三み筋すじ縄でもいかない男に違いない。

　そして、こういった男を特使として我々のところに送ってくるということは……。

　机の上に両肘ひじをついて顔の前で指を組んだメタクサは、顔に凄すごみのある微笑を浮かべてつぶやいた。

「東域国は、私の撒まいた餌えさに食いついた……それも本気で、ということだな」







　第一章　「東域国」







　この世界にある大陸のほぼ中央を南北に流れる大河バンドール。

　その源流は、大陸の北部にそびえる山岳地帯である。

　そこには人々の立ち入りを拒こばむ、白い雪に覆おおわれた標高二千メルテを越える山が連なっており、山頂から山すそに向かって深く刻まれた谷の底には一年を通じて消えることの無い万年雪がいく筋も積もり、深い谷は、その雪融どけ水を谷川に流している。

　その細い無数の谷川は山を下って合流し小川となり、やがてその小川がいくつも合流して大河バンドールとなり、南の大森林地帯を抜けて大海に注がれるのだ。

　水源が山に降った雪融け水であることは、その水量からもわかる。バンドール河の水量が最も増えるのは、春先の四月から五月、そして夏を過ぎると水量はゆっくりと減っていき、初冬である今の季節はいわゆる渇かつ水すい期に当たり、水量は最盛期の半分以下となる。

　西せい域いき国と東とう域いき国の間を結ぶこのレゲマンの渡と船せん場ばも、夏場の位置からだいぶ下がった白く干上がった河か床しようの中に置かれている。

　もっとも、水量が半分以下に減っているとはいえ、バンドール河の本流の河幅は約二キロテほどもあり、隣の国に行くためにはいつもと同じように、連絡船に乗って、河を越えなくてはならない。

　大陸の中にいくつもの支流を持つバンドール河は、農業に従事する人間にとっては大切な灌かん漑がい用の水源であり、物流に従事する人間にとっては、水運のための道であった。しかし、この大陸に生きる人間にとって、最も意味を持つのは、国境としての存在だった。

　国家間の行き来は、届とど出けでをすれば、基本的に自由である。国境の渡し場には関所が設けられていたが、その関所の主たる目的は、禁制品の持ち込みの取締りと犯罪者の国外逃亡を防ぐことであり、流通目的で持ち込まれた品物に関税をかけることは無かった。

　西域国側の渡し場を出た連絡船が、本流の中ほどまで来たとき、川かわ面もを渡ってくる北西の季節風が、急に強くなった。

　帆ほ柱ばしらに張った帆に吹き付けるのと同時に、帆柱から伸びる何本ものロープがきしむ、ギイギイという音が甲かん板ぱんに響き渡った。

「風が出てきたぞ！　キャプスタン回せ！　トップの帆を畳たたむ！」

　連絡船の船長が水夫に向かって叫ぶと、甲板にいた水夫たちがあわてて巻き上げ機にとびついて、ハンドルを回し始めた。

　東域国と西域国を結ぶこの連絡船は二本マストの帆はん船せんであり、平甲板に通常の大きさの馬車を二台載のせることができるほどの大きさがある。

　無風のときのために両側にオールを出して人間が漕こいで進むこともできるように設計されているが、これほどの大きさともなれば漕ぎ手の疲労もかなりのものになるため、通常は風が出てくるのを待って航行している。

　船倉の入り口に立って、水夫たちの作業の様子を見ていた商人らしい男が、横に立っていた水みず先さき案内人の制服を着た男に尋ねた。

「風が出てきたのに、帆ほを畳たたんでしまうんですか？　広げていた方が早く走るんじゃないかと思うんですが」

　水先案内人は、風を受けて丸く膨ふくらんだ帆を指差して答えた。

「今の季節に吹く風は、見てのとおり西風で、いわば向かい風ですからね。この船は帆の向きを変えて上かみ手て回しにすることで、向かい風でも斜め前に進めるように設計されていますが、風が強すぎるとコントロールが難しくなりますので、帆の面積を小さくするのですよ」

　商人は、納得したようにうなずいた。

「なるほど、その道のプロのやることには、みんな、ちゃんとした長年の経験に裏付けられた理由があるということですな」

　水先案内人は、一いち抹まつの寂しさを漂ただよわせながら答えた。

「確かに、経験は大事でしたね。私は、物心ついた頃から父と共に船に乗ってこのバンドール河を見ながら育てられました。流れと渦うずの巻き方で、河底の状態について、おおよその見当がつくようにならなければ水先案内人にはなれないからです。でも、三代続いたレゲマンの渡し場の水先案内人も、どうやら私が最後になりそうですね……」

　水先案内人は、河の中に一列に並んで立つ、いくつもの太い円柱を指差した。

「教団が、再びあそこに橋を架かけるそうですよ。百年前と同じようにね、そうすればこの連絡船もお役ごめんです、船が無くなれば私のような水先案内人も必要ありませんから一緒にお払い箱ってわけですよ」

　水先案内人の言葉を聞いた商人は目を丸くした。

「じゃあ、あのウワサは本当だったんですか！　……これで東とう域いき国と西せい域いき国の物と人の流れは大きく変わりますよ。風待ちも船待ちもすることなく、三百六十五日二十四時間、いつだってこの大河を渡って向こうの国に行けるんですから……」

　そこまで言ったあとで商人は怪け訝げんな顔をして、再び水先案内人に聞いた。

「……確かに、橋ができれば渡し舟を使う人間がいなくなって、あなたも失業してしまうかもしれませんが……橋ができるまでは仕事は続くわけでしょう？　まだ当分先の事じゃないんですか？」

　水先案内人は寂しそうに笑った。

「ええ、まあ、明日、明後日あさつてという話じゃありませんけど、半年という時間は思ったより早いですよ」

　商人は再び目を丸くした。

「半年ですって？　このバンドール河に、たった半年で橋を架かけてしまうんですか？」

「ええ、先日教団の方がここに調査に来ましてね、なんでもあの柱は地下千メルテ以上の深い岩盤にまで打ち込まれていて、まだ充分に使えるらしいんです。そしてあそこに載のせる橋はし桁げたとかいう部品も全部残っているので、ここに持って来て組み立てるだけでいいんだそうですよ」

「あんた、そんなに簡単に言いますけど、積み木や模型を組み立てるのとはわけが違いますよ、橋桁なんてあんなでっかいものをどうやって……」

　船べりに両手をかけて、河の中に立つ橋きよう脚きやくを眺めながら水みず先さき案内人は笑った。

「ええ、まあ確かにでっかい代しろ物ものなんでしょうけど、教団にはそういった大きなものを運べる機械があるんだそうですよ。三ヶ月前に、教団の懲ちよう罰ばつ部隊が、多た脚きやく砲ほう台だいとかいう機械仕掛けのクモみたいな機械でデメララに攻めて来たじゃないですか、あの機械は腕を取り付けて本来は、そういった仕事に使うものらしいですよ」

　水先案内人の言葉を聞いた商人は、三ヶ月前にデメララで見た、その多脚砲台とかいう機械を思い出しながらうなずいた。




「確かにあのバケモノ機械なら、橋桁を運んであの橋脚に取り付けることぐらいは簡単にできそうだな……それにしても、教団の連中は、なぜいきなり橋を架けるなんて事を言い出したんですかねえ？」

　水先案内人は首をひねった。

「さあねえ、迷惑をかけたので、侘わびを入れる代わりに、世のため人のために何か役に立つことをやるってことにしたんじゃないですかね……もっとも、便利になる代わりに私は失業ですがね」

　商人は、鼻のあたまを右手の人差し指で掻かきながら、言葉を探すように言った。

「そんなに、悲観することも無いのでは？　……あ、いや、安請うけ合いはできんが、今、世の中には、新しい風が吹き始めているような気がするんだ。この先、禁きん忌きが緩ゆるめられることは間違い無い。そうすれば新しい技術が広がって、そしてそれは新しい仕事を生む……」

　商人はそこで言葉を切ると、水先案内人の顔を覗のぞき込んで聞いた。

「西せい域いき国では、石炭の炎ほのおと水で、今までの鉄道馬車の五十倍の荷物を運べる蒸気車とかいうのを造り始めたのだが……知っているかね？」

　水先案内人は、怪け訝げんそうな顔で聞き返した。

「私は東とう域いき国の人間なので、よくは知りません、風のウワサ程度でしか聞いていませんが……それが何か？」

「いやね、そうしたら、鉄道馬車の御ぎよ者しやとか馬の世話をしていた馬ば丁ていとかが、仕事が無くなるって騒ぎ始めたんだよ、ちょうど今のあんたみたいな境遇さ……」

「それで、どうなったんですか？」

「西せい域いき国の偉えらい人が鉄道馬車の連中に言ったそうだよ。確かに新しい蒸気車は一回で今まで鉄道馬車五十両ぶんの荷物を駅から駅に運べる。しかし駅から先に荷物を運ぶことはできない。そこから先は今までどおり馬車の仕事になる。君たちには、その仕事をしてもらいたい。町と町を結ぶ馬車が増えれば、今よりもっと人と物が動くようになる、人と物が動けばそこに新しい仕事が生まれる、君たちの仕事が無くなることはない、ってね」

　水みず先さき案内人は小さくため息をついた。

「同じような職場があれば、確かに仕事は見つかるでしょうけど、バンドール河のことしか知らない私のような人間に、できる仕事が、簡単に見つかるとは思えませんね」

「そりゃあ確かに橋ができれば　河を横断する船の仕事は無くなるかもしれん、でも、バンドール河を使って品物を運ぶ仕事ってのは続くんじゃないのかい？　蒸気車なんてものが造られるようになったんだ、同じ蒸気の力で走る船が造られるようになれば河の上り下くだりもずっと楽になって、バンドール河を使った水運業が栄えるようになるさ。水運はあんたたち東とう域いき国の人間のお家芸みたいなものだろう？」

　商人の言葉を聞いていた水先案内人は、笑った。

「なんか……夢のような話ですね。あなたは占うらない師みたいに遠い未来のことまで見通せるんですか？」

　商人は首を振ると、謎なぞめいた微笑を浮かべて答えた。

「いや、未来のことを言っているんじゃない、私は遠い過去のことを言っているのさ。私は古いことを調べるのが大好きでね……君は知らないだろうが、大昔にはこの河を自由に上り下りすることのできる蒸気船というものがあったんだよ。禁きん忌きが緩ゆるめられれば、きっと誰かがその蒸気船を造る、そうすれば、誰よりもこの河のことを知っている君のような人間が必要になる。夢は捨てないことだよ」

　水先案内人はあいまいな微笑を浮かべてうなずくと、顔を上げて対岸を見た。

「その蒸気船とやらが、早いところ造られる日を願うとしますか……ああ、東域国側の船着場が見えてきましたよ、今日は風が強いから、思ったより早く着きそうですね、申し訳ありませんが、船室に降りて、乗客の皆さんに、入国審査の準備をするようにお伝え願えませんか？　こんなことをお客さんに頼んでしまって申し訳ありませんね、今日は風が強いので水夫たちの手が離せませんし、私はこれから中なか州すの瀬せ切ぎりの指示を出すために舳へ先さきに行かなくちゃなりませんので」

　水先案内人の視線を追って対岸を見た商人は、そこに見えていた、赤く塗られた門のような建造物が、さっきより大きく、そしてしっかりと見えているのに気がついた。

「ああ、たしかにあれは東域国の関所ですね、わかりました、船室に降りて乗客に知らせて来ましょう」

「申し訳ありませんがお願いします」

　商人は笑いながら首を振って答えた。

「いえいえ、これこそ、乗りかかった船ならぬ、乗っている船ですよ」




　国内に中小の河川が多い東とう域いき国では、灌かん漑がい設備の充実により、米が主要な農業生産物となっており、広大な水田がいくつも広がっている光景は、なだらかな丘きゆう陵りように麦畑の広がる西せい域いき国の光景とは実に対照的である。

　水田の起耕のために、馬よりも力のある牛が重ちよう用ようされたことにより、東域国では馬車よりも牛車が発達しており、馬が用いられているのは公用の急使や、軍の一部だけだった。

　人々は歩みの遅い牛車に乗るよりも、河を利用した船に乗ることを好んだため、この東域国では西域国に比べ、水運が発達していた。

　東域国の首都「ランダール」は、大陸のかなり南側に位置し、縦じゆう横おうに掘ほり割わりを巡らしているその姿から、別名「水の都」と呼ばれている。

　ランダールは五本の大おお路じと十四本の水路が縦横に交わる複雑な形をしており、特に都の中央にある王宮をぐるりと取り巻くように南北に流れる中央水路は大路よりも広く、行き交う船の数の多さから水大路とも呼ばれていた。

　その中央水路から分かれ、市内に通じている大小さまざまな水路には、今日も無数の船が行き交っていた。

　船に様々な商品を載のせて売り歩く物売りの声や、水路の優先権を主張して争う船頭たちの怒ど鳴なり声などが入り混じった喧けん騒そうは、少し離れた東域国の宮殿の敷地の中に入ると、うぁん、という意味のない低いざわめきに変わり、そして、宮殿の建物の最も奥にあるこの部屋の窓に届く頃には、低周波のような響きとなっていた。

　中央に楕だ円えん形けいの大きなテーブルが置かれたその部屋は、東域国の最高会議が行われる会議室であり、テーブルの周りには、東域王マオ・タイクーと、東域国の主要な七諸しよ侯こうと十一の地方豪ごう族ぞくの長おさ、そしてその随ずい臣しんたちが座っている。

　東域国は全部で二十六の州に分かれており、主要な八州を国王が天領として治め、それ以外の十八の州を七つの諸侯と十一の豪族が治める、という一種の封建領主制を取っていた。

　厳密に言うならば、東域国は、国王マオ・タイクー一人のものではない。曲がりなりにも中央集権体制を取っている西域国と違い、東域国は十八の諸侯が、それぞれに両国を治め独自の常備軍を持ち、事あるときには、諸侯がその軍を率いて東域国王のもとに参じるという盟めい約やくを結んでいるのだ。

 今日、ここで開かれている諸侯会議は、半年に一度ずつ開かれる定期的なものではなく、東域王によって招集された緊急会議である。

　部屋の中には重苦しい沈黙が満ちていた。

　彼らの顔にあるのは、何かをしなくてはならない、しかし、何をしていいのかわからない、という一種の困こん惑わくと怒りだった。

　長年にわたって続いてきた平穏な日々と、その上に安住してきた諸しよ侯こうたちにとって、今のままではいられない、という現実を突きつけた西せい域いき国の独断専行は、怒りの対象以外の何ものでもなかったのだ。

　居い並ならぶ十八人の封建領主たちを見回して、白髪の老人、東とう域いき王マオ・タイクーが、ゆっくりと口を開いた。

「教団の懲ちよう罰ばつ行動に対する西域国の反撃の状況と、その後の推移については、今の中央軍情報部の報告のとおりだ……それにしても、西域国の禁きん忌き破りの状況は目に余るものがあるな。これでは禁忌を守り、教団に恭きよう順じゆんしてきた我々が、まるで馬ば鹿かのようだ。そうは思わんかね？」

　その老人の斜め向かいにいた、小太りの丸顔の男がうなずいた。

「国王様のおっしゃるとおりですな。確かに西域国はスタンピードという前代未聞の災さい厄やくに襲われました。それに対抗するために軍の出動を命じたことは、まあやむをえないことだったと認めてやってもよい。しかし問題は、あの新型銃じゆうだ。こちらに入っている情報によると、あれは我々の持っている銃の十倍の発射速度があるらしい、これはつまり西域国は我々の十倍の戦力を手に入れたということだ。いくらなんでもこれをこのまま見過ごしておくわけにはいかない」

　テーブルの最も奥に座っていた浅黒い、精せい悍かんな顔つきの四十歳さいくらいの男が力強く答えた。

「ショウ・ザ様のおっしゃるとおりです！　知の教団の懲罰行動に反撃に出ただけではなく、これを撃退し、知の教団に対等の立場でものを言うなどという、あの西域国の思い上がった行動をこのまま見過ごせば、我々東域国は西域国の後こう塵じんを帰きすることになりかねません！　西域国の思い上がりに今ここで正義の鉄てつ槌ついを下すべきだと存じます！」

　国王の脇わきに座っていた諸しよ侯こうの中の長老らしい痩やせた老人が、たしなめるように言った。

「サイ・トウよ、若くして一族の長老になったお主が、気負っているのはよくわかるが、あまり檄げきを飛ばしても意味が無いぞ。この会議で求められているのは、方策なのだ。正義の鉄槌を大上段に振りかぶるのはいいが、それを降ろしたとき、我々はどのような反撃を受けると思うね？　ショウ・ザの言ったことを聞いておっただろう、西域国は我々の十倍、いや、それ以上の火力を擁ようしているのだぞ、手を出せばこっちが火傷やけどをするのは間違いない」

　サイ・トウと呼ばれた男は胸を張った。

「連発銃がどれほどのものであろうとも、勇ゆう猛もう果か敢かんをもって知られる我がサイ一族の斬きり込み部隊の刀の前には、カスも同然です！　……いや、たとえ強敵であろうとも、いかなる犠牲を払ってでも東域国の意思を西域国に示すことが求められているのです！」

　その言葉を聞いた、ショウ・ザと呼ばれた小太りの男が、やれやれ、といった風に肩をすくめた。

「サイ一族の斬きり込み部隊の腕前は知っておる。しかしだ、サイ・トウよ、西せい域いき国の連発銃じゆうの発射速度は、今までの銃とは違うのだ。わずか二十秒の間に十発撃てるのだぞ。そして今、西域国の銃じゆう士し隊は地方守備隊に至るまで八千人すべてが連発銃を装備しておる。たった二十秒で三万発。それが休むことなく途切れなく撃ち出されるのだぞ。その銃じゆう口こうの群れに向かって斬り込み部隊が突撃をかければ、どうなるか自じ明めいの理だとは思わんか？　西域国の連発銃部隊は、たった二百人でエズオル四万頭と戦って勝ったのだぞ」

　サイ・トウは咆ほえた。

「ショウ・ザ殿は、わが一族の斬り込み部隊がエズオルに劣ると言いたいのか！」

　まいったな……という顔をしてショウ・ザは答えた。

「そうは言っておらん。私は西域国と我が東とう域いき国との間にある戦力……特に火力の差について述べただけのことだ」

　二人のやり取りを聞いていた国王のマオ・タイクーは静かに微笑ほほえんだ。

「まあ、気を落ち着けるがよい。サイ・トウよ。ショウ・ザは、お主の斬り込み部隊をけなしているのではない。今、我々と西域国との間にある技術格差について言っておるのだ。すべての問題はそこにあるのじゃ」

「技術格差？」

　訝いぶかしげな顔をするサイ・トウに向かって、マオ・タイクーはうなずいて見せた。

「そう、技術力の違いじゃ。今、我々東域国と西域国の間にある戦力差は、すなわち西域国と我々との技術力の差に過ぎん。もし、我々の手に西域国と同等、もしくはそれより優れた性能を持つ銃を生産する技術があれば、戦力差は無いも同然だ……違うかね？」

　サイ・トウは、幾分かの不満さをにじませた顔つきで答えた。

「ええ、たしかにおっしゃるとおりです」

　マオ・タイクーは、会議室に居い並ならぶ諸しよ侯こうに向かってゆっくりと告げた。

「要するに、我々が西域国と対等の立場になるためには、彼らが禁きん忌きを破って手に入れた技術と同じ技術を手に入れねばならないということだ」

　その言葉を聞いた諸侯たちがざわめいた。

「我々にも禁忌破りをしろということか？」

「教団に叛はん旗きを翻ひるがえせば、教団は我々にも懲ちよう罰ばつ部隊を差し向けるかもしれんぞ」

「我々に、あの超兵器に勝つ武器は無い」

　不安げな顔つきで、ひそひそと言葉を交わす諸侯たちを見て、マオ・タイクーは微笑んだ。

「安心するがよい、禁忌を破り専横の限りを尽くす西域国を苦々しく思っているのは、我々だけではない。教団の方々も同じ思いなのだ。

　禁きん忌きの存在理由、それは平和の維持であり。それは国力のバランスによって成立する。どちらかが突出することは許されない。教団の方々はこのことを憂う慮りよし、我々に西せい域いき国と同等、もしくはそれを凌りよう駕がする武器の技術を教示してくれることとなった。諸君、安心せよ。もはや我々は西域国の連発銃じゆうを恐れることは無い」

　その言葉が終わらぬうちに、驚きの声とともに、会議室が一気にどよめいた。

「諸君らが驚くのは無理も無い、この件については極秘で進められており、世を含めて数人しか知らぬことだったのだ……教示される武器の技術についての詳細は国王軍総大たい将しようパイ・ランティーから報告がある」

　マオ・タイクーが、そう言って部屋の奥にある控え室の扉の前に立っていた若い女性の秘書官に合図をすると、秘書官は小さく目礼して扉を開けた。

　控え室から入って来たのは、きらびやかな国王軍の制服を着た将しよう軍ぐんと、簡素な士官服を着た若い将しよう校こうの二人だった。

　二人は、国王と、居い並ならぶ諸しよ侯こうにそれぞれ深々と一礼した後で、会議室の奥の壁の左右に分かれて立ち、右側に立った将軍が小さくうなずくと、若い将校が壁に掛かっていた一枚の布を取り外し始めた。

　その布の下から現れたのは、二枚の図面だった。

　片方の図面は、見慣れた形の銃じゆう床しようを持っているところを見ると、どうやら連発銃の図面らしいが、もう一つの図面は、見たことのない形をしていた。

　先込め式の小しよう銃じゆうの銃身部分だけを太く短くし、それを台座に据すえて大きな車輪を両側につけている。

　そして何より驚くのはその大きさだった。銃身の太さが二十センテ以上あるのだ。

　パイ・ランティー大将は、訝いぶかしげな顔をする諸侯に向かって小さく一礼すると、説明を始めた。

「我々は、教団から極秘裏にこの二枚の図面と、この武器の製造方法について記された書物を拝はい領りよういたしました。右の図面は、西域国が量産配備している連発銃とほぼ同じ機構を持つもので、ハンマーの形状と雷管キヤツプの装着機構について若じやつ干かんの改良が施されております、そして左の図面は、我が東とう域いき国のために封印された先人の知恵の中から特別に解禁された武器で、大たい砲ほうと呼ばれるものであります。

　見ておわかりになると思いますが、これは要するに巨大な銃と考えていただければよい。撃ち出す弾丸の大きさは直径十センテ、長さ二十センテ。内部に炸さく薬やくが仕込まれており、撃ち出されると一定の時間のあとに、この巨大な弾丸が炸さく裂れつし、陣地や城などの建造物を破壊し、敵に多大な損害を与えます。射程距離は発射薬の量にもよりますが、最大で四キロテにも達します」

　大将の言葉を聞いた諸侯たちが驚きの声を上げた。

「四キロテだと？　レゲマンの渡しのあるバンドール河の河幅と同じではないか！」

「こちらから対岸の目標が撃てるというのか！」

「恐ろしいほどの威力を持った武器だな、これさえあれば連発銃じゆうなど必要ないではないか」

　その諸しよ侯こうの言葉を聞いたパイ・ランティー大たい将しようは首を振った。

「あ、いえ、誤解をなさらぬように願いたいのだが、この武器は小しよう銃じゆうのように直接狙ねらいをつけて狙そ撃げきするものではありません。銃じゆう口こうを斜め上に向けて撃つもので、弾丸は山なりの弾道を描いて飛ぶのです。当然狙ねらいは不正確になり、移動する目標や、一人二人という敵に向かって撃つには不向きです。これは敵の固定陣地を破壊して突破口を開いたり、数を用意し、進軍してくる敵を面で制圧するときに多大な威力を発揮する武器なのです」

　そのとき、それまで黙っていた諸侯の一人、ショウ・ザが手を上げた。

「一つお聞きしたい、確かにそこに図面はある。他ほかに製法を記した書物も戴いただいたそうだが、それはいわば絵に描いた品物に過ぎない。我々が必要としているのは百枚の図面でも千冊の書物でも無い、実際に敵に向かって撃つことのできる現物だ。その図面に描かれている品物が実用化され、実戦配備されるのにはどれくらいの時間がかかると見ているのかね？」

　居い並ならぶ諸侯たちの興奮した会話が一気に鎮しずまった。ショウ・ザの言っていることはもっともなことだった。いかに知識を与えられても、それを実際に使うことができなければその知識には意味が無い。

　パイ・ランティー大将は、小さくうなずいた。

「ショウ・ザ殿のおっしゃることは、もっともなことです、いかに精密で詳細な設計図と解説書が手に入ってもそれを造り出す技術が無ければ、それはまさしく絵に描いた品物に過ぎません。それを考えて我々は、彼と、そして鉄砲鍛冶ガンズ・スミスギルドの職人を教団に送りそこで基本的な技術を習得させて参りました。量産の見込みに関しては、彼……王国軍監かん察さつ局シンルー・チュィ次官から報告させましょう。シンルー、諸侯の方々に説明したまえ」

　パイ・ランティー大将に促うながされて中央に進み出た将しよう校こうは、黒い髪の毛を持つ、ぱっとしない風ふう貌ぼうの二十歳さい代前半の男だった。

　しかし、彼が進み出るのと同時に会議室に微妙な空気が流れた。

「あの男か、王国軍の懐ふところ刀がたなと言われている男は」

「ああ、実に知恵の回る男らしい。それも頭に「悪ワル」という文字がつくような知恵の……」

　シンルー・チュィは、諸侯たちの間で、ひそひそと小声で交わされる会話など気にも留めずに、話し始めた。

「ご紹介にあずかりました王国軍監かん察さつ局次官のシンルー・チュィと申します。私のことは皆様すでに風評、下げ馬ば評ひよう、毀き誉よ褒ほう貶へん取り揃えてお聞きになっていると存じますので自己紹介は省略させていただきます」
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　会議室の中が、一瞬、静まり返った。

　その沈黙を叩たたき壊こわしたのは、東とう域いき王マオ・タイクーの高笑いだった。

　諸しよ侯こうたちがあっけに取られている中で、マオ・タイクーは、笑いながらシンルー・チュィをにらみつけた。

「相変わらず、人を人とも思わぬ男よのう。まあよいわ、貴様の今の言葉こそが最も的確な自己紹介だ、余計な社交辞令はいらぬ、端的に報告しろ」

　シンルーは小さく一礼すると、大たい砲ほうの図面の前に進み出た。

「はっきり申します。この大砲については、試作に三ヶ月、その後各種の試験を重ね約半年後に実用化と百門の量産を見込んでおります。半年後にはこの大砲百門を有した専用部隊が編成され東域国の主要な戦力となっていると思われます」

　シンルーの言葉を聞いた諸侯たちから疑問の声が上がった。

「半年で百門だと？」

「いくら何でもそれは無理だろう！」

　すぐに、一人の諸侯が手を上げた。それは、先ほどパイ大将に実用化の見込みを聞いたショウ・ザだった。

「シンルー殿にお聞きしたい。おそらくその大砲とやらは、錬れん鉄てつを鍛たん造ぞうした鋼材を水力旋せん盤ばんでくり抜くという工法で生産するものと思われるが、その鍛造と加工を行える工房と技術者が果たして我が東域国に存在しているのかね？　ましてやそれを百門量産するとなれば、並大抵の技術力ではないぞ」

　シンルーは、その質問を予想していたのだろう、用意してあった別の図面を取り出した。

　そこには、金属を溶よう融ゆうさせる坩堝るつぼの大きなものが描かれていた。

「ご質問にお答えします。まず第一にこの大たい砲ほうは鉄製ではありません。銅と錫すずの合金で、その名も砲ほう金きんと呼ばれる金属で造られます。そして第二にこの大砲は、鍛たん造ぞうのではなく、鋳い型がたに溶融した砲金を流し込む鋳ちゆう造ぞうと呼ばれる方法で造られるのです。御存じのように鋳造というのは鋳型さえあれば、いくらでも同じ形のものを造ることができる量産に最も適した生産方法です。この二つの理由により、私は半年で百門という計画を立てました」

　ショウ・ザは目を見開いた。

「なんと、鋳物で造るというのか！　鋳物というのは材質が堅くてもろいため、銃を生産するには不向きと言われてきたのではないのかね？」

「はい、確かに鉄の鋳物は銃じゆう身しんのような高い圧力のかかる品物を造るのには向いておりません。しかし、この銅を主体とした砲金ならば粘ねばり強い材質ですので、鋳物でも大丈夫なのです。火薬の爆発の圧力に耐えるように砲ほう身しんを肉厚にしてありますし、もし、暴発事故が発生しても割れるだけで済みます。問題は砲金は柔らかい材質のため、砲身内部の磨ま耗もうが早いという点です。この大砲はいわば消しよう耗もう品ひんとしてお考え下さい。我が東とう域いき国には鉄を産する鉱脈はありませんが、銅を産する鉱山がございますので、材料に窮することは無いかと存じます」

　そう答えたあとで、シンルーはあらためて諸しよ侯こうたちを見回し、東とう域いき王マオ・タイクーと視線を合わせた。

　東域王が意味ありげな視線を返してきたのを見たシンルーは、心の中で笑った。

　……わかりましたよ国王陛へい下か。諸侯たちの目を覚まさせてやれということですね。

　シンルーは、深刻な顔つきになって口調を変えた。

「実を申しますと、問題点はそこなのです……」

　互いの顔を見合わせて、怪け訝げんな顔をする諸侯たちを見て、シンルーは再び心の中で笑った。

　……どこに問題点があるのかわからない、という顔だな。

　もっとも、ここにいる諸侯にとって一番気になるのは、世の中の動きではなくて、自分たちの領地で採れる米の出来だ。この国が直面している問題に気づけと言う方が無理か……。

　そのとき、シンルーは、諸侯の中でショウ・ザだけがうなずいているのに気がついた。

　……あのお方は、あなどれないな。先見の明がある。諸侯軍の中で軍装備の近代化に一番力を入れているのがあの州の常備軍だし、きっと大砲の造り方や操作方法も手に入れたがるに違いない。しかし……そう簡単にお教えするわけにはいきません。東域国における軍事的な指導権は我々王国軍に必要不可欠なものですのでね。

　シンルーは、心の中でショウ・ザに一礼すると言葉を続けた。

「我々東域国にとって最大の問題点、それは、我が国には鉄が、ほとんど産しないということなのです。我が国で使われている鉄はすべて、クギ一本、鎖くさり一輪に至るまで西せい域いき国で産したものであります。西域国の製鉄都市グレンダランで採鉱され精せい錬れんされた錬れん鉄てつを、我が国で産する銅と交換する形で輸入したものであることは御存じのことだと思います。では、そのことが、なぜ最大の問題点となるのか、それについてこれからご説明致します」

　シンルーが合図をすると、会議室の壁際で待たい機きしていた若い女性の秘書官たちが、手に持っていた書類を出席者に配り始めた。

　それは、グラフなどが描かれた商務局のデータの抜ばつ粋すいと、西域国で売られている新聞記事の切り抜きなどを綴とじたものだった。

　諸しよ侯こうたちが書類をめくる乾いた音が会議室に響く中で、シンルーは解説を始めた。

「ただいま皆様方にお配りした書類の最初のページをご覧下さい、これは西域国で生産されている錬鉄の量と価格の推移を示したグラフですが、ここ三ヶ月錬鉄の生産量は増加しつつあるのにもかかわらず、価格が上昇していることがおわかりになると思います。生産量が増えれば価格は下がるのが当然ですが、それとは反対の現象が起きているのです。その原因の一つが、お配りした書類の末尾に添付した新聞記事です……」

　諸侯たちがページをめくると、そこには、鉄道馬車と並んで煙えん突とつから黒い煙を吐はく見慣れない車の絵があった。

「これは、西域国が隠し持っていた蒸気車と呼ばれるもので、百年前の大粛しゆく清せいで禁きん忌きとされ破壊されたはずの技術です。これは石炭を燃やし、その熱で発生させた蒸気をエネルギーとして走るもので、馬の五十倍の牽けん引いん力りよくと五倍の速度を持ち、疲れることを知らないという機械の化け物です……」

　諸侯の一人が顔を上げて、怪け訝げんそうに言った。

「この話は私も知っているが……これがどうして鉄の価格と関係あるのかね？」

　シンルーはうなずいた。

「確かに、このような過去の遺い物ぶつのような機械が一台や二台あったからと言って、鉄の価格に関係するとは思えません、しかし……西域国では、この機械の原理を応用して、さまざまな動力機械を創つくり出そうとしているのです。四枚目の記事は、この力を備えた蒸気船を造る計画を伝えています。皆様方の中にも大昔の蒸気船の言い伝えをお聞きになった方がいらっしゃると思います。今ある船の数倍の大きさの、鉄で造られた船。風の力も人の力も使わずに、あのバンドール河を自由にさかのぼることができたという伝説の船です……。

　もし、西域国がこの蒸気船の実用化に成功すれば、バンドール河は西域国のものになるでしょう。風の力や、人の力でしか動けない我々の船と違って、彼らの船は河の流れさえ気にせずに自由にあの河の上を行き来できるのです……いえ、バンドール河だけではありません。その気になれば河をさかのぼってこのランダールの中央水路にまで来ることができるのです……」

　蒸気車にはあまり関心を示さなかった諸侯たちが、シンルーの言葉にざわめいた。

　……やはり船に関しては興味があるのだな。

　シンルーはそんなことを考えながら言葉を続けた。

「……これらの機械はすべて、技術によって造り出されるのです。先ほど国王陛へい下かがおっしゃった技術格差という言葉の意味がおわかりですか？　技術とは連発銃じゆうや大たい砲ほうという武器の差ではなく、こういったすべてのものに関わるものなのです。機械は休むことを知りません、動き続け、物を造り続けます。

　たとえば糸を紡つむいだり布を織ることも、同じ時間で人間の力の数十倍の数を生産することができるのです。そして、そうやって大量生産された安価な品物が東とう域いき国に流れ込めば、我が国の国民は、それを歓迎し、それらの物を買い求めるでしょう。結果的に東域国の富はすべて西せい域いき国に流れて行くことになり、その格差はそのまま国家と国民の生活レベルや経済力の差となって表れるのです……」

　シンルーはそこで言葉を切るとあらためて諸しよ侯こうたちを見回した。

「いいですか皆さん！　これらの機械はすべて、鉄で造られているのです！　蒸気の圧力に耐えることのできる金属、それは鉄しかないのです！

　新しい技術を支えているのはすなわち鉄であり、それは鉄の文明なのです！

　蒸気船も、蒸気鉄道も、すべて鉄がなくては成り立たないのです！

　教団の最高評議会議長メタクサ様は、西域国との技術格差を無くすために、蒸気力に関する禁きん忌きを解禁し、その生産と研究の自由を保証し、様々な文献を特使である私に託されました。しかし、いかに文献があり、研究生産の自由が与えられていても、それを造るべき材料の鉄が無くては無意味です！

　西域国が錬れん鉄てつを増産しているのにも関わらず、その価格が上がっている理由について、メタクサ様はこうおっしゃいました……。

　これは、東域国に対する妨ぼう害がいである。西域国は、技術の独占を狙ねらい、我々より優位に立つために、鉄の輸出を削さく減げんしているのだ……と！」

　ショウ・ザが、目を見開いた。

「それは、本当のことかね？」

　シンルーは、自信ありげにうなずいた。

「ええ、間違いありません」

　このとき、シンルーは、自分の『間違いない』という答えが、メタクサ評議会議長の言葉を間違いなく伝えた、という意味なのか、それとも西域国が恣し意い的に鉄の輸出を差し止めている、という事実に対してのものなのか、明確にしなかった。

　……私の言葉を諸侯たちがどう捉とらえようと、それによって導かれる結論は決まっている。

　それは、教団が我々に望んでいる結論なのだ。

　シンルーの言葉を聞いた諸侯の反応は、さまざまだった。

　あるものは、ただ青ざめて困こん惑わくし、そしてまたあるものは怒りをあらわにして叫んだ。

「西せい域いき国の驕きよう慢まん、ここに極まれり！　許すべきではない！」

「鉄を要求せよ！　この世界の資源の恩恵は平等に与えられるという大協約に基づき、我々には鉄を要求する権利がある！」

　黙ったまま考え込んでいたショウ・ザが、ゆっくりと言った。

「我々が、どのような行動をとるべきかについて、メタクサ議長様から示し唆さはあったのかね？」

　シンルーは、わが意を得たり、といった風にうなずいた。

「メタクサ様は、私に、このようにおっしゃいました……教団の懲ちよう罰ばつ行動が失敗した今、教団には西域国の悪あく行ぎようを正すことはできん、兵力のみがそれを可能にする。我々教団は東とう域いき国の正義の兵力に期待している……と！」

　シンルーの言葉が終わった会議室は、静まり返ったまま咳せき払ばらい一つ聞こえなかった。

　やがて、一人の諸しよ侯こうが、何かが喉のどに引っかかっているようなしわがれた声で聞いた。

「それは……つまり、西域国に対し、戦争を仕掛けろということかね？」

　シンルーは首を振った。

「そうではありません。メタクサ様は、軍事力の行使を強く戒いましめておいででした」

「では、なぜ兵力に期待しているなどと言ったのだ？　兵力に期待することといえば戦争しか無いではないか……」

　そのとき、東域王マオ・タイクーが静かに答えた。

「兵力の最も効果的な使い方は、抑止力じゃよ……」

「抑止力？」

　怪け訝げんな顔をする諸侯たちに向かって、東域王は答えた。

「世の中というものは利害で成り立っているのじゃよ、その複雑に入り混じった利害を、どうやりくりするか、というのは、交渉じゃ。

　交渉に使えるカードは多ければ多いほどよい。そして兵力というカードは持っているだけで充分効果がある切り札なのじゃ。この切り札は、お互いに使い方を誤ると敵を倒すどころか、共倒れしかねない実に危ういシロモノなので、めったに使えない。そしてそれがゆえに平和が保たれるということじゃ」

　東域王はそこまで言うと、ひょいと会議室の奥に立つシンルーを指差した。

「シンルーよ、要するに、メタクサ評議会議長は、その切り札を西域国に見せびらかして、こっちは本気だぞ、と言え、と言ったのだな？」

　シンルーはうなずいた。

「おっしゃるとおりです。私はメタクサ様の言葉を、西域国に対し、軍事的圧力を加え、交渉を有利に進めるように……と示唆したものと受け取りました。具体的に言えば、西域国に対し鉄の輸出量を増やすように要求するのと平行して、大規模な軍事演習を行うのがよろしいのではないかと愚ぐ考こうする次第であります」

　諸しよ侯こうの一人が、眉まゆをひそめた。

「軍事演習をやりながら、交渉をするというのは、まるで左手で刃物をちらつかせながら右手で握手をするようなものだな。誠意に欠ける行為のような気もするが……」

　東とう域いき王はうなずいた。

「確かに信義に欠けると言えばそのとおりだ。しかし我々は互いに国家と国民を背負っておる。その責任の前には個人的な道義など意味を持たぬ……」

　そして、東域王は胸を張り、凜りんとした声で言った。

「この交渉には、我が国の未来がかかっておる！　先ほどシンルーが申したとおり、西せい域いき国と我々との間にある技術格差をなんとかせねば、我が国は、確たる産業も技術も持たぬまま貧乏国に成り下がり、国の富はすべて西域国に吸い取られ、経済的属国に成り下がるであろう。

　余よは、西域国の下働きをするために出で稼かせぎに行く国民の姿など見たくはない！」

　居い並ならぶ諸侯たちは、無言のまま頭を下げた。







　第二章　「大演習」







　北の山岳地帯から吹き降ろす冬の乾燥した季節風が、乾ききったサンジェルマン平原に黄土色の土煙を巻き立てて吹き抜けて行く。

　平原のあちこちには、埋うめ戻されぬままになっている、いくつもの落とし穴や塹ざん壕ごうが見える。

　ここは五ヶ月前、西域国の国防軍が教団の多た脚きやく砲ほう台だいとワーカー兵を相手に戦い、二千人を超える兵士と騎き馬ば隊たいが、教団の麻ま酔すいガス攻撃で壊かい滅めつ的な損害を受けた場所である。

　あの戦いのあと、この場所は再び閑かん静せいな牧草地帯に戻り、放牧された羊や牛が群れる平和な光景を取り戻していた。

　しかし、今、その戦場跡に、再び兵士たちの姿が戻って来ていた。

　枯れた牧草地の中を、縦じゆう横おうに走る塹壕の前に積み上げられている胸きよう壁へきの土の色が新しいところを見ると、その塹壕は埋め戻されていたものを再び掘り返したものなのだろう。

　塹壕の上に張られた天幕が風であおらればたつくのと同時に、風で飛ばされた砂が天幕の上に、ざざっと当たる音がした。

　天幕の下にある塹ざん壕ごうの中に座ってその音を聞いていた一人の兵士が、首をすくめ、着込んでいた冬季装備の外がい套とうの襟えりを立ててぼやくように言った。

「くそ、今日も風が強いな。せっかく晴れてお日様が当たっているってのに、ちっとも暖かくねえぜ」

　その兵士の向かいに同じように座りこんで、足元に置いてある携けい帯たい式のストーブと格闘していた同どう僚りようの兵士が答えた。

「そう文句を言うな、こうやって塹壕の中にいて、少しでも風を避よけられるだけ、防衛側の青軍の俺おれたちの方がマシなんだぜ。攻撃側の赤軍なんざ、風除けが何も無い、吹きっさらしのロワーヌ川の河原から行動開始なんだからよ」

　最初にぼやいた兵士が、風でばたつく天幕の隙すき間まからロワーヌ川の方角を見ながらうなずいた。

「確かにこの風で、吹きっさらしの中にいる赤軍に比べりゃあ、こっちは天国かもしれねえな……風は避けられるし、ストーブ使えばコーヒーだって飲める……火ィ着いたか？」

「ああ、やっと中の木切れに火がついた。夕べ外に出しっぱなしにしていたから、霜が降りて湿しめっていたらしい。もう大丈夫だ……そこのパーコレーター取ってくれ、水とコーヒー豆は入れてある」

　なかなか火が着かずに煙だけを上げていた携帯式のストーブが、機嫌よく燃え始めるのと同時に塹壕の中に立ち込めていた煙がすうっと薄くなった。

　パーコレーターを受け取った兵士は、それをストーブの上に置きながら言った。

「まあ、どっちにせよこれは演習だから気が楽だな。本物の戦争なら、こんな風にモーニングコーヒー入れてのんびりしているわけにはいかねえよ」

　炎ほおおを上げて燃え始めたストーブに手をかざしながら、最初にぼやいた兵士が聞いた。

「でもよ、何で急にこんな大演習をやることになったんだ？　こういった大演習ってのは半年に一回とか、あらかじめ日を決めてやるものだろう？　将しよう軍ぐんどもは温かい部屋にいるからいいだろうけど、最前線の塹壕で真冬のアウトドアライフやらされる方はたまったもんじゃねえ」

　円えん筒とう形けいの携帯ストーブの上に置いたパーコレーターが、地面の傾斜のために斜めになっているのが気になるのだろう、手に持った棒ぼうでストーブの下の地面をほじくり返しながら同僚は答えた。

「一ヶ月前に、東とう域いき国が、諸しよ侯こう軍と王国軍の連合軍を組織して大演習とかいうのをやっただろう？　あれに対する対抗措置ってことさ。軍事演習による東域国の圧力に対しては軍事演習でそれを跳はね返す、ってわけだ。聞いた話だと東域国連合軍の演習内容が渡と河が作戦だったのが、西せい域いき国のお偉えら方がたの気に食わなかったらしいぜ」

「渡河作戦？」

「そうだ、要するに国境のバンドール河を渡ってこっちに攻め込む作戦ってことさ。東とう域いき国の連中も、結構露ろ骨こつなことをやりやがる……もっともこの演習は、ロワーヌ川をバンドール河に見立てて、その渡と河がしてきた敵部隊を撃破するという設定だから、露骨なのはお互い様だけどな……お、やっとお湯が沸いてきた、コーヒーの色がつくまでもう少し煮立てなきゃならんが、やっと温かいコーヒーにありつけるぜ」

「温かいコーヒーか……給料に上乗せされる演習手当より、こっちの方が、よっぽどありがてえな」

　ずっとぼやいていた兵士が、嬉うれしそうに微笑ほほえんでストーブににじり寄るのを見た、同僚の兵士が顔をしかめた。

「おい、ストーブの近くに寄るときは、弾薬盒ごうを外はずせよ。火薬に引火して自爆するのは勝手だが、周りの人間が迷惑するじゃねえか」

「ひでえこと言いやがる……」

　ストーブににじり寄っていた兵士は、ストーブから離れて、肩から提さげていた火薬と弾丸が詰まった弾薬盒を外して、火から離れた場所に置いた。

　ストーブの番をしていた仲間の兵士は、その弾薬盒を見たあとで塹ざん壕ごうの壁に立てかけてある連発銃じゆうに目をやって、つぶやくように言った。

「俺おれたちの銃も南部州連隊と同じ新型の連発銃に変わったけど……あのチャンバーの重さだけはなんとかならねえモンかな……鉄の塊かたまりを十個も二十個も抱かかえて歩かされるのは辛つらいよなあ」

　弾薬盒を外した兵士は、いそいそとストーブのそばに戻ってくると、同どう僚りようのぼやきに相あい槌づちを打った。

「まあな、確かに単発銃だった頃は、火薬と弾丸だけ持ってりゃ良かったから軽かったよな……銃士隊付きの弾薬輸送用の馬車の配置が増えたから、補給士官はいろいろ仕事が増えたって文句言ってるけどよ、立て続けに撃てるってのは、なんというかこう、気分がいいよな。撃ってるときは何も怖くねえぞ！　って気分になれるんだよな。南部州連隊の連中がグレンダランでエズオルの大群と戦えたのもわかるような気がするぜ」

「そういえば、この演習で俺たちが相手をする連中は、その南部州連隊だったよな……あの六三三銃じゆう士し隊のいる……」

「ああ、あいつらは名前は六百番台そのままだけど、格上げされて二百人銃士隊になったから、戦力としてはかなりのものだ。ワルガキ隊長にワルヂエ副官の、ワルワルコンビは相変わらずらしいな」

　ストーブの上で、湯ゆ気げを噴出し始めているパーコレーターを持ち上げて、中身をホーローのコップに注いで、色を確認していた同僚の兵士がそう言ったとき。

　北西の方角から風に乗って数発の乾いた銃じゆう声せいが聞こえてきた。

「何だ？　もう敵が来やがったのか？」

「そんなわけあるか、演習開始時刻からまだ三十分も経たっていないんだぞ。騎き兵へい隊ならいざしらず、俺おれたちの前にいるのは徒歩の銃じゆう士し部隊だ、こんなに早くやって来れるわけがない。だから斥せつ候こうの俺たちがこうやって、のんびりコーヒーを入れていられるんだ」

「じゃあ、今の銃じゆう声せいは何だったんだ？　あれは俺たちの前にある第一塹ざん壕ごうの方から聞こえてきたぜ」

「敵襲だったら、信号弾を打ち上げることになっている。俺たちの塹壕にだって信号弾の発射装置があるだろう？　いつでも撃てるように撃げき鉄てつを起こした状態でヒモを引くだけで撃てるようになっているのに、わざわざ小しよう銃じゆうなんか撃つ馬ば鹿かはいない、きっと暴発か何かだ」

「でもよ……」

　不安そうな顔をする仲間に、ストーブの番をしていた兵士は、仕方ねえな、という顔をして言った。

「そんなに不安なら、塹壕から顔を出して見張ってりゃあいいじゃねえか。でも、天幕をあんまりめくるなよ風が巻き込むから」

「じゃあ、ちょっとだけ見てくるわ……じっとしていると、どうも不安でよ……」

　双そう眼がん鏡きようを持って立ち上がった同どう僚りようの背中を見て、コーヒーを入れていた兵士は小さく肩をすくめた。

　……あいつは、どうにも気が小さくていけねえや。こういうときは、落ち着いてじっくり構えているに限るんだ。

　こっちから動かねえでも、向こうから来てくれるんだからよ……。

　やがて、塹壕の中に、ローストの効いたコーヒーの芳ほう香こうが充満し始めた。

　……ようし、できたできた。温かい部屋で柔らかいソファに座って飲むコーヒーも美う味まいかもしれねえけど、こうやって寒い朝に青空の下で地べたに座り込んで飲むコーヒーもまた別の美お味いしさがあるモンだよな。

　兵士が、そんなことを考えながらできあがったコーヒーを、手に持った軍用のホーローのカップに注いだとき、塹壕の中に素すっ頓とん狂きような声が響き渡った。

「おい！　何か妙なものがやって来るぜ！」

「妙なもの？　何だそりゃ」

「船だ！」

　兵士は、飲みかけのコーヒーを噴ふき出した。

「馬ば鹿かかお前は！　何で船が陸の上を走って来るんだよ！」

「でも……あれはどう見ても船だぜ、帆ほを張ってるし……」

「帆だと？」

　コーヒーカップを投げ捨てて塹壕の縁ふちから顔を出した兵士が見たものは、強い向かい風が撒まきたてる黄土色の土煙の中を進んでくるいくつもの白い四角いものだった。

「おい、双そう眼がん鏡きようを貸せ！」

　横にいた同どう僚りようから双眼鏡をひったくって目に当てた兵士は、その四角い白いものの下に、何か黒い箱型のものがあるのに気がついた。

　それは、猛もうスピードで近づいて来ていた。

　……何だありゃあ。あんなものがこの演習に使われるなんて話は聞いていねえぞ。

　あの白いのは布……つまり帆ほだ。あいつはこの強い風の力を帆に受けて進んで来ているんだ。

　それにしてもあの箱は何だ？　船のわけがない……陸を走るものと言えば馬車ぐらいのものだ……。

　そのとき、一瞬風が止やんだ。

　収まった土煙の中に、黒い箱の縁ふちに赤い布がひるがえるのが見えた。

　わかった！　ありゃあ馬車だ！

　兵士は叫んだ。

「信号弾を撃て！　敵襲だ！」

「何だって？　だって、あれ、敵か？」

「赤い標識が見えた！　あれは馬車だ！　馬の代わりに帆で走る馬車なんだ！」

　同僚の兵士が目を丸くした。

「馬の代わりに帆で走る馬車？　そんな乗り物あるのか？」

「無いから造ったんだろうよ！　そんなことはいい、早く信号弾を打て！」

　我に返った兵士は、あわてて信号弾の発射装置に飛びついた。




　前方の塹ざん壕ごうから赤と白の煙を牽ひいた二発のロケットが飛び出すのを見たＤデイー・Ｄデイーが、舌打ちをした。

「くそ！　敵にも機転の利いたヤツがいるらしいな、警報を出されちまった！　二番目の塹壕は奇襲というわけにはいかなかったか……」

　Ｄ・Ｄの横で双眼鏡を覗のぞいていたケリンが、なだめるように言った。

「何、ここまで突っ込めたんだ。当初の目的は充分に果たした。この二番塹壕を制圧できれば、突破口は開いたも同然さ……」

　双眼鏡から目を離したケリンは、馬車の上で追い風をはらみぶんぶんとうなる急ごしらえの帆を見上げて言葉を続けた。

「それにしても、テントで造った急ごしらえの帆にしては効果抜群だな、こいつのおかげで馬は休めるし、何と言っても足が速い。よくこんなものを考えつくよなあ」

　Ｄ・Ｄはまんざらでもない、という風に笑った。

「昔の人が書いた兵法の本に書いてあったのさ、戦場においては、人じん地ち風ふう水すいこれすべてを味方にすべし、ってね」

　馬車の中で銃じゆうを構えていた銃じゆう士し隊の隊員が笑いながら言った。

「吹きっさらしの河原に立ったときは、この風が憎たらしかったですけど、こうなってみるとお礼が言いたいくらいですな」

　横にいた仲間がうなずいた。
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「この風に吹かれながら土ぼこりの中をえんえん歩くことを考えりゃ、この馬車は天国ですぜ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは肩をすくめた。

「何、兵士が戦場に行くまでに疲れちまったら、満足に戦えないと思っただけのことさ」

　ケリンが笑いながら答えた。

「確かに楽をしてきたから、足がしびれてきちまった……そろそろひと暴れしようぜ！　塹ざん壕ごうを越えたらすぐに馬車から飛び降りて敵陣を制圧しろ！　後続部隊が追いついてきたら、ここはそいつらに任せて俺おれたちはさらに先に進む！　敵の馬車を鹵ろ獲かくするのを忘れるなよ！　この作戦は速度が命だ！」

「おう！」

　ケリン率いる六三三銃士隊の乗った風力推進の装そう甲こう馬車は、隊員たちの雄おたけびと共に防衛軍の陣じん地ちに突っ込んでいった。




　その頃、そこから一キロテ後方にある農家の納な屋やに置かれた青軍、つまり防ぼう御ぎよ側の前線司令部では、防衛陣の左さ翼よくを受け持つカーリット連隊の連隊長が、首をひねっていた。

　彼は、最前線に配置した斥せつ候こうの打ち上げた信号弾の意味をつかみかねていたのだ。

「敵襲警報に間違いは無いのだな？」

「はい、赤白の二発、間違い無し、とのことです」

　参さん謀ぼうの答えを聞いた連隊長は机の上に広げられた地図を見て考え込んだ。

「状況開始は午前六時ちょうどだ、この時間に徒歩部隊を主力とする赤軍がロワーヌ河の南岸を出発したとすれば、まだ最初の警けい戒かいラインに達するかどうかという時間でしかない。しかし警報は第二警戒ラインの斥候から出された……」

　納な屋やの中央に置かれた大きな折りたたみ式のテーブルの上に広げられたロワーヌ河の南岸に広がるサンジェルマン平原地図には、防衛軍の張った防衛陣の位置だけが書き込まれていた。

　攻撃側の位置が全くわからないその地図を見ながら、連隊長は不安げに眉まゆをひそめた。

　今、このサンジェルマン平原を使って行われている大演習は、今までの演習とは全く違う方法で進められていた。

　演習の目的は、バンドール河を渡と河がし、デメララめざして進撃中の敵軍に対し、防衛軍が防御野戦陣じんを展開し、これを迎撃撃破するもの。というもので、目的や方法は今までの軍事演習と全く同じであったが、ルールが違っていた。

　防衛側、攻撃側共に相手の情報が全く入ってこないように設定されていたのだ。

　これは、コルドン将しよう軍ぐんが立案したものだった。

　一ヶ月前の参さん謀ぼう本部における会議でコルドン将軍はこう提案した。

『今回の大演習は、設定だけを作り、設定に沿って攻める側、守る側、双そう方ほう共に好きにやってもらう。攻める側は防衛陣がどこにあるのかわからない、守る側は敵がどこから攻めてくるのかわからない。という状況下で演習を行うことにする。

　今までの大演習のように台本を作り、時間割りに沿って状況を進め、それで満足するような演習には、意味が無い。相手の出方があらかじめわかっている戦いなどありえない。そうでなければ、国家予算を使い、本当に兵を動員する理由は無い。演習というのは学芸会ではないのだ』

　そしてこの大演習は、防衛側の青軍も攻撃側の赤軍も、まず相手の動きを読むところから始まった。

　防衛側である青軍の最高司令官ドランヴイ将軍は、今回の演習の敵軍となる赤軍が、仮想敵である東とう域いき国軍の主力である切り込み隊を模した徒歩の兵士で編成されていることに注目し、ロワーヌ河南側に広がるサンジェルマン平原に何重にも塹ざん壕ごうを張り巡らした。

　その塹壕には連発銃じゆうを持つ銃じゆう士し隊を配置し、要所に新兵器である水冷式連発銃の銃じゆう座ざを設けたその縦じゆう深しん防衛陣じん地ちは、歩兵のみの部隊で攻略する攻撃軍に充分立ち向かえるものと思われていた。

　地図を見て考え込んでいた連隊長は、納な屋やの中にいる参さん謀ぼうたちに向かって尋ねた。

「第二防衛ラインの斥せつ候こう部隊から出された敵襲警報を、君たちはどう見る？」

　参謀の一人が地図を指差して言った。

「私は、斥候部隊の誤認、もしくは伝令用の騎き馬ばを使った偵てい察さつ部隊との接触ではないかと判断します。理由は先ほど連隊長殿がおっしゃったとおり、時間的な問題です。騎き兵へい部隊を有しているならばいざしらず、赤軍の主力部隊は徒歩で移動する銃じゆう士し隊であり、移動速度から見ても第二次防衛ラインにまで到達したとは考えにくいからであります」

　横にいたもう一人の参謀がうなずいた。

「本官も同意します、さらに付け加えるならば、第一次防衛ラインに分散配置した監かん視し拠きよ点てんと、塹ざん壕ごうからは警報も伝令も発せられておりません。もし、この塹壕と監視拠点を発見されずに通り抜けることができたとしたら、それはごく少数の後方攪かく乱らん用の部隊であり、決して本隊ではありません。従って我々は部隊を動かさず、後方攪乱に備えて警けい戒かいを厳にするように命令を出し、次の情報が入ってくるのを待つべきであります」

　連隊長は考え込んだ。

「確かに、我々の相手は南部州方面軍だ。あそこには、あの六三三銃士隊がいる。奇策を思いつくＤデイー・Ｄデイーと、行動力のあるケリンというあのコンビは、何をしでかすかわからん。伝令用の騎馬を使って後方攪乱部隊を送り込むくらいのことは、やってのけるだろう……」

　連隊長は、小さくうなずくと、納屋の奥に控えていた伝令を呼んだ。

「伝令！　第二次防衛ラインに配置した各小隊長に命令『少数の隠おん密みつ行動部隊が後方に浸透した可能性あり、各隊警戒を厳にし、異常あれば直ちに報告せよ』……以上だ！」

「了解しました！」

　命令用紙に命令を書き取った伝令が、納屋を飛び出していくのとほぼ同時に、納屋の入り口のところで何か人の争う声がした。

「何事だ？」

「ケンカでもしているのか？　こんなときに……」

　眉まゆをひそめた参謀の一人が、納屋の扉を開けようとしたとき、いきなりその扉が、ばん！　と勢いよく開けられ、扉の前に立っていた参謀の鼻先に長ちよう銃じゆうが、ぐい、と突きつけられた。

「おっと、動かないで下さい、空くう砲ほうといえど火薬は入っていますのでね、鼻先が焦こげますよ」

　長銃を突きつけた兵士の後ろから声をかけたのはＤ・Ｄだった。

　納屋の中に、どやどやと完全武装し、腕と頭に赤い布の標識を巻いた銃士たちが入って来るのを見て、居い並ならぶ参謀と連隊長は愕がく然ぜんとした。

「お、お前たちは……特務部隊か！」

　我に返った連隊長が、そう叫ぶと、銃士たちの後ろからケリンの声が答えた。

「いいえ、違います。六三三銃士隊の本隊ですよ」

「ほ、本隊だと？」

　銃じゆう士し隊の隊員をかき分けて姿を現したケリンは、右手に提さげていたパーコレーターを、近くにいた隊員に渡すと、連隊長に向かって、ぴしりと敬礼し、ゆっくりと告げた。

「赤軍先行部隊は、総兵力二百名を持って、青軍の左さ翼よく防衛陣じん地ち及び司令部を占領させていただきました……あしからずご了承下さい」

　連隊長は、周りにいた参さん謀ぼうたちと顔を見合わせて、大きなため息をつくと、自じ嘲ちようじみた口調でつぶやいた。

「我々は全員状況判断を間違っていたようだな……まさかこれほどのスピードで部隊を動かすとは……」

「まあ、風のおかげですけどね……」

　ケリンがそう言ったとき、納な屋やの中に争う声が響いた。見ると机の前で、Ｄデイー・Ｄデイーと参謀が口論を始めていた。

「何をしている！　我々は敗軍だ、見苦しい真ま似ねをするな！」

　連隊長が一いつ喝かつすると、参謀は両手を広げて食い下がった。

「しかし、連隊長閣かつ下か！　この地図は、我々青軍の配置がすべて記き載さいされている極秘書類であります！　これを敵軍に渡すわけには……」

　連隊長は首を振った。

「構わん、渡せ」

「しかし！」

　なおも食い下がろうとする参謀を見み据すえて連隊長は言った。

「よいか、これが実戦ならば我々は全員射殺されている！　我々は戦死者だ、死人に地図を守ることはできん！」

「わかりました……申し訳ありません……」

　悔くやしそうにうなだれた参謀を見て、Ｄ・Ｄは慰なぐさめるように言った。

「今、この状況で私がこんなことを言うと嫌いやみにしか聞こえないかもしれないけど……勝負は時の運。今回は、運が俺おれたちのほうにちょっとだけあったということ……たったそれだけのことさ、あんまり考え込むなよ……」

　そのとき、うなだれている参謀の前に湯ゆ気げを立てているパーコレーターが差し出された。

　目を見開いて顔を上げた参謀の前に、屈くつ託たくの無い笑顔を浮かべているケリンの顔があった。

「まあ、そんなに深刻にならないで、このコーヒーでも飲んで一息入れろよ。まだ充分に温かいし半分以上残ってるぜ。さっきこの先の塹ざん壕ごうを占領したときに、そこにいた兵隊が沸かしていたんだ。んでもって、あまりにもいい匂においがしていたんで、金払ってパーコレーターごと買ってきちまった……飲み終わったら、パーコレーターは返しておいてくれ」

　いきなりパーコレーターを差し出された参謀は、気を抜かれたような顔をして、それを受け取った。

　ケリンは、連隊長に向き直ると、再び敬礼して言った。

「では、我々は先を急ぎますのでこれで失礼します」

「先を急ぐ？　どこまで行くつもりかね？」

　目を見開いた連隊長に向かってケリンは笑って見せた。

「行けるところまでですよ……ではこれで」

　銃じゆう士したちを引き連れたケリンとＤデイー・Ｄデイーが出て行ったあとの納な屋やに取り残された連隊長と参さん謀ぼうは、気が抜けたような顔を見合わせた。

「つむじ風みたいな連中だな……陣じん地ちを占領したらそこを拠きよ点てんにするというのが、セオリーだが、あいつらにはそんなセオリーは通用しないのだな……」

「それが……我々の敗因なんでしょうね……セオリーでしか考えることができなかったという……」

　パーコレータを抱かかえ込んだ参謀が、そう答えるのを聞いた連隊長は、そのパーコレーターを指差して微笑ほほえんだ。

「過ぎてしまったことはあとでじっくり考えればよい。それより、その、ケリン殿からもらったコーヒーを一杯もらおうか。匂においを嗅かいでいたら、心の底からコーヒーが飲みたくなった」

「あ、はい！」

　参謀は我に返ると慌あわてて当番兵を呼んだ。




　納屋から出てきたケリンとＤ・Ｄの前には、頭と腕に捕ほ虜りよ、もしくは戦死を意味する標識の白い布を巻いた赤軍の兵士たちがずらりと並んで、まだ信じられないという顔で、ケリンたちの乗って来た馬車を見ていた。

　帆ほ柱ばしらとテントで作った急造りの帆ほは外され、後方から追いついてきた馬と付け替えが始まっている。

　本部の前には、乗って来た馬車以外にも、鹵ろ獲かくを意味する赤い布に取り換えられた青軍の弾薬運搬用の馬車などが並べられ、進撃の準備が進められていた。

　そんな中で、頭と腕に白い布を巻いた青軍の士官らしい男が、審判役の黄色いジャケットを着た軍監部の将しよう校こうに、何やら文句をつけていた。

「歩兵を馬車に乗せて、防御陣地に突撃をかけるというのは反則だ！　そんな戦法は実弾が飛んでこない演習でしか成り立たない！」

　審判役の将校は、首を振った。

「歩兵を移動させるために馬車に乗せるという方法は以前からある。ケリン殿はそれを応用したにすぎない」

　士官は食い下がった。

「でも、これが実戦だったら、馬車を牽ひく馬を撃たれて立ち往生してしまうはずだ。こんな戦法は実戦では通用しない！」

　審判役の将しよう校こうは笑って言い返した。

「確かに君の言うとおりだ……しかし、どこに馬がいたかね？　彼らの馬車は馬に牽かれることなく風の力を使い自力で走って戦線を突破した。ましてあの馬車は装そう甲こう板が張られた特別製だよ。もしこれが実戦で、君たちが実弾を使用していたとしても、あの突撃を食い止めることはできなかったはずだ。私はそう考えてこの作戦を妥当なものと判断した。文句があるなら演習終了後に異議申し立てを行えばよいだけのことだ。では私はケリン殿の部隊と行動を共にしなければならないので、これで失礼する」

　不満げな顔をする士官をあとに残して歩いてきた審判員は、ケリンとＤデイー・Ｄデイーを見て肩をすくめた。

「この演習のあとに行われる総合判定会議のことを考えると憂ゆう鬱うつだな、きっとああいった抗議が山のようにくるだろう……前例というものが通用しないあんたたちの作戦は、まったく審判泣かせだね」

「申し訳ありません、ご迷惑をおかけします……」

　頭を下げたケリンは、となりにいたＤ・Ｄを指差して続けた。

「みんなこいつのせいです」

「おい！」

　自分をにらみつけたＤ・Ｄをケリンは涼しい顔で見返して、さらっと答えた。

「だってそうだろう？　考えたのはお前だ。俺おれは……よし、やろう！　としか言っていない」

「承しよう諾だくすれば同罪だ！　それに指揮官はお前なんだからお前が責任を負うんだ！」

　いつもの掛け合い漫才を始めたケリンとＤ・Ｄを見て、口論と勘かん違いしたのだろう、審判員は慌あわてて顔の前で手を振った。

「いや、君たちが悪いんじゃない。常識という固定観念でしか、ものを見ることしかできない石頭の人間が悪いんだ……」

　その言葉を聞いたＤ・Ｄは、笑いながら答えた。

「確かに人間の価値観ってのはそう簡単に変わるものじゃありませんからね。今まで見たことも聞いたこともないものやシチュエーションに出会ったとき、それを肯定的に捉とらえることができる人間は少数派です……あなたがその少数派で助かりました」

　審判員は首を振った。

「私は別に君たちを肯定的に捉えているわけじゃない。感情を極力廃し、客観的に、経験則と物理法則に当てはめて判断しているだけのことだ……私のような人間が少数派だという点については、残念なことに同意せざるを得ないがね」




　街道脇わきに停めてあった装そう甲こう馬車のところまでやって来たケリンは、そこで部下の隊員たちに指示を出していたハンキーに向かって言った。

「ハンキー、出発の準備を急がせろ！　十五分以内に出発するぞ！」

　ケリンの言葉を聞いたハンキーは、目を丸くした。

「本隊が追いついてくるのを待たなくていいんですかい？」

「俺おれたちは陽動部隊だ。陽動ってのは騒ぎを起こせば起こすほど効果的なんだ。行けるところまで行って思い切り引っ掻かき回してやろうじゃないか」

　ハンキーは心配そうな顔で聞いた。

「突出し過ぎると、包囲されやしませんか？」

　そのとき、横で二人のやり取りを聞いていたＤデイー・Ｄデイーが、前線司令部から持ってきた地図を広げながら言った。

「ここで本隊が追い付くのを待っている方が包囲される危険性が高い。伝令より早く進撃すれば、敵は対応が取れないから包囲されない。後方は手薄だから、たった二百人でも本隊より戦えると思うんだ」

　ハンキーは、背筋を伸ばして敬礼すると、にやっと笑って答えた。

「わかりやした！　この陣じん地ちにいた馬を全部徴ちよう用ようして、我が部隊の馬車に配分しましょう。全部の馬車が三頭から四頭立てで走れば早いし、なんと言っても馬の疲れが違いますからね」

「よし、馬車の準備は任せた。用意できしだい出発するぞ！」

　ケリンが、そう言ったとき、地図を見ていたＤ・Ｄが声をかけた。

「ちょっと待ってくれ！」

「どうした？　トイレか？」

「そんなんじゃない！　この地図を見ていたらちょいと気がついたことがあるんだ」

「気がついたこと？」

　怪け訝げんな顔をするケリンに向かってＤ・Ｄは手に持った地図の一点を指差した。

「とにかくひたすら前進して、ここを目指そう。ここを占領したら、ちょっと面白いことになりそうだ」

「敵がか？　それとも俺たちがか？」

　Ｄ・Ｄは、にやっと笑って言った。

「その……両方」




　防衛側である青軍の総司令部は、サンジェルマン平原から南方に十五キロテほど下がったところにある北国街道沿いの小都市、チンザノの町外れにある集会所に置かれていた。

　集会所の大広間の中央には、前線司令部と同じ内容の……しかしサイズはその三倍ほどの大きさがあるサンジェルマン平原の大地図が広げられ、中央軍参さん謀ぼう本部の参謀たちが、その周りを忙しげに歩き回りながら、各方面の防衛部隊から伝令が運んできた情報を地図の脇わきに置かれた情報用紙に書き込んでいる。

　そんな中で、一人の若い参さん謀ぼうが地図を見たまま、じっと考え込んでいるのに気がついた青軍の総司令官であるドランヴィ少しよう将しようの副官役を務める参謀長のキナリレーが声をかけた。
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「カルタ・ピルスナー参謀、何か……気になることでもあるのかね？」

「あ、いえ、たいしたことではありません……」

　カルタは、小さく首を振ると、地図の脇に置かれた情報用紙を指差した。

「右う翼よくの防御陣じんを管かん轄かつする各連隊から上がってくる情報の量に比べて、左さ翼よくを担当する連隊から上がってくる情報が少なすぎると思っただけのことです」

　キナリレー参謀長は、地図の上に置かれた敵の進撃状況を見てから、あっさりと答えた。

「それはまあ、当然だ。この演習は奇襲攻撃を受け、水際に迎撃部隊を配置できなかったために、敵の全部隊が無事に渡と河がを終えてしまった。という、こちら側が不利な設定で始められている。そして今、見てのとおり敵の主力はサカトー街道を南下するつもりで右翼の防御陣に激しい攻撃を仕掛けているわけだ。戦っている部隊と戦っていない部隊とでは、上がってくる情報の量が違うのは当然だ……」

　キナリレー参謀長は微笑ほほえんだ。

「そういった細かなところに気がつくというのはいいことだ。貴様を近衛このえ連隊から引き抜いた甲か斐いがありそうだな」

「恐れ入ります」

　カルタは一礼した。

　満足そうにうなずいたキナリレー参さん謀ぼう長は、奥に立っているドランヴィ少しよう将しようの方に向かって歩き出した。

　そのとき、カルタが小声でつぶやいた。

「確かに敵の本隊は右う翼よくを攻めている……でもそれは敵の総力じゃない……だとすると残りはどこにいるんだ？」

　キナリレー参謀長の足が止まった。

　そして、くるりと振り返った。

　顔色が変わっていた。

「今……何と言った？」

　カルタは、地図を指差した。

「確かに今、敵の主力は我が軍の右翼を激しく攻撃しています。しかしそれは主力ですが全部隊ではありません。設定では敵の渡と河が地点は右翼、左さ翼よく、中央の三箇所となっています。今右翼に攻めかかっているのは、中央と右翼の渡河部隊が合流した本隊です。この……左翼で渡河した部隊については情報が入ってきていないのです」

「情報が入っていないだと？」

　カルタはうなずいた。

「先ほど情報用紙を確認いたしました。午前六時の状況開始時の『敵部隊渡河終了、進撃準備中』という情報の後、ほとんど情報が入っておりません」

　その言葉を聞いたキナリレー参謀長は、地図の脇わきに立って情報用紙を取りまとめていた女性の事務官に向かって低い声で言った。

「防衛部隊の伝令が上げてきた情報用紙を全部持って来い！」

　事務官が持って来た情報用紙の束を受け取ったキナリレー参謀長は、それをカルタに差し出した。

「こいつは部隊ごとにまとめてあるが、それを時間経過ごとに並べろ。左翼で何が起こっているのか知る必要がある！　妙な情報があれば、どんなものでもいい、俺おれのところに持って来い！　いいな、どんなものでもいい、見落とすな」

「了解しました！」

　カルタは、司令部の片かた隅すみにある机の上で情報用紙の再確認を始めた。

　この情報用紙とは、最前線の連隊司令部が、現場の状況を司令部に伝えるために、現在の状況を簡潔に書いた報告書であり、伝令が定期的にその用紙を司令部に運ぶことになっている。

　分隊の状況が小隊の指揮官に、そして小隊の指揮官は中隊に、というように状況が報告され、最前線の連隊司令部に集まって来る。そしてその総合的な状況報告が総司令部に届けられるのだ。

　カルタは、その情報用紙のなかに妙なものを見つけた。それは午前六時三十分の、地平に船の帆ほが見える、という第一次防衛ラインの斥せつ候こうの報告と、六時四十五分に左さ翼よくの第二防衛ラインの斥候が敵襲警報の信号弾を打ち上げた、というものだった。

　しかし、その後左翼の防衛陣じんを担当しているカーリット連隊からはそれに関する情報は上がっていない。それどころか、カーリット連隊からの情報がその後完全に途と絶ぜつしているのだ。

　カルタは顔を上げて、総司令部の壁に掛かっている時計を見た。

　時刻は午前十時を過ぎようとしていた。

　……三時間以上連絡が途絶えるというのはおかしい。確かに戦況が活発になれば、戦闘状態にある部隊の情報を優先するために、戦闘に参加していない後方の部隊が『異常がない』などという定期報告を控える、ということはある。しかしカーリット連隊は後方部隊ではない、最前線の部隊だ。

　……何かが起こっている。それも左翼の防衛陣のど真ん中で。

　そして、カルタは妙な情報が書かれている情報用紙を見つけた。

　それは、猛もうスピードで南なん下かする十数両の馬車を目撃したという情報だった。

　……こいつは妙だ。この時間帯に南下する補給部隊なんてあるわけがない。

　カルタは、顔を上げて壁に掲示されている今回の演習に参加している攻撃側と防衛側双そう方ほうの部隊編成表を見た。

　三ヶ月前の教団の懲ちよう罰ばつ部隊との攻防戦の功績を認められたカルタとケリンは、それぞれ新たな肩書きが与えられた。

　近衛このえ連隊の二百人隊長だったカルタ・ピルスナーは、三百人隊長の位を与えられ、そのまま国防軍総司令部の参さん謀ぼうに抜ばつ擢てきされた。

　上級士族の家名を継つぐ長男ならいざしらず、次男坊が、しかもこの若さでこの位にまで出世するのは異例のことである。

　一方ケリンの地位は地方守備隊である六三三銃じゆう士し隊の隊長のまま変わらなかったが、六三三銃士隊の定員が倍の二百人隊に増員され、六百番台の地方守備隊でありながら、実質的に方面隊と同じ扱いになり、自動的に二百人隊長の資格を得ることとなった。

　二百人隊長の位は、下級士族の出身者の最高位であり、それは長年勤めた者が退職する際に与えられる名めい誉よ職であった。

　その位を、現役の、それも二は十た歳ち前の若者に与えることについて、さまざまな方面から難色を示す意見が出たため、対応に苦く慮りよした国防軍の軍令部が考え出した妙案が、六三三銃士隊の増員という方法である。

　ケリンの階級を引き上げたのではない、指揮する部隊員の数を増員したために、結果的に二百人隊長になってしまったのだ……というわけである。

　実に姑こ息そくな手段ではあったが、書類上ではケリンは留任という形になるため、特に表立って反論を唱えるものはいなかった。

　ともあれ、ケリンの指揮する六三三銃じゆう士し隊は、南部州方面軍では屈指の精鋭部隊として名を轟とどろかせていた。

　カルタは、赤軍の編成表の中にある南部州方面軍の六三三銃士隊の名前を見て考えた。

　……青軍の事前の分析と推定では、ベテラン揃そろいで精鋭のケリンの部隊は、攻撃軍の主力として使うだろうと判断していた。最も守りの堅い部分を突破するには、最も強力な部隊を当てるのがセオリーだからだ。

　……でも、考えてみればあいつらが、そんなセオリーどおりに動くわけがないじゃないか！　現に右う翼よく防衛陣から上がってきた敵情分析の報告の中に、六三三銃士隊と会敵したという報告は無い。

　あいつらは右う翼よくで戦っている主力の中にはいない。……じゃあどこにいる？

　カルタの目が、地図の左さ翼よく防衛陣地のど真ん中でクギづけになった。

　それは、確信だった。

　根こん拠きよは無い、あるとしても状況証しよう拠こだけで確たるものではない。しかし、カルタは確信していた。

　……あそこだ！　あそこにケリンたちがいる！

　カルタは、情報用紙の束を抱かかえて、総司令官に話しかけているキナリレー参さん謀ぼう長の下に走った。

　参謀長の意見具ぐ申しんを聞いていた総司令官ドランヴィ少しよう将しようは、不機嫌そうに答えた。

「防御陣じん左翼の様子がおかしいだと？　そんなことはない、現に何の情報も上がってきてはいないではないか……」

「情報が少なすぎるのです、午前六時五十分の定期連絡を最後に、一本の情報も上がってきてはおりません。これは明らかに異常な状況です」

「右翼の戦闘が激化しているから、何も無いという報告を控えておるだけのことだろう……心配はいらん。敵は我が方の縦じゆう深しん陣じん地ちに誘い込まれ、そこで壊かい滅めつする。それだけのことだ」

「今回の演習の状況は、非常に流動的であります。もしものことを考えて、左翼防御陣地司令部に伝令を出し、状況報告を求めるべきであると思われます」

　そのとき、キナリレー参謀長の横にカルタが立った。

「お取り込み中まことに申し訳ありません！　特異情報が二件ございましたので報告に上がりました」

　将しよう軍ぐんとの会話に割り込まれた参謀長は、一瞬。カルタを叱しかりつけようかと思ったが、すぐに考え直した。

　……戦場での状況報告は、一分一秒を争う。報告する相手がどんな状況でも報告をためらうな、たとえトイレの中でも報告しろ……と士官学校では教えている。実際には気おくれして報告を後回しにするヤツが大半だが、こいつはそうじゃないということだな。

「失礼します、緊急の報告があるようですので……」

　キナリレー参さん謀ぼう長はそう言ってドランヴィ少しよう将しように一礼すると、カルタに向き直った。

「どんな情報だ？」

　カルタは一礼して情報用紙を差し出した。

「六時四十五分に左さ翼よく第二防衛ラインの斥せつ候こうが敵襲警報の信号弾を打ち上げております。この信号弾だんについては、目撃した中央陣じんの前線司令部、及び後方の第三防衛ラインの司令部からの報告がありますが、肝かん心じんの左翼第二防衛ライン司令部からの報告がありません。一切沈黙したままその後三時間以上一件の報告も上がっておりません。次に午前八時に中央陣第三ライン司令部からの報告の中に、西さい国ごく街道を南下する馬車部隊について問い合わせが来ております。馬車の台数はおおよそ十五両、砂煙のために詳しよう細さいは判明せず。かなりの速度でインデリューズ・タウン方向に進行中。というものです」

　キナリレー参謀長の目が見開かれた。

「何だと？　それは間違い無いのか！」

　カルタは真剣な目でうなずいた。

「遠方からの目撃ですが、正体不明の馬車部隊が、左翼防衛陣の中央部を南下していることは間違い無いものと思われます」

　その目を見た参謀長は素早く頭を巡らせた。

　……この男は、おそらく私と同じ結論に達しているのだろう。

　この状況を放置すれば、戦線が崩壊しかねないということに気づいたのだ。

　しかし、ドランヴィ少将は動きそうにない……このままでは、もしこちらが敗北したときに、責任問題になりかねん。この男に、ここで方策について意見具ぐ申しんさせて、判断を仰あおぐとしよう。

　……万が一のときのための保険だ。

　参謀長は、そんな考えをおくびにも出さずに、カルタに言った。

「君の考えを述べてみたまえ。君は、その一連の情報から、今現在の前線の状況をどう捉とらえているのかね？」

　カルタは一礼して話し始めた。

「では、私の考えを申し述べます。左翼防御陣は完全に突破されているものと判断されます。突破したのは少数の精鋭部隊で、おそらく移動に馬車を使用しています。彼らがどうやって警けい戒かいラインを突破したのかそれはわかりません。しかし、何らかの方法を使って彼らは防衛ラインを突破し、前線司令部を占領したのです。左翼防衛陣の前線司令部から、一切情報が上がってこない理由は、何も無いからではなく、前線司令部自体がすでに無いからだと私は思し料りようします」

　ドランヴィ少しよう将しようは、カルタの言葉を鼻で笑った。

「そんな戦法はありえんよ、警けい戒かいラインを突破し、一箇所でも陣じん地ちを制圧したなら、その陣地を拠きよ点てんとして占せん領りよう地の拡大を開始するに決まっているではないか。周囲の陣地を放置して先に進むなどありえない。支援の無いまま突出するなどというのは、包囲されに行くようなものではないか」

　カルタは首を振った。

「包囲するためには、各部隊の連れん携けいが必要です。そして、そのためには司令部との連絡が必要になります。包囲されないためには、司令部の出す命令より早く部隊を進撃させ、連携する前の敵を各個撃破すれば良いのです。そして、後方に敵が侵入したという情報が流れれば、兵は浮き足立ちます。ましてそれが少数の特殊部隊ではなく、それなりの戦闘力を持つ、まとまった戦闘部隊ならば、その影響は計り知れません」

　ドランヴィ少将の顔つきが変わった。

「それは……確かにそのとおりだ、しかし、いくらなんでも荒こう唐とう無む稽けいすぎる……そんなことができるわけがない……」

　カルタは、一歩進み出ると、両手を広げた。

「確かに、こんな作戦は誰も思いつきません、もし思いついたとしてもそのリスクの前に断念するでしょう。しかし、敵軍にはそれをそれをやってのけてしまう連中がいます……南部州方面軍の六三三銃じゆう士し隊の連中です！」

　ドランヴィ少将の顔からすうっと血の気が引いた。

「た、確かにあの横よこ紙がみ破りなら、どんなに無む謀ぼうな作戦に打って出てもおかしくは無い……まさかとは思うが……」

　ドランヴィ少将が、カルタの言葉と勢いに動かされているのを見たキナリレー参さん謀ぼう長は、頭の中に用意してあったいくつかの提案を行うことに決めた。

「司令官閣かつ下か、では、左さ翼よく方面に捜そう索さく隊を出してはいかがでしょうか？　発見に至らぬ場合は、そのまま前線司令部との連絡にあたるということで……」

「うむ、それがいいだろう、この若い参謀の言うようなことは、まずありえないと思うが万が一ということがあるからな……捜索隊の編成については君に任せる」

「了解いたしました」

　キナリレー参謀長は一礼すると、カルタを引っ張ってドランヴィ少将の前から離れた。

　そしてそのまま部屋の隅すみに引っ張っていくと厳しい目つきでカルタを見て低い声で聞いた。

「君は……今、司令官に向かって述べた内容を他ほかの者に話したか？」

　カルタは首を振った。

「いいえ、他ほかの者には伝えておりません」

　参さん謀ぼう長は、ほっとしたような顔になって、肩の力を抜いた。

「そうか……良かった。ならばまだなんとかなる……」

「どういうことですか？」

　怪け訝げんな顔をするカルタに向かってキナリレー参謀長は声をひそめて言った。

「君の想像はおそらく的中している……下へ手たをすればこの演習、我々防衛側の敗北に終わるだろう……」

「そんな！　まだ始まったばかりじゃないですか」

　思わず声を上げたカルタに向かって、キナリレー参謀長は慌あわてて声を下げるようなジェスチャーを見せた。

「声が大きいぞ！　まだ始まったばかりのこの段階で、中央にあるインデリューズ・タウンを抑えられたらどうなると思う？　あそこは大陸行路と鉄道馬車の交差する交通の要よう衝しようだ。補給も連絡もすべてあそこを中継地点にしているんだぞ」

　カルタは素早く視線を地図に投げた。

　参謀長の言ったとおりだった。インデリューズ・タウンには、大きな鉄橋と鉄道馬車の分ぶん岐き点があり、二本の主要な街道も交差するという補給連絡路の要かなめにあたる地点だった。

「あんな後方にまで攻め込まれることはないと決めてかかっていたから、あそこには交通整理を兼ねた沿道警けい戒かい部隊しか置いていない……攻められたらまず勝ち目は無い……そこでだ、問題はすべてが終わったあとの話だ」

「すべてが終わったあと？」

　話が見えない、という顔をするカルタに、キナリレー参謀長は言葉を選ぶように答えた。

「この演習が終わったあとに行われる総合判定会議のことだ……もし我々が敗北した場合、その責任を負わされるのは誰か、ということだ。それを考えろ、と私は言っているんだ」

　カルタは、すべてを理解した。

　……要するに、参謀長は、全責任をかぶせられる生いけ贄にえの羊にされるな、と言っているのだ。

　参謀長は声を潜ひそめて言葉を続けた。

「理解したようだな……そのとおりだ。敵の予想外の行動を見過ごしたのなら、全員が見過ごさねばならない。誰かが気づいていたと言い出せば、気づかなかった人間に責任が生じる。責任を負わされた人間は、その責任を回避するためにおそらく『気づいていたのにも関わらずに行動を起こさなかった』という反撃をするだろう。まして貴様は新しん参ざん者ものだ。この総司令部で最も弱い立場にある。だから……いいか、不用意なことは言うな。この件はすべて俺おれが仕切る」

「キナリレー参謀長殿がですか？」

　目を見開いたカルタに向かって参謀長は笑ってうなずいて見せた。

「貴様は見み所どころがある。こんなところで泥を塗られるのはちょいと勿もつ体たい無い。それだけのことだ」

　そして、カルタの予想は的中していた。

　一時間後、総司令部に入った報告は、インデリューズ・タウンが完全に赤軍の部隊に抑えられ、鉄道馬車の線路と二つの街道が完全に封ふう鎖さされているという驚くべきものだった。

　司令部は大騒ぎになった。

「街が敵に占せん領りようされているだと？　そんな馬ば鹿かな！　確認しろ！」

「間違いない！　完全に制圧されているそうだ！」

「何かの間違いだ！　早すぎる！」

「敵の戦力はどのくらいだ！　確認しろ！」

「あそこは大陸行路と鉄道馬車の交差する交通の要よう衝しようだ！　あそこを奪ばん回かいしなければ戦線が崩壊するぞ！」

「予備兵力のすべてをインデリューズ・タウンに向かわせろ！」

「何が何でも奪回するんだ！　戦力が足りなければ防衛陣じんから引き抜いてもかまわん！」

　ドランヴィ少しよう将しようをはじめとする、総司令部にいるすべての参さん謀ぼうが、情報を求めて走り回っていた。パニックに陥っていないのはキナリレー参謀長とカルタだけだった。

　こういったときの状態を表す形容詞に『蜂はちの巣を突ついたような大騒ぎ』という言葉がある。しかし、このときの司令部の中の騒動は、そんな言葉ですむような生なま易やさしいものではなかった。正確に形容するならば『蜂の巣を五つまとめてバットで叩たたき壊こわしたところに火事と地震が同時に来たような大騒ぎ』というところだろう。

　普段から何があっても驚かないような顔をしているドランヴィ少将や、上級参謀たちが、血相を変え、おろおろする姿を見て、カルタは内心の驚きを隠せなかった。

　そのカルタの顔を見たキナリレー参謀長が小声で言った。

「戦場において、状況とは常に流動的であり、刻一刻とその姿を変えるものだ。参謀というのは、状況がどのように変化しても、その状況に対応できる柔じゆう軟なん性が必要なんだ……作戦の読み合いというのは、要するに敵が取る行動の可能性をいくつ思いつくか、ということだ。こちらが百個の可能性を思いついて、その中のどれかと同じ行動を敵が取れば、こっちが勝つ可能性が高くなり、こっちが思いつかなかった百一番目の可能性で、敵が攻めて来たら負ける可能性が高くなるということだよ」

「つまり……これは百一番目の可能性だったわけですね」

「どちらかというと、三百番目あたりの可能性のような気もするがね……さて、この事態を、どう切り抜けるか、これから参謀や各部隊の前線指揮官の本当の能力が試される。船乗りの腕がわかるのは、船が嵐に遭あったとき……というヤツだな。この中には手本になる人間もいれば反面教師になる人間もいるはずだ、後こう学がくのためによく見ておけ」

　キナリレー参謀長は、そう言い残すと、驚き騒ぐ参謀たちの中に割って入って大声で一いつ喝かつした。

「うろたえるな！　全体を見通し、対処に当たるのは司令官殿の仕事だ！　なぜ、こうなったのか、などという原因追及はあと回しだ！　今、我々がするべきことは、司令官殿の情勢判断の補助をする情報の収集と、今、何ができるのか、その手立てを考え、具ぐ申しんすることだぞ！」

　パニックに陥っていた総司令部の中に電流が流れたようだった。

　……危機管理能力に優れた人間は、平穏なときでも優れていると言われているが……実際にそうなのかどうなのか、こういうときにわかるということか。

　手本になる人間もいれば、反面教師になる人間もいる……確かにそのとおりだ。

　カルタは、心の中で大きくうなずくと、積み上げられている地理資料の中からインデリューズ・タウンの中心部と周辺の地形図を探し出し始めた。




　インデリューズ・タウン。

　この街は、西せい域いき国首都デメララから北に延びる鉄道馬車の北行本線から、支線の北西線が分ぶん岐きする分岐点駅が置かれ、中心部で二本の大陸行路が交差している交通の要よう衝しようであり、西域国の北部と西部から物と人が集まり、そして散ってゆくその中心地として発展した。

　今回の演習で防衛軍である青軍側が、この街に前線へ弾薬や食料などを補給するのための物資集積所を置いたのは当然のことであり、青軍はこの街に二個分隊二十名の兵士によって編制された警けい戒かい部隊だけを配置していた。

　今回の演習で主戦場とされ、三重に張られた防衛ラインが敷かれたサンジェルマン平原の南側、つまり後方に位置したこの街に敵が攻め込むようなことは、まずありえないことであり、兵力を配置する理由が無いと考えていたからである。




　防衛側の青軍の総司令部から、インデリューズ・タウンの奪ばん回かいを命じられたポルボーラ連隊の偵てい察さつ分隊が街の手前にある街道の分岐点に近づいたとき、彼らはそこで、頭と腕に白い布を巻いた青軍の兵士が交通整理をしているのを発見した。

　立ち止まった分隊長を見て、部下の兵士が怪け訝げんな顔をした。

「どうしたんですか？　分隊長」

　分隊長は交差点で交通整理をしている兵士を指差した。

「あれは……うちの……青軍の兵士だよな」

　後ろにいた、十人隊長の階級章をつけたベテランらしい兵士が答えた。

「ええ、間違いなく青軍の兵隊ですね。おおかたこの街の警戒部隊だった連中でしょう。今はもう戦死者と同じ扱いになってますけど……それが何か？」

「あの標識をつけたヤツは、行動してはいけないことになっているはずだぞ。なのに、何であいつはあそこで仕事してやがるんだ？」

「そういえばそうですね……仕事してるってことは、まだ生きているってことですからね」

　街道脇わきの茂みの中から、交通整理をしている兵士を見ていた分隊長は、うなずいた。

「よし、あいつに聞いてみよう。活動中ってことは、まだ生きているってことだ。情報が取れるかもしれん」

　交通整理をしていた兵士は、走り寄って来た友軍の兵士を見て、少し驚いたように目を見開いたあとで、半分あきらめたように首を振って、腕に巻いた白い布を指差した。

「援軍が来てくれたのは嬉うれしいが、少し遅すぎたな。悪いが俺おれはもう演習とは関係ない存在だよ」

「確かにこの演習のルールでは、捕ほ虜りよ、もしくは戦死として判定された者は、その場にいないものとして扱われることになっているが……ならば、なぜそこで交通整理なんかやっているんだ？　そういった業務もやっちゃいけないことになっているはずだぞ」

　交通整理をしていた兵士は、納得したようにうなずいた。

「ああ、それで俺に話しかけてきたんだな。俺たち警けい戒かい部隊の主たる任務は、交通整理なんだ……演習のために大部隊が移動するときに、市民生活に及ぼす混乱を最小限にとどめることなのさ。こいつはうちの指揮官からの命令だ。白い標識をつけていても、そのまま交通整理をやれ、ってね。街の中の様子や、敵の配置状況を教えてやりたいのは、やまやまだが、残念なことに俺は幽ゆう霊れいみたいなものでな。通行する民間人には見えるが、演習に参加している軍人には見えないことになっているんだ。悪いが自分の目で見て来てくれ」

「いや、謝るのはこっちだ。仕事中に邪じや魔まをして悪かったな」

　分隊長は、あわてて首を振ってそう言うと、部下を引き連れ、街の方向に向かって走って行った。

　分ぶん岐き点の真ん中で、交通整理をしながらその分隊を見送った兵士は、誰に言うでもなくつぶやいた。

「……きっと、あいつら橋の上に置いてある馬車を見て『青軍の部隊は西さい国ごく街道を封ふう鎖さしている』と報告するんだろうな……本隊はそこにはいないんだが……そんなことを教えるわけにはいかない……まあ、恨まんでくれ」




　偵てい察さつ分隊を率いる分隊長から報告を受けたポルボーラ連隊の連隊長は、部下の下か士し官を集め、その場にインデリューズの街の地図を広げた。

「敵部隊の、おおよその位置が判明した。敵は水冷連発銃じゆうがとりつけられた装そう甲こう馬車を西国街道の橋の上と、鉄道馬車の南鉄橋の脇の二箇所に置き、街道と鉄道を封ふう鎖さしている。これを正面から突破するのは難しい。しかし馬車の台数から見て敵の総兵力は約二百人。封鎖地点にその半数が配置されているとして、残りは百人。インデリューズの街に入る道路すべてを封鎖できるだけの人数では無い。従って我々は別の道から街の中に突入する……ここだ」

　連隊長は、そう言うと、目の前に広げられたインデリューズの街の地図の北西側にある北ほく州しゆう街道を指差した。

「敵は奪ばん回かい部隊が南側から来ると考え、南側を馬車を使った移動陣じん地ちで固めているが、こちらの街道は人手が足りないために封鎖できなかったのだろう。二個分隊を南側正面に配置し、我々本隊はインデリューズの街を迂う回かいする。そして正面に配置した二個分隊が陽動攻撃をかけるのを合図に、北州街道から一気に突入し、インデリューズの街を奪回する！」

　北西からインデリューズの街に入る北州街道は、ネヴラ川に沿って延びる街道であり、街道の両側には、船を利用して上流の鉱山から運ばれてくる石炭の集積所が並んでいる。

　人の背せ丈たけの倍ほどの高さに積み上げられた石炭の山の間を抜ける北州街道の道路の両側には、石炭の粉が飛び散るのを防ぐために、地下水を散水する設備がついており、そこから常に少量の水がちょろちょろと流れ出して石畳だたみの道路を濡ぬらしている。

　冬のこの季節、道路に撒まかれた水は、常に水が流れる道の両側を除いて、ほとんどが凍こおり付いていた。

　石畳の上に氷が張れば、街道は鏡のようになり、危険極まりない。しかし空気の乾燥する冬にこそ、こうやって水を撒かねばならないのだ。乾燥した空気の中で空気中に舞い上がった石炭の粉に何かの火が引火すると、それは一瞬にして爆発する。

　これは炭たん塵じん爆発と呼ばれる爆発事故で、石炭鉱山や石炭の集積所などの石炭を大量に動かしている現場でよく発生する事故である。

　石畳に撒かれた地下水は、この爆発事故を防ぐためのものだった。

　インデリューズの街をぐるりと回りこんで北州街道に出たポルボーラ連隊の兵士たちは、そこで態勢を整えると、街道を走って一気に街の中に向かって突入を図った。しかし、その凍りついた街道上に差し掛かったときに、部隊の先頭の方で転倒する兵士が続出した。

「うわ！　凍ってやがる！」

「気をつけろ！　道の真ん中はガリガリだ！　歩けるのは両側だけだ！」

「走るな！　装備を背負ったまま転倒して下へ手たに手を突くと骨折するぞ！」

　あちこちから警告の叫びが上がり、街道上は転倒した兵士や、それを助けようとして自分も転倒してしまう兵士で大混乱となった。

　そのとき、街道の両側の石炭の山の上から、カチカチという金属を叩たたき合わせるような音が一いつ斉せいに上がった。

　怪け訝げんな顔で、石炭の山を見上げた兵士たちの目が見開かれた。

　そこには、連発銃じゆうを構えた百人以上の兵士が並び、それぞれに引き金を引いていた。

　カチカチというのは、空撃ちをしている小しよう銃じゆうのハンマーが雷管キヤツプを装着していないニップルを叩たたいている音だったのだ。

　凍りついた街道の上でポルボーラ連隊の兵士と指揮官たちが呆ぼう然ぜんとしているところに、黄色いジャケットを着た審判役の軍ぐん監かん部の将しよう校こうが現れた。

「そちらの連隊を受け持つ審判の方をお呼び願えませんか？」

　ポルボーラ連隊の連隊長は、何かを言いかけて、その言葉を飲み込むと、大きくため息を吐ついた。

「わかりました。こちらの審判と協議して、我々の損害を判定して下さい……狭い街道の上で団だん子ごになっているところに、両側の上から一いつ斉せい射撃食らったわけですから、全ぜん滅めつ判定が下されても文句は言えません」

　やがて後方からやって来た黄色いジャケットの審判員は、ケリンの部隊の審判員と協議に入った。

　演習では実弾は使用しない。野戦陣じんでは空くう砲ほうを使い、市街地では雷管キヤツプだけを使用することになっている。待ち伏せをかけていたケリン側が雷管を使用しなかったのは、石炭の上で雷管を使い、万が一のことがあってはならないという配慮だったが、反則は反則である。その点を考慮してポルボーラ連隊は八割の損害を出した、という判定が下った。

　二割の残存兵力と白い布をつけた八割の兵を連れて引き上げてゆくポルボーラ連隊を見送ったケリンが、六三三銃じゆう士し隊に向かって言った。

「よし！　この戦いは俺おれたちの勝ちだ！」

　歓声を上げる部下を満足そうに見回した後でケリンは告げた。

「でも、これで青軍に俺おれたちがここにいるということが、完全にバレた。きっと、このあとぞくぞくと押し寄せて来るに違いない、できるかぎり敵を引き付けて、右う翼よくで攻めあぐねている本隊を楽にしてやろうぜ！」

「おう！」

　もう一度歓声を上げた銃じゆう士し隊の隊員に向かって、Ｄデイー・Ｄデイーは指示を出した。

「ようし、ここを離れて次の待ち伏せ地点に移るぞ！　こんどは三つに分かれて、曲がり角のところで三方向から包囲するんだ、行くぞ！」

「おう！」

　掛け声をかけて、走り出した銃士隊のあとを、追いかけた審判員の将しよう校こうは、一緒に走りながら面白そうな声で小さくつぶやいた。

「演習なのだから、ほどほどのところで止やめておけばいいのに、と思っていたが、ここまでやられると小気味がいいくらいだ……どこまでやれるか付き合うとするか」




　インデリューズ・タウン奪ばん回かいに差し向けたポルボーラ連隊が壊かい滅めつ的な損害を出して後退したことを知った防衛側青軍総司令部には、驚きよう愕がくと共に、切迫した空気が流れ始めた。

「温存しておいた虎とらの子の予備兵力二個連隊を出すしかありません！」

「しかし、それを出せば、もはや手持ちの兵力はないぞ、敵の攻勢が強まったらどうやって対応するんだ？」

「今のうちに左さ翼よくの防御陣じんを後方に下げ、陣を縮小しよう、兵力を捻ねん出しゆつするにはそれしかあるまい」

　参さん謀ぼうたちのやり取りを聞いていた、キナリレー参謀長がうなずいた。

「どうやら青軍は防衛陣が突破され、抵抗力が薄くなっている左翼を攻めるつもりはないらしい。その証拠に右う翼よくに貼はり付けた主力はほとんど動いていない……」

「六三三銃じゆう士し隊が、インデリューズ・タウンまで突出したことを知らないと？」

　キナリレー参謀長は首を振った。

「いや、知っているはずだ、いくらあのケリンが無む謀ぼうでも、自分たちの位置を司令部に知らせぬほど無謀ではあるまい……」

「では、なぜ、赤軍の総司令部は、この期ごに乗じて左翼に攻勢をかけないのでしょう？」

　腕を組み地図を見つめていたキナリレー参謀長は、ゆっくりと答えた。

「想像できる答えは三つあるな。一つ目は、赤軍の総司令部が、あくまでもあらかじめ立てた作戦に固こ執しつしている。二番目は、ケリンたちの突出とインデリューズ・タウンの占領が、全体に及ぼす影響は理解できるが、右翼に戦力を集中しすぎたため、左翼に戦力を回す余よ裕ゆうが無い。三案目は……遠慮だ」

「遠慮？」

　怪け訝げんな顔をする参謀に向かってキナリレー参謀長は小さく肩をすくめた。

「要するに俺おれたちの面子メンツを潰つぶさないためだ……演習で、西せい域いき国を防衛する側が敗北するなどという結果が出たらどうなると思う？　だから赤軍は左翼に戦力を回さないのかもしれんぞ」

「そんな……」

　傷ついた顔をする参謀に向かってキナリレー参謀長は自じ嘲ちよう的な笑いを唇くちびるの端に浮かべると、つぶやくように答えた。

「実際の理由などどうでもいい、赤軍が左翼からの攻勢をかけるつもりがない、という事実に変わりは無い。ならばこちらはそれを利用させていただくだけのことだ……ドランヴィ少しよう将しように進言してくるとするか……この演習、いくらなんでも西域国側が負けるわけにはいかないからな」




　結局、インデリューズ・タウンを占せん領りようしたケリンたちは、縮小された戦線から南なん下かした部隊と、北上した青軍の予備兵力によって包囲され、六時間にわたる激戦の末に全滅した。しかし、この予期せぬ戦闘のために、演習のスケジュールは完全に乱れてしまった。

　青軍の総司令官ドランヴィ少将は、午後五時の日没を待たずに、攻撃側の赤軍の司令官キール少将に対し兵士の疲労が限界に達したという理由で演習の終了を申し入れ、キール少将はこれを受け入れた。

　演習終了ということは要するに停戦であり、これは防衛側の敗北が決定的になる前に事態の収しゆう拾しゆうを図って演習を終了させたというのが本当のところだろう。

　インデリューズ・タウンの街の中央広場には、頭と腕に白い布を巻いたケリンたちが、座り込んでいた。

　夕ゆう闇やみの迫る空の下で、家々の壁や人々のシルエットが赤紫色に染まる中、頭と腕に巻かれた白い布だけが、妙に浮かび上がって見える。

「寒いっすね……先せん輩ぱい、毛布もうふとか温かいお茶とか、無いんですかねえ？」

　座り込んでいる隊員の中にいた、まだ若い兵士が、擦こすり合わせた手に息を吐はきかけながら、横に座っている少し年上の古こ参さん兵らしい兵士に聞いた。

　年上の兵士は肩をすくめた。

「俺おれたちは馬車の速度を上げるために、弾だん薬やく以外の補給物資をほとんど積んでいなかったからな。そういった補給物資を運ぶ馬車を、本隊があとから送って来るはずだったんだがな……」

「途中で捕つかまっちまったんですかねえ？」

「そうかもしれねえが……どっちかというと、本隊は補給を出さなかったんじゃねえかと思うな」

「補給を出さないって、どういう意味ですか？　だって補給が無きゃ戦えねえじゃねえですか！」

　目を丸くした新兵を見て、年上の兵士はゆっくりと答えた。

「俺たちが、こんなところまで来るなんてことを、本隊の補給担当の連中は想像すらしていなかったということさ。んでもって計画に無いことは、存在していないってことだ。実際には補給なんざ、上の人間の指示でいくらでも融ゆう通づうが利くんだが、どうやら上の人間は、俺たちのやったことを面白くないと思ってるらしいな」

　新兵は怪け訝げんな顔で聞いた。

「面白くないって……何でですか？　俺たちが、この街に陣じん取どったために補給路が断たれて、結果的に戦線を維持できなくなった。六三三銃じゆう士し隊は、赤軍の最高功労部隊だろうって、さっき青軍の将しよう校こうが言っていましたよ」

　古こ参さん兵はうなずいた。

「そうさ、俺たちの活躍で攻撃軍は優勢になっちまった……演習とはいえ、防衛側の西せい域いき国が負けるなんて、こんな縁えん起ぎが悪い結末なんざ誰も望んでいなかった、ってことさ」

「だって、俺たちは俺たちに与えられた命令を果たしただけじゃないですか。褒ほめられこそすれ、怒られる筋合いは無いんじゃないですか！」

「そうさ、筋違いだ。そして筋が通ることなんかめったにねえのさ。暖かい毛布もうふも、お茶も、当分ありつけねえな、まああきらめるこった」

　古参兵が、投げやりな口調でそう言ったとき、座り込んでいた隊員たちの前に一台の馬車が停まった。

　敵軍である青軍の標識をつけたその馬車の荷台から顔を出したのはケリンだった。

　ケリンは、座り込んでいる部下たちに向かって叫んだ。

「おい、お前ら、何やってんだよ！　荷物を降ろすのを手伝え！」

　怪け訝げんな顔をする部下を見回して、ケリンは得意げに言った。

「毛もう布ふと、それから湯ゆ沸わかしとお茶、んでもってバターラスクとソーセージが六ケース！　青軍の司令部に談判して分ぶん捕どってきた。全部俺おれたちの戦利品扱いにしていいそうだ。さあ、ぼけっとしてないで荷降ろしを手伝え！」

　ケリンの言葉が終わらないうちに、隊員たちが歓声を上げて馬車を取り囲んだ。

　五分後、隊員たち全員に毛布と、そして温かい飲み物が支給されていた。

　幸せそうな顔でお茶を飲みながら、新兵が古こ参さん兵に言った。

「筋が通ることだってあるんですね」

　古参兵はひょい、と肩をすくめると笑いながら答えた。

「いいや、違うな。世の中には、通らない筋を通しちまうヤツがいる、ってことさ」

　味方の赤軍から補給物資を受け取れないことを知ったケリンは、敵軍である青軍の司令部に赴おもむき『本来ならば、この拠きよ点てんにある補給物資は我々が接収できたはずだ』と主張して、食料と毛布の支給を要求した。

　司令部は難色を示したが、補給担当の士官たちはケリンの要求を快かい諾だくした。

　たった二百人で、戦線を突破し、後方の補給拠きよ点てんを占せん拠きよし、奪だつ回かいに来た圧倒的な兵力と互角に戦ったケリンたちに対し、青軍の兵士たちは好意を抱いだいていたのだ……いや、それは好意というよりも一種の尊敬の念と言ってもよいものだった。

　こうして、暖かな毛布もうふと温かいお茶と、バターラスク、そしてボイルド・ソーセージという糧りよう食しよくにありつくことができた六三三銃じゆう士し隊の隊員たちは、再び思い思いの格好で地面に座りこんだ。

「ヒマっすねえ……」

　お茶を飲んで、軽食を食い終わったハンキーが、ぼそりと言った。

「何にもやることが無いってのは、こんなに退屈なものだったんですねえ」

「仕方ないさ。俺たちは死んじまった者だ、いるけどいない、いわば幽ゆう霊れいみたいなものなんだからよ」

　ケリンがそう答えると、ハンキーは何かに気がついたようにうなずいた。

「そうか、それで合点がいきやした……幽霊ってのは、他ほかにやることがなくてヒマでヒマで仕方ないからああやって、ぼんやりとした感じで出てくるんですな」

「まあな、忙しい忙しいと言いながら、ふうふう汗かいて走り回っているようなエネルギッシュな幽霊ってのは、あんまり聞かねえな……」

　ケリンはそう言うと、横に座っていたＤデイー・Ｄデイーに聞いた。

「お前、そういう幽ゆう霊れいを見たことあるか？」

　ケリンとは違う方向に視線を走らせていたＤ・Ｄがぽつんと答えた。

「あ……来た。ずいぶん忙しそうだな、ふうふう言って汗かいてるぜ」

　ケリンとハンキーは、ぎくっとしたように身体からだを起こして、Ｄ・Ｄの視線を追った。

　そこにいたのは幽霊ではなく、黄色いジャケットを着た審判役の軍ぐん監かん部の将しよう校こうだった。

「何だ、審判じゃねえですか、脅おどかさねえで下さいよ」

「いや、考えてみればあの審判員は最初から幽霊みたいなものかもしれねえ、Ｄ・Ｄの言うことに間違いは無い」

　Ｄ・Ｄは怪け訝げんな顔をしてケリンを見た。

「幽霊？　何だそりゃ？」

「お前、俺おれたちの話聞いていなかったのかよ」

「悪いが、ちょいと別のことを考えていたものでね……それより見ろよ、あの審判のおっさん、ずいぶん慌あわてているみたいだぞ」

　Ｄ・Ｄの言葉のとおり、黄色いジャケットを着た審判役の軍監部の将校は、小走りにケリンたちのところに近づいてくると、にっこり笑って言った。

「演習統とう括かつ本部から指示が出ました。状況終了です！」

　ケリンが目を見開いた。

「へえ、終わったのか、で？　どっちが勝ったんだ？」

　審判員は首を振った。

「勝ち負けは無い。状況が混こん沌とんとしてきたため、中止となった……要するに痛み分けの停戦という形だな。今回の演習は、勝敗を決めるのではなく、問題点を洗い出すことが 目的だから……」

　そして、審判員は言葉を付け足した。

「戦せん況きようを見る限りは、赤軍が勝ちを譲ったというところかな」

　ケリンは怪け訝げんな顔をした。

「演習が終わって、みんな原隊復帰できる……温かい部屋と風ふ呂ろとベッドにありつける……と喜んでいるのに、あなたはあんまり嬉うれしそうじゃありませんね？」

　審判員は肩をすくめた。

「演習が終わってからが、我々の本当の仕事なんだ。作戦行動の報告、戦闘状況、判定結果、総合判定会議までに全部書き上げなきゃいけない」

「現場には現場の、内勤には内勤の苦労があるってことか……」

　つぶやくように言ったケリンを見て、審判員は笑った。

「今回の演習は、実にエキサイティングで、面白かった。久々にわくわくしたよ」

　そして審判員はケリンに右手を差し出した。

「色々お世話になった。では、一週間後の総合判定会議でお会いしよう」

　その手を握ってケリンはうなずいた。

「面白くしなくちゃ面白くない……ってのが俺おれのやり方でして……一緒に面白がってくれてありがとうございました」

　審判員は悪戯いたずらっぽい目でケリンを見て言った。

「世の中には、その面白いことが面白くない人間もいるわけでね……判定会議は荒れるだろうが……まあ楽しみにしていてくれ」







　第三章　「総合判定会議」







　大演習が終わってから二週間過ぎたこの日。

　西せい域いき国の首都、デメララにある軍務局の建物の一階の奥にある総合会議室には、半年前に教団の懲ちよう罰ばつ部隊を迎え撃ったときに使われたのと同じサンジェルマン平原の大きな地図が広げられ、地図を取り囲むような形で、百人近い軍人が座っていた。

　その軍人たちはすべて百人隊長以上の階級を持つ部隊指揮官であり、ケリンとＤデイー・Ｄデイーも、その末席に座っていた。

　この会議室で行われているのは、二週間前にサンジェルマン平原で行われた大演習の際に、司令部が下した命令、そして各部隊が取った行動などについて分析を加え、問題点と効果的な点を洗い出すための総合判定会議だ。

　演習開始の午前六時から終了した午後四時三十分までの十時間半の間に、何が起こったのかを、忠実に地図上で再現する、時間経過再現報告が終わったあとで、コルドン将しよう軍ぐんが静かに言った。

「さて、全体の流れの再確認は終わった。これより各局面の詳しよう細さいな分析に入るが、その前に一言言わせてもらいたい。

　私は今回、演習に直接関与することなく、赤軍青軍双そう方ほうの兵の動きを、言わば雲の上から見る総合監かん督とく官という立場で見ることとなったのだが、見ていて痛感したことが一つある。それは、敵はこう来るものだ、という先入観だけで兵を動かしてはならんということだ……」

　コルドン将しよう軍ぐんは手に持った指揮杖じようで地図の一角を指示した。

　そこは、防衛陣じん左さ翼よくの最前線部だった。

「先入観によるミスは、最初からのこの部分ですでに始まっている。赤軍が、弾薬運搬用の馬車に移動陣じん地ち用の装そう甲こう板を取り付け、テントを丸太棒ぼうにしばりつけ帆ほにした帆はん走そう馬車を仕立て、突撃を開始したときからだ。

　明け方の地平線から帆走馬車という見たこともないものが走ってきたとき、青軍の左翼の警けい戒かいラインに配置されていた斥せつ候こう部隊は、馬車が馬無しで走るわけがない、という先入観にとらわれていたために、警報が遅れ、結果的に赤軍の侵攻部隊に戦線突破を許してしまった。これが今回の齟そ齬ごの始まりだったというわけだな」

　ドランヴィ少しよう将しようが、不満そうにつぶやいた。

「しかし、あんな馬車を仕立てるというのはルール違反ではないのかね？　判定官は六三三銃じゆう士し隊に好意的な判定を下しているが……」

　コルドン将軍は首を振った。

「戦争にルールなどは無い。馬車に装甲板を貼はることも、歩兵を馬車に乗せることも、その馬車を風の力を使って走らせることも、できぬことではなかろう？　我々の頭の中には、馬車で突撃は不可能だ、という固定観念があった。そこを突いた戦法だ。

　水冷連発銃じゆうを撃ちまくりながら、風の力で走ってくる装甲馬車に、防衛線に配置された歩兵が手も足も出なかったのは事実だ。判定官の判断は正しい……」

　そして、コルドン将軍は、居い並ならぶ指揮官たちを見上げて言った

「あの帆走馬車を考案した六三三銃士隊の副官、ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズ……えーと、縮めて言うとＤデイー・Ｄデイー君はいるかね？」

　居並ぶ指揮官の列の中ほどにいたＤ・Ｄが手を上げた。

「ここにおりますが……」

　コルドン将軍は微笑ほほえんだ。

「Ｄ・Ｄ君、あの帆走馬車はどうやって思いついたのかね？」

　Ｄ・Ｄは、ちょっと照れたように答えた。

「実を言うと、あれは突然思いついたわけではありません。私は以前、グレンダランがエズオルのスタンピードに襲われたとき、馬を金網で囲った馬車を考案したことがありますが、そのときに装甲した馬車で敵の塹ざん壕ごう陣じんを突破するという戦法を考えついたのです。

　これは歩兵が突撃する際の損害を少なくするために、防弾効果のある箱型馬車に歩兵を乗せて敵の弾幕を突破し、敵てき陣じんに飛び込んだところで馬車の中から歩兵が出て敵陣を制圧するという戦法でしたが、これには大きな問題がありました。馬は牽ひくことはできても押すことはできません。馬車の前に馬を置くしかないのです。この馬が撃たれれば馬車は動けなくなります。装そう甲こう版を張った馬車の重さはかなりのもので、人力で進ませることは、まず不可能です。この戦法を使うには馬に代わる動力が必要でした。

　そして、演習当日の朝、我々は開始地点のロワーヌ川の川原であの地方特有の強い北西の風にさらされておりました。その風は、停まっていた馬車が風に押されて動き出すほどの強風でした……その光景を見たとき、私は、この帆走馬車を思いついたのです。

　この風があれば、馬が無くても進む馬車が造れるのではないかと。

　帆ほはテントを、そして帆ほ柱ばしらは近くの貯ちよ木ぼく場から調達しました。馬車の前方に帆柱を立てて、テントで造った帆を張るのに三十分ほどしかかかりませんでした。その効果は皆さんの御存じのとおりです」

「なるほど、現場における創意工夫というやつだな……」

　コルドン将しよう軍ぐんは軽くうなずいたあとで、再び指揮杖じようで地図の中にある左さ翼よく防衛陣じんを指示した。「諸君ら六三三銃じゆう士し隊には、この時点で赤軍の総司令部から、左翼防御陣に対し陽動作戦を展開するようにという命令が出ていたはずだな」

　そのとき、Ｄデイー・Ｄデイーの隣にいたケリンが手を上げた。

「はい、陽動というのは派手にやればやるほど効果があると思ったのです。敵陣を突破し、その後方に侵入してかき回すことができれば、陽動作戦の目的は達成できると考え、敵陣に突入することを命じたのです」

　ケリンの答えを聞いた赤軍の左翼攻撃部隊の統とう括かつ司令官は、不機嫌そうに言った。

「陽動とは、あくまでも敵の注意をひきつけるものをいうのだ、それは敵陣を突破し、制圧することまで命じたものではない！」

　ケリンは笑いながら答えた。

「何だ、そうだったんですか。だったら、最初からそう言って下さいよ。本気になるな、てきとーにやってろ。敵の前で、何もしないで行ったり来たりしているだけで給料がもらえるんだから……って」

　赤軍の将軍は目を見開いた。

「ふざけるな！　わしは本気になるな、適当にやれ、などと言っているわけではないぞ！」

　ケリンの微笑ほほえみは変わらなかった。

「ええ、わかってます、だから俺おれたちは本気で陽動部隊の仕事をやりました。敵陣を突破し、前線司令部を占せん拠きよする。敵の注意を引きつけるために、これほど効果的な方法は無いと思ったからです」

　赤軍の将しよう軍ぐんは、言葉に詰まったような顔になった。

「う、うむ……確かに効果的であった、そのことは認めよう、しかし君たちは前線突破のあと、占領地を占せん拠きよすることなく前進を続けてしまったではないか。それは独断専行が過ぎると言わざるを得ない」

「ええ、ですから、すぐに、敵左さ翼よくの戦線を突破し前線司令部を占拠した旨むねの伝令を送りました。しかし指示も、応援も来なかったので、俺おれたちは当初の命令に忠実に、陽動部隊としての行動をとることにしたわけです。戦線を突破して敵陣地を占拠していても、敵に立ち直らせる時間を与えれば、必ず奪だつ還かんされてしまいますから」

　ケリンと、左翼指揮官とのやり取りを聞いていた、赤軍の総司令官であるキール少しよう将しようが、不満げに首を振った。

「我々も、予想外の事態に戸と惑まどっていたのだ。当初の攻撃計画ではあくまでも主力は右う翼よく攻撃であり、左翼は陽動だった。左翼の戦線を突破し、司令部を占拠しました、左翼に主力を差し向けてくれと言われても、そう簡単に兵を動かせるわけがない」

　そのとき、コルドン将軍が、興味深そうにケリンに聞いた。

「君たちが敵の防御陣じんを突破した後、その場に留とどまらずに、さらに前進を続けた理由は、自分たちがあくまでも陽動部隊であり、自由裁量が与えられていた、という認識があったためかね？」

　ケリンは、Ｄデイー・Ｄデイーに耳打ちするように小声で聞いた。

「お前……そんな風に考えていたのか？」

「まあな、一応考えてはいたけど……」

「へえ、俺はただ、そっちの方が面白いと思っていただけなんだよな」

「面白いか面白くないかというのは、行動理由にならないみたいだぞ」

　Ｄ・Ｄはケリンに向かって小さい声でそう答えると、立ち上がった。

「陽動部隊に任命されたとき、自分たちにある程度の自由裁量が与えられたと考えたことは事実です。今回の演習で『電撃戦』というものを実際にやってみようと思ったのはそのためです」

　耳慣れない言葉を聞いたためだろう、会議室がざわめいた。

　コルドン将軍は、目を見開いた。

「電撃戦だと？　聞き慣れぬ戦法だが、それはいったいどういうものかね？」

「私も詳くわしいことはわかりません。それは禁きん忌きとして消去された過去の戦法で、単に単語として辞典に載のっているだけの死語なのです」

　会議室の中が再びざわめいた。

　コルドン将軍の近くにいた、高級参さん謀ぼうの一人……キナリレー参謀長が手を上げた。

「百年前の大だい粛しゆく清せいのとき、戦争についての技術とともに、戦法や作戦について記載された書物はすべて焼却され、禁きん忌きとされたはずだ。君はその失われた知識に関する書物を持っているのかね？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「いいえ、そういった書物を持っているわけではありません。確かに大だい粛しゆく清せいで戦争に関するすべての文ぶん献けんは消去されました。しかし、戦争に関する言葉が消えたわけではありません。私は消去されずに残った古い辞典の中にあった戦争に関する単語を抜き出し、その意味を調べることにより、失われた戦争に関する知識や戦術をできるかぎり知ろうと考えたのです。『電撃戦』という単語はその中にあった言葉です」

　キナリレー参さん謀ぼう長は驚いたような声を上げた。

「辞典から戦争に関連する単語をすべて抽出しただと？　恐ろしく手間のかかる作業ではないか！　よくそんな時間があったものだ……君一人でやったのかね？」

「いいえ、実を言うとこの作業の多くは、千年前に作られた人造知能の手助けを受けました。……幸運にも大粛清を逃れたメリーダウン家の初代様です。半年ほど前の教団の懲ちよう罰ばつ行動部隊と戦ったときに個人的に知り合いになりまして……彼女の手助けがなければ、辞典に書かれた単語から概念を再構成するという作業は、できなかっただろうと思います」

　キナリレー参謀長は納得したようにうなずいたあとで聞いた。

「なるほど、大体の事情はわかった。では『電撃戦』というものはどういうものなのか説明してもらえないか？」

「電撃という言葉の意味は、ご存知のように、電流による衝しよう撃げきという意味で、電流は光の速度で伝わりますから、高速を意味する言葉としても使われています。『電撃戦』という言葉は、速度を重視した戦い方という概念で捉とらえることができます。

　最初は、移動速度の速い騎き兵へい隊の戦法だと考えておりましたが、さらに辞典や粛清を逃れた古い文献を調べているうちに、『電撃』という言葉には、既成の枠わくをこえる新鮮で強烈なアイオープナーとなる。という意味があるということがわかりました。つまり、速度を重視した、既成の概念やジャンルにとらわれることのない、なんでもありの作戦という意味ではないかと考えたのです。

　そう考えたとき、速度を重視することのメリットに気づきました。今まで徒歩部隊の目的は、敵てき陣じんを占せん領りようし、自軍の占領地を拡大することとされてきました。しかし、堅固な防御陣じん地ちを構築している敵に対たい峙じした場合、それを突破するまでに多大の犠牲と、時間を浪費することになります。ならばこの堅固な陣地を正面から攻めるのではなく、敵陣の薄いところを突破し、ただひたすら後方に向けて軍を進めればいいのではないかと……」

　Ｄ・Ｄはそこで言葉を切ると、正面に広げられた地図を指差した。

「敵陣に突出するということは、当然三方向から包囲攻撃を受け、全滅する危険性が生じるということです。しかし、包囲陣を形成するためには我々の位置情報と、それに対する作戦指示による連れん携けいが必要です。そしてその両方に必要なのは伝令です。だとしたら部隊全体を伝令より早く動かせば、敵軍の司令部の出す命令は常に後手後ご手てに回ることになります。敵が包囲を完成するより早く前進すれば、左右の敵ではなく前方の敵だけを相手にすればよいことになります。歩兵部隊に新型の連発銃が配備されたことにより、塹ざん壕ごうなどの固定陣じん地ちに対する騎き兵へいの集団突撃は無効となりました。固定陣地に陣取る歩兵を倒すことができるのは、炸さく裂れつ弾だんを装備した火か攻こう兵へいと、歩兵の突撃だけであり、それが常識だ。と言われています。

　私は、敵である青軍の指揮官は、その常識で考え、我々が通常の歩兵の侵攻速度で移動すると考えるだろうと推察しました。ならば、こちらはその常識の裏をかき、彗すい星せいのように忽こつ然ぜんと姿を現す通常の三倍の速度で移動する歩兵部隊を作ったらどうなるだろう……そう考えたのであります」

　キナリレー参さん謀ぼう長は、地図に目を落として、つぶやくように言った。

「なるほど……もし、赤軍の指揮官と参謀に、君たちの作戦の有効性が理解されていれば、後続部隊が君たちの作った突破口から後方に侵入し、青軍の防御陣じんを後方から攻略するという方法が取られたのかもしれないというわけだな。しかし、赤軍の指揮官には、君たちが行った作戦の意味が理解できなかった……」

「それは仕方無いことです、この『電撃戦』は、その特異さゆえに、連発銃じゆうがはじめてこの世界に登場したときと、同じ戸と惑まどいを軍人に与えるかもしれません。しかし、時代は変わって世界も変わる。時を重ねる中で、作戦の要かなめとして、戦術の一つとして次なる軍事の担にない手の若い軍人たちに確かな評価を得られると信じて、この『電撃戦』を提唱するものであります」

　Ｄデイー・Ｄデイーの言葉を聞いたコルドン将しよう軍ぐんは、大きくうなずいた。

「その有効性は、我々全員が知るところとなった。これは新たな戦術として考慮するに足りるものと私は断言する……演習の目的とは、己の先入観を見直す機会を得ることと、経験値を積むことにある。我が軍の兵士が、教団の多た脚きやく砲ほう台だいに怯おびえることなく立ち向かうことができたのは、演習により経験を積んでいたからだ……」

　コルドン将しよう軍ぐんはそこで言葉を切ると、ケリンとＤ・Ｄを見て微笑ほほえんだ。

「あらかじめ予想されたとおりの筋書きをなぞって、それで手に入るのは、我々の満足感だけだ。次々に変わる状況を的確に判断し、それに対応する手段を考える能力を訓練するには……要するに頭の固い連中に『何が起こるかわからん』という覚かく悟ごを身につけさせ、頭を柔じゆう軟なんにさせるには君たちぐらいの横よこ紙がみ破りがいてくれたほうがいいのだ」




　軍務局の建物の最上階を歩きながら、ケリンは真新しい天てん井じようを見上げていた。

　軍幹部の執しつ務む室が並んでいるそのフロアの半分は、半年近く前に行われたデメララ攻防戦で、教団の懲ちよう罰ばつ部隊の多脚砲台の撃ち出した砲弾によって破壊され落下してきた王宮の尖せん塔とうの破片によってめちゃめちゃに壊こわされた後、修復されたものだった。

　会議室で行われた総合判定会議が終わったあとで、ケリンとＤデイー・Ｄデイーの二人は、軍ぐん監かん部のキナリレー参さん謀ぼう長から呼び出しを受けたのだ。

「このフロアに来たのは二回目だな……」

　天てん井じようから廊下に視線を戻したケリンが、そうつぶやいたのを聞きつけたＤ・Ｄが、横で怪け訝げんな顔をした。

「二回目？　ケリン……お前、こんなお偉えら方がたのいるところに来たことなんかあるのか？」

「一番最初に、六三三銃じゆう士し隊の百人隊長の任官辞令を受け取ったときさ、俺おれとカルタの二人並んで軍務局長の部屋で、直接辞令を受け取ったんだ」

　そして、ケリンは、あらためて軍務局の中ちゆう枢すう部を見回したあとで、しみじみと言葉を付け足した。

「何も知らない、ただのワルガキだったあの頃に戻りてえな……無責任に他人の悪口言って、その日その日を面白く生きていりゃあよかったあの頃に……」

　Ｄ・Ｄは笑った。

「何をしみじみつぶやいてやがんだ……安心しろよ、俺もお前も、まだ充分にワルガキだ。呼び出し食らって説教されるくらいのな……」

　ケリンは肩をすくめた。

「気が重いぜ……」

　しかし、ケリンとＤ・Ｄの予想は外れた。

　部屋に入った二人を出迎えた秘書の若い女性士官は、にこにこ笑いながら二人をそのまま応接室に通した。

　ソファに座った二人の前には、湯気と共に芳ほう香こうを立てている香茶が置かれていた。

　予想とあまりに違う待たい遇ぐうに面食らっているケリンとＤ・Ｄを見て、香茶を運んできた秘書がくすっと笑った。

「どうしたの？　悪いことをした子供が、叱しかられに来たみたいな顔よ……」

　ケリンとＤ・Ｄは、顔を見合わせた。

「だって……なあ判定会議で、さんざっぱらクレームつけられてさ……」

「そのあとで、俺おれたちだけ別個に呼び出されたわけだから……」

　秘書は笑いながら首を振った。

「違うわよ、その逆。参さん謀ぼう長は上機嫌よ」

「上機嫌？　なんでまた……」

　Ｄ・Ｄが、目を丸くしたそのとき、応接室にキナリレーの声がした。

「君たちのおかげで、我が軍が抱かかえる諸問題が明らかになったからだよ」

　顔を上げると、応接室の入り口に、微笑を浮かべたキナリレーが立っていた。

「参謀長閣かつ下か！」

　あわてて立ち上がろうとする二人を右手で制してキナリレーは言った。

「堅苦しいのは抜きだ。君たちに知恵を借りたいと思ったから、わざわざ来てもらったわけだ。君たちは部下ではなくお客様……いや、教授のようなものだからな。頭を下げるのはこっちの方だ」

　ケリンは、Ｄデイー・Ｄデイーのわき腹をひじで突付いて小声で言った。

「何が説教だよ！　ぜんぜん違うじゃねえか！」

「いや、だってよ、判定会議であれだけクレームつけられたあげくに呼び出し、とくれば、誰だって説教だと思うじゃないか！」

　キナリレーは、二人の向かいにあるソファに座ると、笑いながら言った。

「確かに誰だってそう思うだろう。そう思ってくれた方がいいのだよ。君たちの行動は前例に無い。そして、前例に無いことすなわち悪いこと、と無条件に思い込んでいる人間が実に多い。しかし、そういった人間を納得させることもまた必要なのだ」

　Ｄ・Ｄは、合点がてんがいったという風に小さくうなずいた。

「前例踏とう襲しゆうというのは悪いことではありませんからね。検証が終わった方法は、リスクが少なく確実でミスをせずに済みますから」

「そうだ、しかしそれだけでは、新しい概念は生まれない。かといって新しいことだけをやるにはリスクが大きすぎる。どんな組織も九割の前例と一割の新しいことで動くものさ……」

　ケリンとＤ・Ｄを指差したキナリレーは笑いながら付け足した。

「そしてその一割が君たちだ」




　二人の前に、大きな地図が広げられていた。

　キナリレーの執しつ務む室の中に広げられたその地図は、西せい域いき国と東とう域いき国の全域が記されたこのパレオ大陸全体の地図だった。

　その地図の前に立ったキナリレーは、地図の中央を流れるバンドール河のほぼ中央あたりを指差して言った。

「君たちも知っていることと思うが、ここにあったレゲマン鉄橋を、教団が復活させようとしている。表向きの理由は、東域国と西域国の交流を深め、物流を豊かにし、相互の信頼関係と友好を保つために必要だから。ということになっているが、こちらの得ている情報では、この鉄橋を復活させた背景には東域国と教団の密約があるらしい」

「密約？」

　怪け訝げんな顔をするＤ・Ｄに向かって、キナリレーは真剣な目でうなずいた。

「教団は、西域国を許したわけでは無いということだ。教団は、自じ力りきで我々に懲ちよう罰ばつを与えることに失敗した。仕方無い、今度は他人の手を借りようか、ということなのだろう。教団は禁きん忌きの一部を解除し、東域国に対して連発銃じゆうの技術や、我々の装備している炸さく裂れつ弾だんとよく似た、しかもあれよりもっと効果の大きい兵器の技術を教示したらしい」

　ケリンが首をひねった。

「それっておかしいんじゃないか？　教団は二言目には平和が大事だ、戦争は良くないと言っているんだぜ。エズオルと戦うことすら罪悪だと言って、自分たちの言うことを聞かなかった俺おれたちに戦争を仕掛けたくせに、自分たちの言うことを聞く人間には、自分から禁きん忌きを緩ゆるめて武器の技術を教えるっていうのかよ？　矛む盾じゆんしているじゃないか！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「いや、別に矛盾しちゃいない。良い悪いの判断の基準が自分たちの利害にあると考えるなら、それは間違っちゃいないだろ。自分たちに都合の悪いことが、悪いこと。都合の良いことが良いこと。という実に簡単な理屈さ……使われた方はたまったもんじゃないけどな」

「実みも蓋ふたもない言い方だが……要するにそういうことだな。個人の倫理と組織の倫理の違いだ……」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたキナリレーは面白そうにうなずいたあとで、もう一度地図の真ん中を指差した。

「さて、そういった難しいことは、哲学者や外務局の連中に考えてもらうとして、我々現場の軍人にとって当面の問題は、東とう域いき国の動静分析と、このレゲマン鉄橋の存在だ。

　先日来、東域国は継続して演習を続けており、それとともに、わが国の貿易通商局に対し再さい三さんにわたって鉄の輸出増大と、技術の開示を求めている。東域国も技術の恩恵を欲しているということなのだろう。しかし、問題は産出する鉄の量には限界があるということだ。機械化を進めつつある我が国の各種産業は、どこもみな鉄を欲している。東域国に渡す鉄は、どうしても少なくあと回しにならざるを得ない、それでも欲しければ通常の何倍もの値段をつけねばならんのだが、東域国は、我々がそれを恣し意い的に行っていると信じ込んでいる。この誤解を解くには、我が国の産業を犠牲にして、東域国に鉄を送るしかないのだが、とてもそこまでのことはできない。かくして東域国は不満を募つのらせ、疑心を抱いだき、そこに教団が橋を架かけようとしているというわけだ」

　Ｄ・Ｄがうなずいた。

「確かに……下へ手たをすると、この橋は導火線になりかねませんね」

　ケリンが、腕を組んでつぶやいた。

「人や馬車が自由に行き来できるってことは、軍隊もまた自由に行き来できる、ってわけか。確かに、渡し舟の数を揃えて準備して……なんてめんどくさいことしなくても、思い立ったが吉きち日じつで攻め込めるものな」

　キナリレーは笑った。

「思い立ったが吉日、で戦争を起こすわけにはいかないだろうが、戦争を起こすまでにクリアしなければならない大きな障害が一つ減ったことは事実だな。東域国が本当に戦端を開くつもりがあるかどうか、それはわからない。しかし、その可能性がある以上それに対応する策を練っておくのが、我々の仕事だ。

　知ってのとおり我々には、西せい域いき国の防衛のための基本作戦要綱というものがあり、それに従って部隊の配備や補給などが考えられている。しかしその要綱は、レゲマン鉄橋の無い時代に考案され策定されたものだ。ここに鉄橋ができるということは、言わば西域国と東とう域いき国が地続きになるに等しい。西域国参さん謀ぼう本部では、この鉄橋が国防全体にどう関わってくるか、ということを考察して、新たな基本作戦要綱を作る準備が進んでいる……」

　Ｄデイー・Ｄデイーが小さくため息をついた。

「要するに、俺おれたちに、それに協力しろ、ということですね？」

　キナリレーは楽しそうに答えた。

「そうだ、何しろ君たちの西域国攻略能力は折り紙つきだからな……もし、君たちが東域国の将しよう軍ぐんだったら、この鉄橋を使って我が国をどう攻める？」

　Ｄ・Ｄはしばらく黙ったまま地図を見ていたが、やがて、橋の架かけられている地点を指差して首を振った。

「橋だけを使って攻めるのは無意味ですね。確かに渡と船せんに比べれば迅じん速そくに渡と河ができますけど、いかんせん狭すぎます。数千の兵士も、橋の上では一本の線にしかなりません。正面に立つのはせいぜい二十人です、橋のこちら側を完全に抑えられて銃じゆう撃げきを食らえば、そこで行き止まりです。後続部隊は橋の上から動けません。順繰りに前に出て行ってやられるだけですね」

　キナリレーは、興味深そうにＤ・Ｄの顔を見て聞いた。

「ふむ、ならばどうする？」

　Ｄ・Ｄは橋の上と下を指差した。

「この橋を渡る部隊は、あくまでも陽動にして、敵の目をひきつけます。そしてその隙すきに上流と下流の二箇所から渡船を押し立てて渡河し、橋の守備隊を逆包囲する形を取り、守備隊を壊かい滅めつさせます。橋のこちら側に橋きよう頭とう堡ほと呼ばれる陣じんを張ることができれば、あとはこの橋を使って増援部隊を次々に送り込み、占領する区域を拡大していけばいいだけのことです」

「橋が要かなめであることに変わりは無い。つまり何が何でも橋を守らねばならんということだな」

「はい、橋を渡ってくる敵を抑え、さらに他ほかから攻められても守りきることのできる独立した強力な防御陣じん地ちを築くべきです。敵の新兵器がどういったものかはわかりませんが、炸さく裂れつ弾だんのような落下兵器だとすれば、屋根の無い塹ざん壕ごうでは守れません、土盛りをした屋根を持つしっかりとしたものが必要でしょう。それも一箇所ではなくできれば三箇所以上の地点に相互支援できる形で築き、増援部隊が来るまで充分持ちこたえることができるようにしておけば、橋を占せん拠きよされることは無いと思われます」

　キナリレーは大きくうなずいた。

「ふむ、ということは、今構築している陣地のほかにもう一つ必要ということだな……わかった。工兵隊に構築を急がせよう。橋が完成するのと同時に戦争を仕掛けてくるほど東とう域いき国が血迷っているとは思わんが、やはりバンドール河の水量が少ない冬の渇かつ水すい期は危険だからな」

　Ｄデイー・Ｄデイーとキナリレーの会話を聞いていたケリンが、にやっと笑った。

「俺おれなら、その常識の裏をかくな……」

「常識の裏？」

　キナリレーは目を見開いた。

「俺が攻めるなら冬じゃなくて、春。雪解け水を得て河が増水しているときに、攻めますね」

「なぜだね？　増水していれば渡と船せんを渡すのも一苦労だし、危険ではないか。なぜそんな危険を冒おかすのかね？」

　怪け訝げんな顔をするキナリレーに向かってケリンはイタズラ小こ僧ぞうのような笑い方をしながら答えた。

「みんなが、そう考えてるからです。まさか、そんな危険な時期に河を渡るわけがない……とみんなが思ってるからです。その『まさか』のとき、誰もが『ありえない』と思うとき、そこを狙ねらうんです。一か八ばちかですけどリスクを冒すだけの価値はあります……違いますか？」

　キナリレーは腕組みをして考え込んだ。

　……ケリンの言っていることには一理ある。雪解けの四月の方が危険だということか。

　待てよ、四月から五月といえば……このレゲマン鉄橋が開通するのが確かその頃のはずだぞ。

　だとすると、教団は、東域国が西せい域いき国に戦争を仕掛けることを前提にあの鉄橋を架かけているということになる。

　キナリレーは自分の心の中に浮かんだ疑念を振り払うように小さく首を振った。

　いや、偶然の一致だ。いくらなんでもそんなことは無いはずだ。

　しかし、いくら首を振っても心の中に浮かんだ疑念は消えなかった。

　Ｄ・Ｄが、静かに聞いた。

「東域国は、本気なんですかね？」

　キナリレーは静かに聞き返した。

「我々は、遊びのつもりで防衛計画を練っているのかね？」

「いいえ、違います」

　首を振ったＤ・Ｄに向かって、キナリレーは答えた。

「そうだな、ならば、彼らも我々と同じくらい本気なのだ……東域国は、この先、毎月に二回の演習を予定していると発表した。これは、遊びや冗じよう談だんでやっているにしては、少々多すぎる回数だ。兵士たちを常に臨戦態勢に置き、何かあればすぐに動けるように訓練しているのだろう……」

　そして、キナリレーは執しつ務む机の引き出しの中から、書類の束を取り出した。

「これは、教団が東域国に教示した新兵器について、こちらで収集した情報を取りまとめたものだ。射程距離とか破壊力については一いち概がいに信じがたい部分もあるが、かなりの威力を持つものと見て間違いない……私が憂う慮りよしているのは、この新兵器を手に入れたとき、東とう域いき国の国家指導者がどういった考えを持つか……ということだよ」

　キナリレーは、言葉を切ると、あらためてケリンの顔を見た。

「ケリン・ミルダモン君。君があのスタンピードの真まっ只ただ中なかにあったグレンダランの街で、ミント・マージョラム嬢じようの造った連発銃じゆうを手にしたとき、どんな気がしたね？　手の中にあった連発銃が、絶望の闇やみを切り開き、未来へ続く希望の道を造る一本の剣のような気がしなかったかね？」

　ケリンはうなずいた。

「ええ、何というか、そんな格好のいいものじゃなくて……そうだな、これならなんとかなるんじゃないかな？　てな感じでした……まあ、未来への希望を持ったと言えばそうなんでしょうけど……」

　キナリレーは、ちょっと照れたように右手の人差し指で耳の上を掻かきながら言った。

「そうだな……私の言い方は、ちょっと芝居がかっていたかもしれないな。どちらにせよ新たな技術による新たな力を得たとき、人間はその力に希望を託たくす……こヽれヽがヽあヽれヽばヽなヽんヽとヽかヽなヽるヽとね」

　眉まゆをひそめてＤデイー・Ｄデイーが聞いた。

「それが……戦争を起こす理由なんですか？」

「そうだ。防御陣じん地ちの中にいる銃じゆう士しの持つ連発銃の弾幕の中に歩兵を突撃させれば、犠牲は計り知れない。しかし連発銃の射程より遠くから炸さく裂れつ弾だんを打ち込んで、防御陣地を破壊し、銃士を叩たたいて弾幕を張れないようにしてから突撃させれば、犠牲は少なくて済む。

　少ない犠牲で大きな成果を上げることができる……それは戦争に踏み切る立派な理由になるのだよ」

　キナリレーは、手に持っていた東域国の新兵器についての報告書を、ケリンに差し出した。

「これは……極秘資料で、部外に出してはならんことになっているが……君に預けよう。できることなら君から王立銃じゆう器き研究所のマージョラム嬢に見せて、意見を聞いてもらいたい」

　書類を受け取ったケリンは怪け訝げんな顔をした。

「なんで俺おれが行かなくちゃならないんですか？　参さん謀ぼう本部の方から直接聞きに行けばいいじゃないですか」

　キナリレーは肩をすくめて両手を開いた。

「軍というところは実にフットワークが悪い組織でね。王立銃器研究所といえど部外者に変わりは無い。その部外者に機密を渡して、意見を聞くなどということを、正式にやろうとすれば、申しん請せい書類に各部門の審査やら何やら二十個以上の承認印が必要になる……そうだな、下へ手たをすれば許可が出るまでに半年は時間がかかる。その点、君を介して私的に直接渡してもらえれば話は早いし、マージョラム嬢じようも気が楽だろう……違うかね？」

　ケリンは、ちょっと照れたようにうなずいた。

「わかりました、ではグレンダランに帰る前に、面会に行って参ります」

　Ｄデイー・Ｄデイーがにやっと笑ってケリンの脇わき腹を突付いた。

「面会だなんて、そんな大層なことを言わなくたって、晩飯食いに白はく鹿しか亭ていに行くだけで会えるじゃないか」

　ケリンは眉まゆをひそめた。

「そりゃあそうだけどさ、何というかそういうのは嫌いやなんだよ……自分のことと仕事のことは、ちゃんと分けた方がいいような気がするんだ」

　Ｄ・Ｄは、笑いながらうなずいた。

「そんな風に思えるってことは、大人おとなになっちまった証拠だ」

「大人になんかなりたくねえよ」

　不満そうな顔をするケリンを眺めながら、キナリレーは考えていた。

　……大人と子供というのは年ねん齢れいだけで計れるものではないとは、よく言ったものだ。

　公的な立場と私的な都合を分けて考えることすらできぬ幼稚な考え方をする大人が、世間には山ほどいる。

　……そして、そういった大人に限って、彼を不良と極きめ付け、絶対に認めようとしないのはなぜなのだろう？

　そして、答えにたどり着いたキナリレーは思わず小さく笑った。

　……簡単なことだ。そういった大人たちは、中身が子供で、目の前にいる若者は見た目が子供だが中身が大人。それだけのことなのだな。







　第四章　「交渉」







　軍務局の建物の中で、ケリンとＤデイー・Ｄデイーがキナリレー参さん謀ぼう長と、難しい顔で防衛計画の基本案を練っていたその頃。その隣にある王国府の建物の外務局の部屋では、外務局の次官が、報告書を見ながら、同じように難しい顔で考え込んでいた。

　机の前に立っている部下を見上げて、次官は聞いた。

「地下資源に関する報告書は、これだけかね？」

「はい、書庫や関連部署の保存文書をすべて当たって、鉱脈などの情報をすべてかきあつめ、検討を加えた結果です……新しい地下資源の鉱脈は存在しないか、もしくは採算が取れるほどの産出量がありません」

　次官はため息をついた。

「やはり、この世界に産する鉱物は少なし、という偉大なる先人の言い伝えどおりなのだな……」

　部下はうなずいた。

「はい、新しい鉱脈の発見は、通商局鉱山管理部の連中の悲願ですが、今まで発見されたのは、すべて数年で掘り尽くされてしまうような貧弱な鉱脈ばかりでした。グレンダランの鉄鉱山や、東とう域いき国のベッシー銅山のような大規模なものは、まず無理ではないかと思われます」

　部下が提出した報告書に目を落としながら、次官はつぶやくように言った。

「……東域国は我が国の鉄を欲しがり、そして我が国は東域国の銅を欲しがっている。どちらの国にも平等に地下資源があれば、苦労しなくても済むのだがな」

「東域国が銅の禁輸に踏み切るというのは、本当のことなのですね？」

　目を見開いた部下に、答えるように高官はうなずいた。

「東域国の貿易通商局から、練れん鉄てつの価格の吊つり上げをやめなければ、対抗措そ置ちとして銅の輸出を取りやめる、という通告があったのは知っていると思うが。東域国はついにその期限を切ってきた……一ヶ月だ。一ヶ月以内にこちらが錬鉄の価格を下げなければ、東域国からの銅の輸入がストップすることになる」

　物憂うげな次官の顔を見ながら、部下が言った。

「貿易通商局長の態度は、相変わらずですか？」

「ああ……相変わらずだ。このままでは、両国の緊張は高まるばかりだよ。意地を張れば結局そのツケは国民にいくのだがな……」

「銅が不足すれば、電気関係の設備や産業は大打撃を受けますからね」

　そう言ってうなずいた部下の顔を見て、次官は首を振った。

「国民にかかる負担が、そういったレベルで収まると思うかね？　この緊張が続けば、それはそのまま軍事的な紛争に繋つながるかもしれないのだ。私たち外務局の人間が交渉しているその後ろで双そう方ほうの国が、軍事演習を繰り返しているという、この構図は、どう見てもまともではないよ」

　次官は椅い子すの背もたれに体重をかけて、振り向くように執しつ務む室の窓の外に視線を投げた。

「……こういうとき、つくづくソバーヌ様がいてくれたら……と思うな」

「容態は、相変わらずのようですね……話はできますが、まだとても歩けるまでに回復されてはいないようです」

　窓の外に視線を投げたまま外務局の次官はため息をついた。

「あの方なら、この混こん沌とんとした状況を何とか乗り切る方策を考え出してくれるだろうが……我々としては、一刻も早く要職に復帰してくれることを、ただ願うしかない」

　主席大たい老ろうだったソバーヌの乗った馬車が、禁きん忌き原理主義者のテロリストによって銃じゆう撃げきを受けたのは、今から約半年前のことだった。

　これによってソバーヌは重傷を負い公務を退しりぞき、その直後に前大老であったサルートが復職の名乗りを上げた。

　西せい域いき国の国王代理であるバーネット公は、サルートの大老復職を許さなかった。

　誰もが、ソバーヌの襲撃事件は、サルートが影で糸を引いているということを知っていた。　証拠は何一つ無かった。しかし、それがゆえに人々は、これがサルートの仕業であることを確信していた。

　しかし、他ほかの大老たちは、政治的決着と自己の立場の安定を重視していたため、バーネット公の反対にも関わらずサルートの国政復帰はいともあっさりと決められてしまった。

　ただし、国民感情を配慮して、サルートは国政の中ちゆう枢すうとは遠く離れた閑かん職しよくの貿易通商局長のポストに置かれることとなった。

　このとき、西域国の王国府には、この措そ置ちがどういう結果を生むか、それを想像できた人間は誰もいなかった。

　このポストは、大老職にあった者が就つくには、あまりにも軽職であり、それは、誰がどう見ても懲ちよう罰ばつ的な人事にしか見えなかったからだ。




　王国府の奥にある一室では、そのサルートが、居い並ならぶ大老や局長を相手に熱弁を振るっていた。

「東とう域いき国が、月に何度兵を動かし演習を続けようとも、そんなものに驚き、脅おどしに怯おびえる必要は無い。やりたいものには勝手にやらせておけばいいだけの話だ！　錬れん鉄てつの相場価格を下げるために、我々の鉄を放出する必要は無い！　スタンピードでエズオルの群れと戦い、そして教団の懲ちよう罰ばつ部隊と戦い……立て続けに戦い続けた我が国の国庫は、すでに空からっぽ寸前だ。これ以上租そ税ぜいを引き上げ国民を苦しめることに比べればなんだというのだ！　金は取れるところから取る、これは当然のことだ」

「それにしても相場価格がいきなり五倍にはね上がるというのは、いくらなんでも無む謀ぼうすぎる！　鉄というのは、様々な生活を支えるために使われる必需物資だ！　必要以上に東とう域いき国を苦しめれば、それは、様々な形で悪影響を及ぼすのだ！　その行き着くところは戦争です！　サルート閣かつ下かは戦争をお望みなのですか？」

　サルートは、ゆっくりと答えた。

「戦争、戦争、二言目にはそれだ。外務局長は、よほど戦争がお嫌いらしいが、私の取っている鉄の相場価格吊つり上げ措置は、その戦争を防ぐためのものだということが、まだわからないらしいな。

　鉄の価格を元の値段に下げればどうなる？　東域国は同じ金で五倍の量の鉄を買うことができる。そしてその鉄で何を造るのだ？　鋤くわや鍬すきという農具か？、鍋なべ釜かまや馬の蹄てい鉄てつか？　そうではあるまい。教団から教わった技術で連発銃じゆうや、得体の知れない新兵器を造るに決まっているではないか！　その武器の筒つつ先さきはどこに向けられるのだ？　我々以外にあるまい！　我々が鉄を売らなければ、彼らは武器を造れない。これほど平和に貢献することはないはずだ！」

　外務局長は首を振った。

「それは違います。東域国は、我々の技術を恐れているのです。我々は、エズオルと戦うために禁きん忌きを捨て、連発銃を造り、そして蒸気車を復活させました。そしてついにはあの教団の超兵器を持つ軍団と戦って勝ちました。東域国から我が国を見れば、我が国ははるかに強大な国に見えるのです。教団が東域国に武器技術を教示した理由は、そのバランスを取り戻すためだったと考えられます。

　半年前、教団の懲罰部隊を撃退した直後に、東域王は、バーネット公宛の親書で、相互不可侵の条約について再確認を求めてまいりました。彼らは疑心を抱いだいているのです。西せい域いき国は東域国に攻め込むつもりではないか？　と……。

　我々にその意思は無くとも、他人からそう見える行為があれば、それは相手には伝わりません。我々は、東域国が抱いだく疑心を解くために努力すべきなのです！」

　大たい老ろうの一人が手を上げた。

「疑心を解くための努力とは、いかなるものを言うのかね？」

　外務局長は手に持った一冊の冊子を示した。

「ここに、復活させた蒸気車の構造を詳くわしく記した本があります。蒸気の力を利用して走る蒸気船や、工場の動力として使う据すえ置き型の蒸気エンジンについても書かれております。私はこの本を東域国に贈呈し、我が国だけが技術を独占する意思は無い、共に技術を学び、国民の生活を豊かにしようではないか、と呼びかけ、東域国の疑心を解くべきだと思います」

　その言葉を聞いたサルートが皮肉に笑った。

「そうやって、技術を教えてやった東とう域いき国の連中が蒸気船を造ったら、こんどはこっちが東域国は、それに教団から教わった新兵器を載のせて攻めて来るかもしれない……と疑心を抱いだく。それでは疑心の繰り返しではないか」

　外務局長はうなずいた。

「ええ、そうです。疑心を抱く、それを解く、外交とはそれの繰り返しです。それが目的です。疑心を解かねば、それはどんどん膨ふくれ上がり暗あん鬼きを生みます。疑ぎ心しん暗あん鬼きという言葉のとおり、疑心の暗くら闇やみの中に存在しない鬼おにを見るのです。そしてその鬼の恐怖に負けたとき、それはさらなる恐怖を呼びます。戦争という名前の恐怖の鬼を……」

　そのとき、外務局長とサルートの論争を聞いていたバーネット公が口を開いた。

「二人の言い分には双そう方ほう共に理があるな。我が国は、エズオルのスタンピードにより深刻な打撃を受けた。技術の開発と実用化を急ぐ目的は、その人的損害を補ほ填てんする意味もある。それが東域国に無用の警けい戒かい心を抱かせるのは本意ではない。外務局長の言うところの技術開示は行うべきであろう。しかし、サルート局長の言うところの、輸出する鉄によって東域国が教団から教示された新兵器を生産し武装化を進める恐れがあるという点もまた気になるところではある。我々は新兵器というものが、どれほど効果的なものなのか。あの連発銃じゆうによって知っているのだ……」

　バーネット公は居い並ならぶ王国府の幹部たちを見回して静かに告げた。

「東域国に対し蒸気車に関する技術開示を行い、交換条件として教団から教示された新兵器の概要を教示するように伝えよ。武器製造に使われる恐れのあるうちは、我が国の安全保障のために鉄の輸出価格は下げぬ。鉄は我が国がアドバンテージを得るための最後のカードである」

　王国府の幹部は黙ったまま頭を下げた。




　この回答が東域国に伝えられた、その三日後。

　東域国の王宮で開かれた臨時の諸しよ侯こう会議の雰囲気は、最初の頃の諸侯会議とは大きく違っていた。

　居並ぶ諸侯たちの顔から、最初の頃の困こん惑わくした表情や、周りの人間の顔色を窺うかがうような態度は消え、それぞれに意見を持ち、西せい域いき国の対応の不ふ実じつさを詰なじる言葉を並べ立てていた。

「西域国の野望は明らかである！　我々の度重なる申し入れにも関わらず、錬れん鉄てつの割り当てを増やそうとはせず、多くの鉄が欲しければ公定価格の五倍の金を払えと言ってきている！」

「確かに技術書により技術を公開したことは評価すべきだろう、しかし、我が東域国にとって、何よりも必要なのは技術ではなく、それを造るための鉄だ！　さまざまな機械の設計図や概念図を見せられても、肝かん心じんのそれを造る材料が無いのでは意味が無いのだ」

　諸侯の中にいた、ショウ・ザは、居並ぶ諸侯を見回して、うなずいた。

「我が領地を流れる川の上流には砂鉄の鉱脈があり、我が領地では以前から様々な屑くず鉄てつや川底の砂鉄を集めてそれを溶とかして、小規模な製鉄を行ってきた。しかしその量には限りがある。鉄不足により、既存の先込め式雷管キヤツプ銃じゆうを連発銃へ改造する作業も進んではいない。

　このままでは、技術格差はさらに進み、我々は間違いなく西せい域いき国の経済的下部組織に組み込まれ支配されてしまうだろうな……」

　東とう域いき国の領主たちは、数ヶ月前、東域国王マオ・タイクーの言った言葉を思い出していた。その言葉は今、彼らの中に実感と共にあった。

　諸しよ侯こうたちの視線が、会議室の奥にある玉ぎよく座ざに座ったマオ・タイクーに注がれた。

　じっと目を閉じて諸侯たちの言葉を聞いていたマオ・タイクーは、目を開き、静かに告げた。

「かくなる上は仕方ない。西域国に、大協約に定められた資源は平等に分配するという取り決めに従う意思が無い以上、我々もまた対抗措そ置ちを取るしかあるまい……我が東域国にのみ産する鉱物資源である銅を禁輸する旨むねを西域国に告げるがよい！」

　居並ぶ諸侯は、黙って一礼した。

　この、銅の禁輸は、東域国が切った最後のカードだった。

　そのニュースが伝えられた西域国では、誰もが東域国の突然の措置に戸と惑まどっていた。

　西域国の人間の多くは、この東域国の処置の持つ意味に、まったく気がついていなかった。

　それは単なる商売上の駆かけ引きの一つであり、ゲームのようなものだと考えていたのだ。

　西域国の誰もが、戦争の影を感じていた。しかし、誰一人としてそれが現実のものになるとは思っていなかったのだ。

　それを現実のものと感じていたのは、ほんの一握りの人間だけだった。

　デメララの郊外にある王立中央病院の貴き賓ひん室のベッドで、メリーダウンからこの知らせを聞いた病床のソバーヌは、眉まゆをひそめると大きなため息をついた。

「お前が銅をよこさぬならこっちも鉄を渡さない、などと、子供のケンカでもあるまいに……通商もまた外交なのだ。意地を張っている場合ではない。こちらから鉄を送り、相互の不足分を相互に補い、ともに技術を進め、より良い未来を作ろうとなぜ呼びかけられんのだろう……」

　ベッドの脇わきにあるサイドボードの花か瓶びんの中の生花を取り替えながらメリーダウンが答えた。

「競争意識というのは誰にもありますからね……少しでも優位に立ちたいと思うのは当然のことなんでしょうけど……」

　ソバーヌは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言った。

「問題はそこだよ、こういった状況になると、ナショナリズムの旗を掲げたならず者が出て来て悪意に満ちた流りゆう言げん蜚ひ語ごを飛ばすのだ。

　自分が優れていることを証明するために努力するよりも、他ほかが劣っていることを指摘することの方がはるかに簡単だからな。その悪意に人々が踊おどらされれば行き着くところは憎悪と憎悪のぶつかり合いだ……戦争だよ」

　メリーダウンは驚いたように振り返った。

「まさか、そんなことにはならないでしょう……バーネット公は特使を派遣し、誤解を解くと声明を発表されましたし、いくらなんでも戦争だなんて……」

　ソバーヌは沈痛な表情のまま首を振った。

「それが問題なのだ。両方が、ひょっとしたら戦争になるかもしれないという危機感を持っていれば戦争は起きん。まさかそんなことになるまい、と双そう方ほうが思っている、だからこそ危険なのだよ……」




　このパレオ大陸に西せい域いき国と東とう域いき国の二つの国家が造られたのは、今から七百年ほど前のことである。

　人口が増えたことと、それに伴い、人々の中に様々な価値観が生まれ、意思統一が難しくなったことがその原因だった。

　人々が人種的メンタリティの違いを基にした政治的な思おも惑わくと、経済的な理由で徒と党とうを組み、互いを攻撃し合うのを見た知識階級は、このままでは争いが絶えぬという理由で、大陸を二つに分け、それぞれの代表がそれぞれの土地を統治するという方法を取った。

　そして、知識を守るものは双方の政治的経済的影響力からも無む縁えんであるべきだと考え、知識の保存管理を目的とした独立組織を結成した。

　これによりいわゆる知識の独占が始まり、それはそのまま人々の間に教育格差として表れ、いわゆる支配階級と被支配階級、つまり士族と平民という身分格差につながった。

　西域国も、東域国も、その母体は政治的徒党として結成された組織であり、最初は、いわゆるデモクラシーの理念を持って運営されていたが、数百年を経たないうちに、権力者の世せ襲しゆうが始まり、やがてそれはそのまま一種の専制君主として定着した。

　世の人々にとって政治に向ける関心は、その政治によって、自分とそして子供達の暮らし向きが良くなって欲しい、という点だけであり、その望みさえかなえてくれるなら、政治体制がどうであろうと、そんなことはどうでも良いことだったのだ。

　確かに、荒っぽい言い方だが、国家の指導者が世襲の専制君主であろうと、議会制民主主義により投票で選ばれた人間であろうと、それは選出するシステムの違いだけで国家の運営の善よし悪あしは、その指導者の手腕にかかっている。

　競争相手が存在することは、双方の国家にとってプラスに作用し、西域国と東域国の歴代の指導者は、互いに隣の国を牽けん制せいし合いながら自国を豊かにすることに腐ふ心しんし続けた。

　この二つの国家は、共通の言語と文化基盤を持ちながら、微妙に異なる文化を作り上げ、そしてそれぞれにナショナリズムを高めていった。




　荒れ地にラッパの音が響くのと、塹ざん壕ごうから銃じゆう剣けんをつけた長銃じゆうを小脇わきに抱かかえた青い制服の兵士たちが一いつ斉せいに飛び出すのは同時だった。

　兵士たちは喚かん声せいを上げるとそのまま百メルテほど先にある塹ざん壕ごうに飛び込み、そこに並べてあったワラ人形に次々に銃じゆう剣けんを突き刺していく。

　それは東とう域いき国軍の得意とする肉にく弾だん兵の銃剣突撃だった。

　東域国は西せい域いき国と違い、南の地方に森林地帯が無く、エズオルの脅威に触れることが少なかったためだろう、国民の間に銃じゆう器きに対する関心が薄かった。

　中小の河川が数多く流れる国土には、大規模な集団戦闘が行えるような場所も無く、過去に発生した領地間の紛争は、常に小規模な武装集団が小さな場所でぶつかるという形態を取っていたために、銃ではなく剣による個人戦闘の技能が重視されたという歴史もあって、東域国では銃じゆう撃げき戦よりも銃剣による突撃が重視されていた。

　突撃を終え、敵てき陣じんから、三々五々もとの位置に戻って来る兵士に向かって、迫力のある怒ど鳴なり声が飛んだ。

「ちんたら歩いて来るんじゃない！　走れ！　行きも帰りも突撃だ！　蒼そう天てん隊は、お上品な坊ちゃまが揃そろっている国王軍の部隊とは違うんだ！　きさまら食い詰めた流る浪ろう者にはあとが無いと思え！」

　その声が届くのと同時に、青い制服を着た兵士たちがぴょんと飛び跳はねるように走り出した。

　演習場の後方にある観戦台で、その様子を見ていた国王軍の監かん察さつ官シンルー・チュィは、感心したように言った。

「さすがはハー・カイ殿ですな。兵の動きが違います」

　ハー・カイと呼ばれた二十代半ばの逞たくましい男は、表情も変えずに答えた。

「あいつらは、仕つかえていた主家が改かい易えきになったり没落して取り潰つぶされ、行き先の無くなった流浪者ですからね、覚かく悟ごが違います……これが最後のチャンスだとわかっているのですよ。かく言うこの私も流浪者の一人ですから立場は同じですがね……」

　シンルーは首を振った。

「センヤ家にその人ありと言われ、東域国剣技大会で連続優勝を遂げているあなたを流浪者と呼ぶ人はいませんよ。あなたほどの方なら、どの領主も高こう禄ろくで迎えるでしょう」

　ハー・カイは、その話題にはうんざりした、というような顔をして首を振った。

　主君が罪を犯し、廃役、領地没収となったとはいえ、センヤ家は我が主家に変わりありません。今さら他家に仕える気はありませんよ」

　眉まゆ毛げの濃い、無ぶ骨こつな一本気な性格そのままのハー・カイの横顔を眺めながら、シンルーは思った。

　……この傭よう兵へい部隊の隊長に、この男が名乗り出るとは思わなかったな。思わぬ拾い物だ。

　シンルーは、突撃開始地点である塹ざん壕ごうに戻って来た青い制服の兵士たちに視線を投げた。

　……使い捨ての陽動部隊にするつもりで雇い入れた、食い詰めた流浪者だったが、これは結構戦力になるかもしれん。

　あいつらを本物の兵士にする必要はない。兵士の制服を着て兵士の仕事ができるだけで良かったのだがな……。
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　シンルーの目の前で訓練をしている兵士たちの多くは、没落士族の一族だった。

　兵士を一から訓練するのでは時間も費用もかかるが、没落士族ならば基本的な訓練はできているからだ。

　もっとも、シンルーの目の前にいる兵士たちの中には、士族以外の身分の者も混じっている。彼らを募集するとき、シンルーは身分についての条件はつけなかった。それどころか、相応の働きをした人間については、王家直じき参さんの家臣の座を与えると約束したのだ。

　これは、平民にとっては士族に成り上がるチャンスであり、主家を失い流る浪ろう者となった士族にとっては一種の敗者復活戦を宣言したのに等しかった。

　自分の横で、兵士たちを興味深そうに見ているシンルーを見て、ハー・カイは思った。

　……策さく士しというか、何というか、正直なのか狡こう猾かつなのかわからん男だな。ただ、恐ろしく頭が回るということは間違いないようだ。

　そして、ハー・カイは、採用された部隊員に制服と装備が与えられたときのことを思い出していた。

　彼らに支給された銃じゆうや弾だん帯たいという装備は正規兵と同じものだったが、制服は、過去の東とう域いき国のどの軍の制服の色とも違っていた。

　その制服は、明るい、実に目を引く青い色をしていたのだ。

　制服を見て怪け訝げんな顔をする彼らに向かって、シンルーは、堂々とこう言った。

『その制服を見てわかるだろう、諸君らは陽動部隊として敵の目を引くために編成されたのだ……』

　そして、笑いながら、付け足した。

『国王陛へい下かは、敵の目を引き、集中攻撃を受け、それでもなお戦い生き延びた者を家臣とすると約束された！　それほどの強運の者でなければ取り立てる甲か斐いが無いということである！　諸君らは未いまだ家臣ではない、いわば条件付採用だ。この先に本当の採用試験が待っている。採用されたければ、生き延びることだ！　私は諸君らにチャンスを与えたに過ぎない。このチャンスを生かすのは諸君次第である！』

　ハー・カイは思わず唇くちびるの端に思い出し笑いを浮かべていた。

　……まったく、単刀直入というか実みも蓋ふたもないというか……面と向かって、お前らはオトリだ！　と言われるとは思わなかったな。まあ、下へ手たに言い逃れをされるよりはよっぽどいいかもしれんがな……。

　まず戦って生き延びて名を上げる。すべてはそれからだ。乱世のときにこそ武人の真価が問われるということなのだろうな。

　ハー・カイの表情から微笑が消えた。

　そう……そして名を挙げれば、家を興おこすことができる。

　センヤ家を復興し、あの屋敷に、再び姫ひめをお迎えできるのだ。

　それまで、何があっても死ぬわけにはいかん……。

　ハー・カイは、胸を張るとラッパ手に向かって叫んだ。

「ようし！　もう一度突撃訓練を行う！　配置につけぇ！　ラッパ手！　突撃信号吹けぇ！」

　演習場に、再び突撃を告げるラッパの音と、兵士の上げる喚かん声せいが響き渡った。




　傭よう兵へい部隊の視察を終えて、国王軍の本部に帰って来たシンルーを出迎えたのは、同じシンルー家の一族であり、チュィの従い兄と弟こに当たるシンルー・カオだった。

　国王軍の親衛隊の士官をやっているシンルー・カオは、チュィとは全く正反対の素直で純じゆん朴ぼくで誠実な一本気な性格の持ち主として、部下の兵士や上官から好かれている。

　口の悪い士官の間では、シンルー家の遺伝子が子孫に伝わったときに、性格を決定する遺伝子が偏かたよったのだとウワサされるほど、その性格は対照的だった。

　カオは、シンルー・チュィの顔を見るなりいきなり言った。

「また私兵の視察か？」

「私兵はないでしょう、彼らは東とう域いき国王陛へい下かの認可を正式に得た作戦計画の下に編成された部隊です。その証拠に予算もちゃんと認可されて、国庫から出ているんですから」

　カオは、半目になってチュィをにらんだ。

「その予算の出で所どころは、国防費とはぜんぜん違うところからお前が引っ張ってきて無理やり認可させたというもっぱらのウワサだがな……」

「出所なんてのは関係ありませんよ、予算が付くか付かないかそっちの方が問題です。金が無ければ何もできませんからね」

　しれっと答えたチュィに向かって、カオは、真剣な目で言った。

「いいかげんにしておけよ、お前がなんといってもあの軍隊は、お前が作って、お前が指揮する計算外の部隊であることに変わりは無い。あらぬ疑いをかけられたらどうするんだ？　お前に含むところがある人間が、この国王軍の中には山ほどいるんだぞ」

「何、言いたいヤツには言わせておけばいいんですよ。謀む反ほんの疑いの理由なんてのは何にでもつけられる糊のりのついたラベルみたいなものです。いちいち気にしていたら、家にネコだって飼かえません」

　カオは怪け訝げんな顔をした。

「ネコを飼うことがなぜ謀反の疑いをかけられる理由になるんだ？」

　チュィは笑いながら言った。

「あいつは家に虎とらを飼って国王陛へい下かを食い殺させようとしている、というウワサを立てられるからに決まっているじゃありませんか、縞しま模も様ようのネコだったら、嫌疑はさらに強くなりますね……きっと」

　カオは肩を落として大きなため息をついた。

「何だかんだ言っても貴様は、我が一族の出世頭だ、それは喜ぶべきことなのだろうがな……」

「評判が悪すぎますか？」

　カオは再びチュィの顔を半目でにらんだ。

「親兄弟親類一同は貴様のことを『十で神しん童どう十五で才人二は十た歳ち過ぎれば天てん下か人びと』と信じていたのだ……」

「……信じていたのに実際は『十で神童十五で才人二十歳過ぎればテロリスト』だったというわけですか」

　カオはわめいた。

「自分で言うことか！」

「なに、天下人とテロリスト……それは同じカードの裏表でしかありませんよ」

　その答えを聞いたカオは、ぎくりとした表情で、声を潜ひそめた。

「まさか……貴様は、本当に謀反を企てているとでも言うのか？」

　チュィはポーカーフェイスのまま、さらりと答えた。

「天てん下か人びとになることを望まれた人間としては、それくらいの野心は抱いだいておかないと失礼にあたるのではありませんか？」

　カオはぶんぶんと音がするような勢いで首を振った。

「もうよい、貴様と話しているとまともな考えができなくなる！」

　そう言って怒ったような足取りで去ってゆく従い兄と弟こを見送ったチュィが、自分の部屋に入ろうとしたとき、誰かが再び後ろから呼び止めた。

　振り返ったチュィは、思わず居い住ずまいを正した。

　そこに立っていたのは、ゆったりとした高官の礼服を着た小太りの丸顔の男だった。

「ショウ・ザ様！　どうしたのですか？　こんなところにお供ともの者も連れずに……」

　東とう域いき国の七大諸しよ侯こうの一人、ショウ・ザは、微笑を浮かべながら答えた。

「なに、王国府に用があったそのついでだよ。国王軍の懐ふところ刀がたなにして、稀き代だいのひねくれ軍師殿に聞きたいことがあったのでね……」




　人の背せ丈たけほどに積み上げられた書籍や報告書、図面などの山に埋うまった部屋を見回して、目を丸くしているショウ・ザを見て、シンルーは、済まなそうに言った。

「秘書官がいれば、ご接待できるのですが、私のところに配属される秘書官は、なぜか長続きしないのですよ……不ぶ調ちよう法ほうで申し訳ありません。そのソファは座れる部分がありますから、どうぞお座り下さい」

「あ、ああ、確かに座れそうだな、ここなら」

　ショウ・ザは、そう言うと、目の前にあった本の山の隙すき間まに見えるソファに腰を下ろした。

　そして、顔を上げると、笑いながらシンルーに聞いた。

「大たい砲ほうとやらの出来はどうかね？　橋の開通に間に合いそうか？」

「何のことでしょうか？」

　ポーカーフェイスを作って聞き返したシンルーを、ショウ・ザは悪戯いたずらっぽい目つきで見返した。

「あのとき君は、半年で大たい砲ほうを造ってみせると言った。半年という期限があのレゲマン鉄橋の開通と同じなのは果たして偶然なのかな？」

「さあ、どうでしょう、きっと偶然でしょう……でなければ我々は半年も前から西せい域いき国に戦争を仕掛ける準備をしていたということになってしまいますからねえ」

　他ひ人と事ごとのように軽く首をひねって答えたシンルーを見て、ショウ・ザは少し真剣な顔つきになった。

「戦争というものは、そんなに軽々しく起こすものではないぞ」

「ええ、思いついたかのように軽々しく起こすものではありませんね、私もそう思います……でも、その言葉の意味を引っくり返して言うならば、それなりに準備をしてからならば、戦争は起こしても良いという意味に取れませんか？」

　真ま面じ目めな顔をして言葉を返したシンルーに、ショウ・ザは鼻はな白じらんだような顔になった。

「そういう意味ではない。国家とか国民とかそういったものを考えれば戦争など起こすことはできないということだ」

　その言葉を聞いたシンルーは、初めて真剣な顔になって首を振った。

「いいえ、違います、逆ですよ。心が広く、誇りとプライドを持ち、世のため人のため、他人を守るためなら命も惜おしくない……などということを考える人間……そう、たとえば東とう域いき王マオ・タイクー様のような御方がいるから戦争が起こるのですよ」

　ショウ・ザは目を見開いた。

「貴様は東域王様を愚ぐ弄ろうするのか！」

　シンルーは顔の前で両手のひらを振って見せた。

「愚弄するなんてとんでもありません、あれほどすばらしい御方は、この世にいらっしゃいませんよ。私は東域王様の悪口は一言も言っておりません」

「しかし、貴様は今、東域王様のような人間がいるから戦争になると……」

「ええ、だってそうですよ。もし、このまま西せい域いき国が鉄を輸出せず、技術の独占を続けたらどうなると思います？　東域王は心優しく何よりもこの東域国の国民の将来を考えていらっしゃいます。あの方は、先日会議で、こうおっしゃったではないですか……世は西域国の経済的属国になり、ヒエラルキーの低い位置で固定されてしまった東域国や、単純労働者としてのみ存在が許される東域国の国民の姿など見たくはない……と。

　そんな惨みじめな国家や国民の姿を見るのは、あの方の誇りとプライドが許さないのです。だから東域王様は、その運命から国家と国民を守り、誇りとプライドを守るために、西域国の出方しだいでは、戦争を起こしても構わない、という決断をされたのです」

　シンルーは、目の前にあった書籍の山を動かしながら言葉を続けた。

「もし、東域王様の心が狭く、国民の将来や、尊厳よりも自分の利益の方が大事だと考えて動く方ならば、絶対に戦争なんか起こしません。なぜなら戦争は実に損をする選択だからです。膨ぼう大だいな資源と人命と精神的なエネルギーを消費して、たとえ勝ったとしても、消費量に見合うだけのものが手に入るとは限りません。こんな馬ば鹿かげた大バクチに手を出すわけがないのです。ですから、もし平和な国家を造りたければ、国民の将来や幸福など考えず、自分のこと、目先のことだけを考えて、適当に国務を行う指導者を置き、そして国民には、意地を張らずプライドを持たず、目先の小銭だけを追いかけて暮らすことが幸せで、他人のために何かをするなんてのは馬ば鹿かがやることだ。と教育すればいいのです」

　ショウ・ザは、あきれたようにつぶやいた。

「しかし、それでは信義とか道徳とかが成り立たぬ。実に卑いやしい性しよう根ねの民ばかりの国になってしまうではないか！」

　シンルーは真ま面じ目めな顔をして聞いた。

「信義？　道徳？　なんですかそれ？　そんなもの持っていれば損をするだけじゃないですか、他人への配慮なんて無む駄だ以外の何物でもありませんよ、そういった思いやりとかモラルとか自尊心を持つから戦争になるんです。

　他人なんかほっておけ、困ろうが死のうが自分には関係無い、損はするな得することだけを考えろ。意地を張るな、誇りを持つな、長いものには巻かれろ。強いやつにはさからうな、命あっての物だねだ。他人にも社会にも何一つ期待しない。自分がひどい目にあっても誰も助けてくれないのが当然だ……。

　みんながみんなそう考えれば誰も兵士なんかになりません。兵士も軍隊も国家も社会も成立しません。侵略を受けても逆らう人間はいませんから、争いが起こるわけがない……実に平和な世界が完成しますよ」

「それは……そんなものは本当の平和ではない！」

　うめくように答えたショウ・ザに向かって、シンルーは面白そうに笑いながら答えた。

「いいえ、まさしく理想的な平和ですよ。戦争ってのは何ですか？　国家とか社会とか宗教などという人間の集団による、集団同士の争いですよね。つまりその根底にあるのは集団に対する帰属意識です。自分が集団の一員であるという意識、そしてその集団を守ろうという意識があるから戦争が起こるのです。

　国家や社会や宗教に帰属しない、必要としない人間を作り出せば、この世から戦争は無くなります。すべての争いは個人同士のレベルで収しゆう束そくするからです。どんな争いも、それに加勢する人間が一人もいなければ拡大するわけがありません」

　ショウ・ザは首を振った。

「そんな生き方ができるわけがない！　もしそれができるなら、そいつらは人間では無い！」

「そうです、それは人間にはできません。そういった生き方ができるのは……そうですね、海にいるイワシという魚ぐらいのものでしょうね。イワシという魚は集団を作りますが、その集団には蜂はちやアリのように役割分担があるわけでもありません、集団を守るために行動を起こすことはありませんし、隣を泳いでいる仲間が食われても知らん顔をして逃げ回るだけです。

　要するに生き延びることだけを考えた個々の魚が集まっているだけです。イワシは他ほかの魚を襲うことも集団同士で争うことも無い、実に平和な魚です……でも、私たちは人間であってイワシではありません。

　隣人が困っていれば助けようとするでしょうし、家族や友人が襲われれば守るために戦おうとするでしょう。相互に助け合い、相互に信頼しあって社会を維持し、その社会を守るためにルールを作り、それを守ることが正しいという価値観を持つでしょうね……それこそが人間の社会です……」

　そして、シンルーはゆっくりと言った。

「つまり、人間が人間である限り、戦争は無くなりません。思いやりとか信義とか誇りという尊厳を持つがゆえに、人間は戦争を起こすのです」

　ショウ・ザは、シンルーを見み据すえて言った。

「戦争は、愚おろか者の結論ではない、と貴様は言いたいのだな？」

「ええ、それは交渉手段の一つでしかありません。狭い一本道で出会った馬車どうしの関係みたいなものです。こっちが道を譲ゆずるか、双そう方ほうが道を譲るか、相手に譲らせるか、それとも実力で排除するか、そのどの方法を取るかは、そのときの相手次第です……そして、どの方法を選んでもいいように考えて動くのが、我々の仕事です」

　淡々と答えるシンルーの顔を見て、ショウ・ザは、皮肉な微笑を唇くちびるの端に浮かべながら言った。

「仕事だ、と言う割にはずいぶん楽しそうに見えるが？」

　シンルーはうなずいた。

「ええ、仕事というのは楽しんでやるものです。苦しんだり嫌いや々いややったのでは、仕事では無く苦役ですからね」




　ショウ・ザが帰ったあとの執しつ務む室を片付けながら、シンルーは、ほっと小さなため息をついた。

　……七大諸しよ侯こうの中で一番頼りになって、そして一番怖いのがあの方だな……開戦時期について、さぐりを入れに来たんだろうが、門前払いするわけにもいかないし、かといってあっさり話すわけにもいかない……煙に巻くのも容易じゃない。

　そして、手に持った本の表紙に目を落とした。

　それは百年前の粛しゆく清せいを生き延びた古い一冊の小説本だった。

　人類が船に乗って宇宙空間を飛び、そこで人類以外の生物と戦争する、という荒こう唐とう無む稽けいな小説で、そのあまりの荒唐無稽さにより、焼却する価値すらないと判断され、生き延びたと言われているものだった。

　……この本に書かれている物語は、夢物語のような世界を舞台にした、実にくだらない陳ちん腐ぷな勧かん善ぜん懲ちよう悪あくなストーリィだ。

　しかし、この物語世界に描かれている人間は、人類という基準だけに帰属し、人類のために、人類が生き延びるために戦っている。

　国家や宗教という基準で色分けされた集団に帰属するような意識を持っていない。

　西せい域いき国や東とう域いき国といった区分けや、士族や平民などという狭い区分け、いや、自分と他人という区別すら捨て、同じ人間という部分だけで信頼しあうことのできる人々だ。

　もし、私の生きているこの現実の世界に暮らす人間がすべて、この物語に出てくる人間のような価値観を持つことができれば、この世界は実に平和で豊かな世界になるだろう。

　シンルーは自じ嘲ちようするような微笑を浮かべて、その本を机の上に置いた。

　……この、燃やす価値すらないと言われている三さん文もん小説に描かれている世界の人間の方が、この現実に生きている我々よりはるかに高こう邁まいな理想の中で生きているのだな。







　第五章　「新兵器」







　グレンダランの街の北西にある大きなダラン台地。

　周囲が三十キロテ程もある楕だ円えん形の土を盛り上げたような丸みを帯びたその台地に、このパレオ大陸最大の鉄鉱山がある。

　鉱山と聞くと、トンネルを掘り、地下の奥深くから鉱石を掘り出すようなイメージがあるが、この鉱山にはトンネルなど一本も掘られていない。

　そこにあるのは、ただ台地の一部を切り崩くずしているだけの、一見して採石場のように見える施設があるだけだ。

　実を言うと、その採石場こそが鉱山なのだ。

　巨大なダラン台地は、山全体が純度の高い鉄鉱石の塊かたまりでできている。

　それは、一億数千年前にこの惑星に衝しよう突とつし、この大陸を隆起させる造山運動のきっかけとなった巨大な隕いん石せきの一部だった。

　隕石の中には非常に純度の高い鉄分を含む隕いん鉄てつと呼ばれているものがあり、この地に落ちた巨大隕いん石せきもまた隕いん鉄てつであった。

　鉱夫たちは、この台地を、直接タガネとハンマーで切り出し、それをトロッコに乗せてグレンダランの街に運ぶのだ。

　グレンダランの街外れにある精せい錬れん工場では、バンドール河の上流域にある石炭鉱山から運ばれてきた石炭で造られたコークスを燃やし、川の水力によって動く送風機が、その炎ほのおに風を送り、巨大な溶よう鉱こう炉ろで鉄鉱石を溶とかしている。

　そして、できあがった鉄にさらに風を送り、職人がパドルで鉄を練り上げて錬れん鉄てつを造るのだ。

　このダラン鉱山とグレンダランにある製鉄工場こそが、このパレオ大陸で唯一、鉄を量産できる場所だった。

　その、ダラン鉱山の片隅に、すでに鉄鉱石を取り尽くしてしまった、だだっ広い茶色い赤錆さびの色に染まった荒れ地が広がっている。

　垂直に掘り下げれば、まだ鉄鉱石は採取できるのだが、そんな手間をかけなくとも、水平に掘り広げれば、いくらでも採取できるため、地表の高さまで掘り進めたところで掘ほつ削さくは中止されるのだ。

　茶色く酸化した鉄鉱石の間から枯かれた雑草が突き出している荒こう涼りようとした光景が広がるその荒れ地の中に、黒光りする鉄製の大きな筒つつが置かれ、その周囲には忙しげに歩き回る一団の姿があった。

「用意はいいか？」

「装そう薬やく、及び炸さく裂れつ弾だんの装そう填てん終了しました」

「着弾予測地点までの射程距離内に人の立入りが無いことを再確認しろ！」

　様々な指示が飛び交うその一団の中に、どう見ても十代半ばにしか見えない年格かつ好こうの一人の女の子がいた。

　その場違いな少女こそ、研究員たちが取り囲んでいる大たい砲ほうの設計と試作を担当したミント・マージョラムだった。

　不安と期待の入り混じった目で、黒い筒を見つめているミントに、この場の責任者らしい初老の男が話しかけた。

「そんな目で見なくてもいい、大丈夫だよ。前回に比べて銃じゆう身しんの厚さも増した、銃じゆう尾びの部分も補強してある。今度こそ無事に発射するさ」

「ええ、そう思います。でも、前回のときも一回目二回目はなんともなかったのに、三回目に亀き裂れつが入り、四回目には筒内爆発を起こしてしまいました……今度もそうなるのではないかと心配で……」

　そう言って手を握り締めたミントを見て、初老の男はゆっくりと首を振ったあとで笑った。

「最初から完かん璧ぺきなものが造れると思っているのかい？　だとしたら君はたいした自信家だな……君の父上が、あの連発銃じゆうを完成させるのに、どれほど試し行こう錯さく誤ごを繰り返したか知っていてそんなことを言うのかい？」

　はっと顔を上げたミントを諭さとすように初老の男は言葉を続けた。

「どんな技術も、確立するまでの間には、何百何千という試し行こう錯さく誤ごがあったに違いないのだ。アイディアを形にし、動かし、実用化し、そしてそれを洗練させていく。その間にはさまざまな無数の問題が立ちふさがっている。それを一つずつ潰つぶしていくことを厭いとわぬ根気こそがインダストリアンの資質なのだよ。君はそれを父上から受け継いだはずだ。あせる気持ちはわからないでもないが、拙せつ速そくは重大な欠陥を生む、一歩一歩確実に進めていこう」

「はい、わかりましたミルトンさん」

　ミントは、そう言ってうなずくと、目の前の発射台に固定されている鉄製の大きな筒つつに目を落とした。

　それは、ケリンが持ってきた東とう域いき国新兵器の資料を基に、ミントが自分なりに考えて設計した鉄製の大たい砲ほうだった。

　……ケリンの持って来てくれたあのデータには、重さ十五キロテの鉄製の炸さく裂れつ弾だんを、四キロテ先まで飛ばすことができると書いてあった。

　大量の発射用の火薬の爆発に耐えるだけの強度がなければ、筒はその圧力に耐えられない。

　小しよう銃じゆうの銃じゆう身しんを、ただそのまま太く大きくすればいいというわけではないんだわ。鉄の材質や焼入れという、金属加工の技術も必要なんだ。

　……ここを試射実験場にしたおかげで、グレンダランの製鉄工場の設備が使えるから、本当に助かるわ。

　……ケリンの言うこと聞いて正解だった。

　ミントは、二週間前の出来事を思い出していた。




　デメララにある王立銃じゆう器き研究所で、歩兵用の長ちよう銃じゆうを連発銃じゆうに改造する生産ラインを作り上げ、西せい域いき国の銃じゆう士し隊に装備されていた予備を含めた一万丁ちようの先込め式雷管キヤツプ銃を、すべて連発銃に改造するプロジェクトを指揮していたミントは、その仕事が終わるのと同時に分隊支援火器として配布する水冷式連発銃の量産に取り掛かった。

　ミントのところには、他ほかにも対教団戦で使用した小銃発射型の炸裂弾を大型化した威力の大きな陣じん地ち破壊用の炸裂弾の製作要請や、連発銃のさらなる軽量化や携けい行こう弾数を増やす試作品の審査などという仕事が次々に寄せられており、朝出勤して、夜中に下宿先の白はく鹿しか亭ていに帰って来て、シャワーを浴び、そのままベッドに倒れこむという毎日が続いていた。

　ケリンがふらりと研究所にやって来たのは、そんなときだった。

　事務員から、ケリンが面会に来ていると聞いたミントの心に、最初に浮かんだのは、ときめきでもなんでもない、ただの倦けん怠たい感だった。

　そして次に浮かんだのは、ケリンと会うことを負担に感じている自分に対する驚きだった。

　……なんでだろう？　本当なら嬉うれしくて仕方が無いはずなのに……。

　私はケリンが嫌いになったのかな？　ううん、そんなことない。だって……今になってから急に嬉しくなった……これが私の本当の気持ちなんだと思う。

　そう思えなかったのは、きっと疲れているからなんだ。

　がんばらなくっちゃ……ケリンに疲れた顔なんか見せられないもの。

　ミントは、両手で自分の顔を挟はさむように、ぱん、と叩たたくと椅い子すから立ち上がり、事務員に明るい声で告げた。

「すぐに行きます！」

　研究所の事務室の脇わきにある小さな応接室のソファに座っていたケリンは、ミントの顔を見ると、にっこり笑って立ち上がった。

「よう、ミント、お前、相変わらず忙しそうだな。白はく鹿しか亭ていのアニス姉さんが心配していたぞ。ミントは働きすぎだ、帰って来るのが遅すぎる。女の子の帰って来る時間じゃないって」

　ミントはすなまそうに頭を下げた。

「うん……アニス姉さんには心配かけていると思うんだけどね……仕事が次から次に来るし……」

　その、ミントの言葉をさえぎるようにケリンが言った。

「とにかく座れよ……って、ここは俺おれの仕事場じゃないけどさ、座って話をするくらいの時間はあるんだろう？」

　ミントは顔を赤くした。

「あら、ごめんなさい、気がつかないで……なんかダメダメだね、私」

　そう言ってケリンの向かいに座ったミントが顔を上げると、そこに真剣な目でじっと自分の顔を見つめているケリンの顔があった。

「え？　あ、何？　どうしたの？」

　ケリンは、ミントの顔から視線を外はずさぬまま、ぽつんと答えた。

「お前……最近なんかオバサンっぽくなってねえか？」

「お、おばさん？」

　絶句したミントに向かって、ケリンはもっともらしくうなずいた。

「ああ、椅子に座るときとか立ち上がるときに、思わず『よいしょ』と声が出たり、何かミスをしたときに『あらあら』とか『まあ』とか言ってみたり……そういうことって無いか？」

　ミントは思わず口を押さえた。

　……やってる。

　私、きっと知らないうちにやってるわ。

　その顔を見て、ケリンは、にやっと笑った。

「どうやら思い当たる節ふしがあるみたいだな……ミント、お前いくつだっけ？」

「私？　十八歳さいになったばかりだけど……」

「そうかあ……その歳としでオバサンになっちゃうと大変だぞ。普通の女の子よりざっと十年早いってことは、それだけ老ふ化けが早いってことだ。今から老後のことを考えておいたほうがいいな、年金ちゃんと払ってる？」

「ろ、老後？　年金？」

　目を丸くするミントを見て、ケリンは腹を抱かかえて笑いだした。

「本気にするな、馬ば鹿か」

　からかわれた事に気づいたミントは、真まっ赤かな顔をして、唇くちびるを尖とがらせた。

「私は忙しいの！　からかいに来ただけなら帰って！」

　ひとしきり笑ったあとで、ケリンは頭を下げながら言った。

「いやあ、悪ィ悪ィ、なんか煮詰まったような顔してたからさ、気分転換に冗じよう談だんでもと思ったら、冗談も通じねぇんだもの……お前、余よ裕ゆう無さすぎだぞ」

　拗すねたような目つきで黙り込んだミントを見て、ケリンは顔から笑いを消した。

「実際、働きすぎじゃねえのか？　アニス姉さんのセリフじゃねえけど、今の仕事の量は十八歳の女の子が背負い込める量じゃねえような気がするんだよな」

「それはわかってる、でも、これは私のところに来た仕事なんだもの、私が責任持ってやらなくちゃ……」

　ミントの言葉をさえぎってケリンが言った。

「それ、違うぞ」

「え？」

　自分の言葉をいきなり否定されたミントが言葉を探すより早くケリンが答えた。

「お前に来た仕事じゃねえよ、この研究所に来た仕事だ。お前はずっと一人で仕事して来たから、その辺の区別がつかないんじゃないかと思うんだけどよ、この研究所ってのは個人営業じゃねえんだ。一から十まで何が何でもお前がやることはねえ、違うかい？」

「それはそうだけど……だって、責任者は私だし……」

　ケリンはうなずいた。

「そうだ、だからお前は責任だけを負えばいいんだ。仕事は部下に任せて、責任だけを負うんだよ」

　ミントは、ケリンの言葉の意味を知って、目を見開いた。

「そんなことできっこないよ、だってそんなの無責任じゃない！」

「ばか、責任を負うことが、なんで無責任なんだよ。仕事を任せた部下の失敗や不成功の責任をそのまま押し付けりゃ無責任かもしれねえけど、信頼した部下の責任を負うならちっとも無責任じゃねえだろうが」

「でも……」

「不安なのはわかる、何から何まで全部自分でやった方が安心に決まってる。でもよ、抱かかえきれない仕事を無理して抱え込んで、お前が潰つぶれたら、もっと悪い結果を生むんだぜ……これ以上仕事が来たら、お前どうするつもりだ？　全部抱え込めるのか？」

　ミントは床に視線を落とすと、小声で弱音を吐はいた。

「これ以上来たら……さすがに無理だと思うな……」

「そうだろう？　もういくらなんでも無理だよな……」

　ケリンはそう言いながら、脇わきに置いてあったカバンの中から、書類を取り出し、それをミントに差し出した。

「はい、次の仕事」

「え？」

　あっけに取られるミントに、ケリンは真ま面じ目めな顔で告げた。

「参さん謀ぼう本部から預かってきた極秘書類さ。東とう域いき国で開発されている新兵器の情報が書いてある。何でも『大たい砲ほう』とかいう名前の武器で、俺おれたちが使ってる炸さく裂れつ弾だんの十倍以上の射程距離と爆発力があるらしい。この新兵器に対抗できる大型炸裂弾をなるべく早く造って欲しいそうだ」

　ケリンの差し出した書類を両手で受け取ったミントは、足元が床にめり込んでいくような、めまいにも似た感覚に襲われた。

　その顔を見ていたケリンが、優しい声で、ささやくように言った。

「無理だろ？　無理だって言っちゃえよ……」

　ミントは、思わずこくん、とうなずいたあとで、あわてて首を振った。

「あ、いえ、でも、なんとかしないと……大型炸裂弾の開発は最優先事項だって……」

　ケリンは怒ったように首を振った。

「だったら、その最優先事項だけをやるんだ！　それ以外の仕事は全部他ほかの人にやってもらえ！　全部背せ負おうな！」

　そして、ケリンはミントに向かって笑いかけた。

「グレンダランで、その大砲とやらを造ればいいじゃないか。その書類読んでみたら、大砲とやらを造るには、鋳ちゆう造ぞうとか焼入れとか、ずいぶんと大掛かりな設備が必要みたいだぜ。そういった設備があるのはグレンダランだけだろ？　それに……あそこはお前が生まれて育った街だよな？」

「うん、そうだけど……それがどうかしたの？」

　怪け訝げんな顔をするミントに向かってケリンは怒ったように言った。

「なんだ、忘れてやがんの！　約束したじゃねえか、ほら、スタンピードが起こる前に、俺がお前の工こう房ぼうに行ったとき、俺にグレンダランの街を案内するって……」

「あ！」

　ミントは思わず口に両手をあてた。

「覚えて……いたんだ……」

「忘れるわけねえよ、約束は守れよな」

　ケリンは笑った。

　白い歯を見せて、ワルガキのようないつものケリンの顔で笑った。




　……そして私は大たい砲ほうを造るために、このグレンダランにやって来た。

　ここには材料になる大きな鉄材がいくらでも手に入るし、焼入れ加工ができる大きな炉ろもある、そして、試射場に使える人が立ち入らない採さい掘くつ場の跡地だってある。

　まさに大砲を造るにはもってこいの場所だった。

　……それにしても、何でだろう。

　あのケリンの笑顔を見たとき、私の中にあったいろいろなものがすうっと両肩から抜けていったような気がしたんだ。

　私……きっと誰かに言って欲しかったんだと思う。

『無理だって言っちゃえ……』って。

　でも、言えなかった。

　意地になって全部抱かかえ込んで……。

　あのとき、ケリンに言ってもらえなかったら、きっと私、自分の意地に潰つぶされてたかもしれないな……。

　やがて、すべての準備が終わったのだろう、研究員たちが顔を見合わせてうなずくと、その中の一人がミントの下に走り寄ってきた。

「試射準備終了です！　射程距離内オールレンジクリア！」

　ミントは緊張した面おも持もちでうなずいた。

「では、試射を開始して下さい！」

　その言葉を合図にしたように、採掘地跡の荒れ地の中に、鋭い笛ふえの音と、警告の指示の声が響き渡った。

「研究員はすみやかに避ひ難なん壕ごうの中に退たい避ひせよ！　一分後に試射を行う！」

　研究員が土ど嚢のうを積み上げた避難壕の中に避難するのと同時にプロテクターを身にまとった作業員が進み出て、発射台に固定された鉄製の太い筒つつの付け根にある大きなハンマーを起こした。

「ハンマーコッキング終了！　雷管キヤツプ装着！」

　現場責任者の指示する声が飛ぶ中で、ハンマーの下にある火門の部分に銅で造られた、長ちよう銃じゆう用の雷管より一回り大きなものが取り付けられた。

「発射準備完了！　作業員は、遮しや蔽へい物の影に退避せよ！」

　プロテクターを着込んだ作業員が、試作大砲の発射台の後方にある土嚢と厚い鉄板で囲われた遮蔽物の後ろに走り込むのと同時に次の指示が飛んだ。

「これより試射を行う！　各自、防護ゴーグルと耳栓せん装着の再確認を徹底せよ！」

　ミントは、もう一度耳の中に詰めたワックス製の耳栓を確認し、ゴーグルを鼻の上に押さえつけて、よし、という風に小さくうなずいた。

「試射……開始！」

　号令とともに、遮しや蔽へい物の後ろにいた作業員が、引き金に結び付けられていた発射索をぐい、と引いた。

　かちり、というハンマーを押さえていたシアーが外はずれる音が響くのと、ハンマーが落ちるのは同時だった。

　ハンマーの下に、金属の衝しよう突とつ音と共に小さな火花が散るのが見えた。

　その火花から一瞬遅れて、発射台の上に据すえ付けられた黒い筒つつの先から轟ごう音おんと炎ほのお、そしておびただしい量の白煙が噴ふき出し、発射台が跳はね上がった。

　ミントは顔を上げて、筒の向いている方角の先を見た。

　耳栓をしているその耳の奥で、心臓が一回どきん、と脈打つ音を聞いたような気がしたその瞬間。

　はるかかなた、三キロテほど離れた場所に、閃せん光こうと爆煙が上がるのが見えた。

　……撃てた！　あの大型炸さく裂れつ弾だんがあそこまで飛んだんだ！

　ミントは視線を発射台に移した。

　……大たい砲ほうは？　壊こわれていない？

　発射台の上に据え付けられていた黒い筒の筒先から白い硝しよう煙えんが立ち昇っているのが見えた。

　遮蔽物から出て、発射台に駆かけ寄った作業員が、筒先と、そしてハンマーの周りを調べていたが、やがて頭の上で両手を大きく交差させた。

「ああ……」

　ミントの口から、思わず落らく胆たんのため息が漏もれた。

　その合図は異常あり、連続発射不可能を意味するサインだった。

　ゴーグルと耳栓を外しながらミントはつぶやいていた。

「東とう域いき国の大砲というのは、鋳ちゆう造ぞうで造ると聞いたけど、どうやったらそんな方法で火薬の爆発力に耐えられるものが造れるのだろう……」

　ミントは、実物が見たかった。いや、設計図だけでも見てみたかった。

　筒の厚さや長さ、その数値はきっと最良のバランスを考えて決められているに違いない。その数値を最初から教わって造るのと、その数値を手探りで探し出すのでは、雲うん泥でいの差がある。

　大砲というものの概念はわかっている。それは先込め式の小しよう銃じゆうと原理は変わらない。ただそれを大きくして、大きな弾丸を撃ち出すことができるようにしたものにすぎない。しかし、使用できるものを造り出すことは容易ではなかった。

　鍛造によって造られた錬れん鉄てつの丸棒の中心を、水力旋せん盤ばんを使ってくり抜くという、小銃の銃じゆう身しんを造り出すのと同じ方法によって造られた砲ほう身しんは、試射をするたびに、ことごとく裂さけてしまったのだ。

　強度を増すために砲身の筒つつの厚さを厚くした試作品は、砲身は耐えることができても、雷管キヤツプを取り付ける部分の強度が弱く、その取付け部分にヒビが入ってしまうのだ。

　ミントは顔を上げると、研究員たちに告げた。

「あの型の大たい砲ほうの試射は中止します。残りの二門の試射は省略して、自じ噴ふん式炸さく裂れつ弾だんの試射に移って下さい」

　作業員は大砲の発射台を片付けると、上のほうに鉄製の四角い棒ぼうのようなものが並んだ横長の機械を運んで来た。

　その光景をを見ていたミルトンが、興味深そうに言った。

「あれは、信号弾の発射装置とよく似ているな……」

「ええ、原理的には同じです。先ほどの大砲は、銃じゆうと同じで密閉した筒の中で火薬を爆発させ、その力で弾丸を飛ばしますが、あれはロケット花火のように弾丸が自力で飛んでいくのです」

　ミルトンは考え込むように答えた。

「確かにロケットにすれば、大砲のように耐久性などを考えずに済む。しかしロケットには大砲で撃ったような大型炸裂弾を飛ばすほどの力は無いぞ」

「ええ、あの発射装置で飛ばす炸裂弾は小型のもので、爆発力はたいしたことはありません、ですから、その威力の小ささを数で補おうと考え、ああやって一度に十発を同時発射できる発射装置を考案したのです」

　ミントの答えを聞いたミルトンは、納得したようにうなずいた。

「確かに、敵てき陣じんの構築物の破壊を目的とするのではなく、あくまでも面単位の制圧用として考えれば、それでも充分使えるというわけだな」

「もし、再びエズオルのスタンピードが発生すれば、あの兵器はかなり効果的だと思います……準備ができたようですね、退たい避ひ壕ごうに入りましょう」

　四角い棒のような発射台の上には、直径十センテ長さ一メルテ半ほどの筒型のロケットが並べられていた。

　先ほどの発射筒の試射と同じような指示と号令が流れ、そして、再び遮しや蔽へい物の後ろに身を潜ひそめた作業員が発射索を引いた。

　一瞬の間のあとで、横一列に並んだロケットの下部から、シュルシュルという音と共に白煙と炎ほのおが次々に噴ふき出した。

　その炎がみるみるうちに勢いを増し、ロケットが浮き上がったように見えた次の瞬間、シュバッ！　という音と白煙を残し一気に舞い上がった。

　顔を上げてその軌き跡せきを追っていたミントの目は、最も高度が上がったあたりで一瞬ロケットを見失った。

　それは、その位置で推進材の火薬が燃え尽き、白煙が途切れたためだった。

　山なりの弾だん道どうを描いて飛んだ十発のロケットは、放物線の頂上あたりで推力を失い、かなり広範囲に広がったまま一直線に落下した。

　やがて、一キロテ先の着弾地点に、いくつもの閃せん光こうが走り、一瞬遅れてから連続した小さな爆発音が響いてきた。

「無事着弾しました！　試射成功です！」

　観測係の報告を聞いたミントは微笑ほほえんだ。

「では、次は連続発射試験に入ります」

　再び忙しげに動き始めた研究員と作業員たちを見ながら、ミントは思った。

　……信頼性と、生産性を考えたら、こっちのロケット型を先に量産するべきだわ。

　問題は弾だん道どうが安定しないことね。飛行安定用の翼つばさは横風を受けると返って弾道を狂わせるし、不安定極まりない兵器だけど、数多く撃つことでそれをカバーできる。

　あのサイズの小型の炸さく裂れつ弾だんの弾だん頭とうなら鋳い物もので大量生産できるから時間もコストもかからないし……急場しのぎの兵器だけど、もし、東とう域いき国が大たい砲ほうを使ってきたら、対抗手段として使えるのは、これしか無いわ。

　ミントは目を閉じた。

　そして、悔くやしそうな声でつぶやいた。

「データが欲しい……図面だけでも……いえ、実物を遠くからでもいいから見せて欲しい……データさえあれば東域国なんかに負けない大砲が造れるのに」




　ダラン鉱山の採掘跡で、ミントが新型炸裂弾の実験を繰り返していたその頃。

　そこから、はるか北にある教団の本ほん拠きよ地ちロマ・コンティの中央ドームの頂上にある最高会議室で、一人の白はく髪はつの老人が叫んでいた。

「メタクサ！　君はいったい何を考えているのかね？　平和を求め、それを維持することが教団の責務である。そしてそのために禁きん忌きはあると主張していたのは君ではないか！　しかし君はみずから禁忌を破り、東域国に新しい技術を供きよう与よした。それも武器の技術をだ！　その結果、東域国と西せい域いき国はいまだかつてないほどの軍事的緊張の中にある！

　我々は学究の徒にして永遠に中立なり、この地に真の平和をもたらし、大いなる先人の知恵をもって人々を導くものなり、という教団の理念はどこにいったのだ！　君がやろうとしているのは、東域国という他人をけしかけて西域国に意い趣しゆ返しをしようとしているだけのことではないか！」

　会議室のシートに座ったメタクサに右手の人差し指を突きつけ、糾きゆう弾だんしているのは教団の最高評議会の反主流派、メーリンガーだった。

　この最高会議室には、教団の最高幹部十二人が顔を揃そろえていた。

　今までメタクサ評議会議長の一派が独占していたこの最高評議会会議のメンバーに変動があったのは、つい三日前だった。

　東とう域いき国と西せい域いき国の軍事的緊張が高まる中で、完全中立であるべき教団が、東域国側に加担し、禁断の技術である武器の技術を供きよう与よしたという事実が、教団の中に広がるのにつれて、今までメタクサを支持していた者の中に、疑問が広がっていったのだ。

　そして、三日前に行われた選挙で、メーリンガーは最高評議会のメンバーに選ばれた。

　この会議は、本来教団の最高評議会の顔合わせのために行われる定例会議だったが、その席上は、単なる顔合わせではなく、東域国と西域国の緊張感が高まり、戦争に向かって進みつつある中で、その仲ちゆう介かいをするどころか、あえて火に油を注ぐような行動を取りつつある評議会議長であるメタクサに、教団の行動について説明を求めるために開かれたような様相を呈ていしていた。

　メタクサは、自分を糾きゆう弾だんするメーリンガーではなく、その周りにいる他ほかの最高評議会のメンバーを見回してゆっくりと答えた。

「私は、思いつきや自分の利益のために東域国に武器技術を供与したのではない。これはすべて偉大なる先人の仕組んだ壮大な計画の一部なのだ」

　思いがけないメタクサの言葉に、最高評議会委員たちは思わず互いの顔を見合わせた。

　メタクサは、手の中にある古びた書類フォルダを居い並ならぶ委員に示して言葉を続けた。

「これは、歴代の最高評議会議長だけがアクセスすることが許される最高機密データファイルの中にある『文明再生プラン』と呼ばれるものの概念を要約したものだ。

　オリジナルの文章には、意味不明の単語が多すぎて、理解できない部分が多いため、私の前任者たちは、それに解釈を加え、意味が通じるようにした。それがこれだ」

　メタクサはフォルダの中に入っていた書類を取り出すと、声に出して読み始めた。

「千年前、我々の先祖は遠い他ほかの天体からこの地に降り立った。しかし、この地を探査した先祖は驚きよう愕がくした。この地は資源が乏しく、鉄鉱石も石炭も貧弱な鉱脈がいくつかあるだけで、石油……この言葉には、このような注釈が書き加えられているな……様々な物質を創つくり出し、すべての基礎的エネルギーとなる鉱物質の油脂。……そういうものが存在するらしい……これに至っては、一滴すら埋まい蔵そうされていなかったのだ。

　先祖は、ここで一つの決断を下した。近代文明とは、資源を消費しそれによって成り立つものだ。この資源の乏しい世界では、文明のレベルを維持し続けることは不可能である。手に入る資源を最大限に活用し、この世界に合った文化を育てなければならない。そして、先祖は知識と文明を維持し続けるために教団を作り、人々の欲望を抑えるために禁きん忌きを作り上げた。

　人間の欲望は際限が無い。環境を保全することも資源の浪費の制限も、それが必要だということは、誰もがわかっている。しかし、それを自分の行動に当てはめようとはしない。人間は常に目先の欲望に流される生き物である。

　資源の少ないこの世界で、もし人間が野の放ほう図ずに増え続け、その増え続けた人間すべてが文明の恩恵にあずかろうとすれば、乏しい資源はあっという間に食いつぶされ、人間はあのエズオルと変わらぬ姿にまで落ちぶれ果てるだろう」

　メタクサは顔を上げて、居い並ならぶ最高評議会のメンバーを見渡した。

「これが『再生プラン』の冒ぼう頭とうの概要だ。次に、人々が禁きん忌きを否定し始めたときのために書かれた部分がある……驚かなくてもいい。偉大なる先人は、今日の日のこともちゃんと見通していたのだ……読み上げよう。

　禁忌によって封じられた技術は、いつの日か再び再発見されるだろう。人間は欲望を捨てることはできない。人間のエネルギーの根源は、欲望をかなえようとするところから生まれるものだからだ。教団は総力を挙げて禁忌を守らせねばならない。しかし、それが不可能になり、技術の進歩と文明の広がりを人々が望むならば、教団はさらなる手段を持って、この技術と文明をコントロールせねばならない。限りある資源と、それを浪費する文明とのバランスを取り資源を有効に使わせることこそが、教団に与えられた使命である……そして、この最後の部分にこう記述がある……愚おろかなピープルたちを導くのは我々優等なる人間の集団である教団の責務である。文明を維持するためには資源を浪費する人の数をコントロールするべきである……そしてそのために、最も効率の高い方法は……戦争である」

　最高会議室の中に、あえぐような驚きの声が満ちた。

　メタクサは読み上げていた書類から顔を上げると、勝ち誇ったようにメーリンガーを見て言った。

「どうだね？　メーリンガー君。私が個人的な意い趣しゆ返しなどで動いているのではないことが、これでわかっただろう？　私のやっていることはすべて、偉大なる先人が、こうあるべきだと考えたその計画に従っているだけなのだ。ピープルどもは禁忌のなんたるかを理解することもなく、それを無視して、技術の進歩を選択した。自分たちにも文明の恩恵にあずかる権利があるのだと言わんばかりにな。

　しかし、文明が発達すれば資源を浪費する、浪費した資源は戻らぬのだ。野放図に増えたピープルどもが、すべて文明の恩恵にあずかろうとすれば、資源の枯こ渇かつはそれだけ早まる。鉄も銅も石炭も、一切の資源を失った我々の子孫は、エズオルと代わらぬただの獣けものになるのだぞ。

　そんな道を子孫に歩ませるわけにはいかない……ならばどうする？　答えは一つだ。ピープルの数を減らす。これしかない！

　平和を維持し、戦争を回避するという教団の方策は、禁忌が守られている状態でのみ通用するのだ。状況が変われば、それに合わせて方策も変わる、それだけのことだよ」

　メーリンガーは、しばらく黙ったままだったが、やがてゆっくりと答えた。

「確かに私は最高機密ファイルとやらにアクセスしたことはない。しかし、人類の先祖が歩んで来た道を記録した膨ぼう大だいな歴史ファイルと言うのを見たことがある……その中に、今メタクサが言ったのと同じ内容を唱えた人々の記録があったのを思い出したよ……人間というのは変わらんものだな……」

　メタクサは鼻で笑うように言った。

「何が言いたいのかね？　論破されたからといって論ろん旨しをはぐらかさないでもらいたいものだな……」

「はぐらかしてなどおらんよ……論破しているのだ。貴様が唱えたその論旨は、先人の意思などでは無いよ……先人の意思に後世の誰かが己の権勢を維持するための欲望を書き加え捻ねじ曲げたものにすぎん」

「何だと？」

　怒りの声を上げたメタクサに向かって、メーリンガーは力強く言った。

「私の言葉が嘘うそだと思うのなら、思想史のデータファィルを閲えつ覧らんするがいい！　それは長い人類の歴史の中で何度となく唱えられ、そして常に否定され続けてきた優性論の一つに過ぎないのだ！　自分たちは優れた人間であり、優れた一握りの人間が多くの愚おろかな人々をコントロールすることが正しいと思い込みたがる、ゆがんだ欲望に理論武装を施したものに過ぎん！　戦争を起こし、人の数を減らす……そこにあるのは人間を人間としてではなく単なる数字としか見ない血の通わぬ価値観だ。

　それが許されるのなら、次に何をする？　穀物の取れ高に合わせて人の数を減らすのかね？　一人の人間が一年間に消費する物資の量をあらかじめ決めて、それに合わせて生産するのかね？　みんな同じ服を着て、同じ物を食べ、同じ物を見て同じように笑い、同じように泣き、同じように消費するように命じるのかね？　それを地上の楽園だと信じ込めと教えるのかね？」

　メタクサは、悪びれる風もなく淡々とうなずいた。

「そうだ、それが必要とされるならそれをやるべきだ。戦争は悪あく行ぎようであり、それに向かって進んでいくピープルどもに加担することはさらなる悪行を重ねることなのかもしれん。しかし、それを欲しているのは誰だ？　我々がいくら笛ふえを吹こうが手を叩たたこうが、踊おどり手に踊る意志がなければ踊りは始まらぬのだぞ？」

　メーリンガーは首を振った。

「違う！　それは詭き弁べんだ！　ピープルは貴様の思っているほど愚かではないはずだ！　技術を進歩させ、文明を再発見したように、ピープルもまた進化しているのだ！　自分たちの欲望を律し、より高みに上るために努力を重ねているのだ！　貴様の行為は、その努力を踏みにじり、ピープルを愚おろかな位置にとどめるためのものでしかない！　貴様は創造神にでもなったつもりか！　ピープルは貴様の玩具おもちやでは無いのだぞ！」

　メタクサは目を伏せると小さく笑った。

「実に慈じ悲ひと慈じ愛あいに満ちた言葉だな……君のほうが自分を創造神だと勘かん違いしているのではないかね？」

　そしてメタクサは居い並ならぶ最高評議会のメンバーに向かって両手を広げながら告げた。

「諸君、見ているがいい、メーリンガーの言うところの賢かしこいピープルどもが、何を決断をし何を起こすのか……禁きん忌きを緩ゆるめることがどんな結果を生むか、その目で見ることだ……」




　一時間後。メーリンガーは、知の教団本部の建物に隣接して建てられている研究棟とうの中にある医療技術教習所の事務室に置かれたソファに座っていた。

　そこは、メーリンガーの提案により医療技術の一部解禁を決定した教団が、西せい域いき国と東とう域いき国両国の医療関係者に対し、様々な治療法と医薬品についての知識を教示する機関であり、禁忌として封印されていた医療技術と薬物に関する知識を求める両国の医師たちが熱心に学んでいた。

　ソファに座り、腕を組んで考え込んでいるメーリンガーの顔には深い苦悩の色があった。

　結局、最高評議会の結論は、メタクサの立てた方針どおり『再生プラン』に従うこととなり、教団は以前の平和維持活動から大きく方針転換することとなった。

　……この教団の人間にとって、理解を超えたテクノロジーを使っていた偉大なる先人とは、神にも等しいのだな……『先人の意思』という言葉に逆らえる人間はいないのだ。

　しかし、先人は神では無い。絶対的な無む謬びゆうの存在などではないのだ……この教団に属する我々がそうであるように。

　先人を神と同列に見るその価値観は、自分たちを優れた、そして無謬の存在であると思い込みたがるその願望の裏返しでしかないのだがな……。

　メーリンガーが大きくため息をついたとき、白衣を着た小こ柄がらな女性がやって来た。

　長い黒髪をざっくりと三つ編みにして背中に垂らし、丸いメガネをかけた色白の二十代前半のその女性は、メーリンガーを見ると、にっこりと笑って言った。

「ああ、メーリンガー委員、お待たせしてすみません。細菌学の講義が長引いてしまって……」

　メーリンガーは優しく微笑ほほえむと首を振った。

「いやいや、こちらこそアポイントメントも取らずにいきなり押しかけてすまない……実はミラベル所長に聞きたいことがあってな……」

　ミラベル所長と呼ばれた女性は、その丸い大きなメガネの奥にあるくりくりとした目を見開いた。

「私に聞きたいこと？　何でしょう……気になるなあ」

「別にプライベートなことではないから安心したまえ……」

　メーリンガーが悪戯いたずらっぽい目で見ながらそう言うと、ミラベルは、はじけるような微笑を浮かべた。

　……この娘むすめは、じっとしていると二十代後半に見えるが、会話すると表情が豊かなので、急に若く……少女のよう見えるときがあるな。

　メーリンガーはそんなことを考えながら聞いた。

「医療技術の教示はうまくいっているかね？　カリキュラムはどのあたりまで進んでいる？」

　ミラベル所長は、ちょっと真剣な目になった。

「はい、ピープルの間では、医師は師弟制で、応急処置マニュアルだけが教科書であり、医薬品についても、薬草などを主体として自家製で生産するものしか無く、効果が不安定でした。そこで、まず基本的な医薬品について安定した効果のあるものを大量に生産する方法を教示することに致しました。安定した効果が得られる薬品を供給できれば、診断と処方を実地で覚えることができますから……」

　メーリンガーはうなずいた。

「そうか、それは好都合だ。その大量生産する医薬品だが、特に抗菌剤の大量生産方法と、その処方について講義を行うことを急がせてくれ」

　メーリンガーの表情に、切迫したものを感じたのだろう、ミラベルの目が険けわしくなった。

「それはいつでも対応できますが……一体何があったのですか？」

「近い将来、西せい域いき国、東とう域いき国ともに何百何千という数の怪け我が人にんが生じるだろう……」

「それは……戦争が避けられない、ということですか？」

「そうだ、戦争だ。教団は仲ちゆう裁さいなどの戦争回避のための行動は一切取らぬ事を決定した……教団は戦争を望んでいる……戦争によって人口が減少することを望んでいるのだ」

　メガネの奥にあるミラベルの目がまん丸になった。

「そんな！　じゃあ、なぜ教団には、私たちのような医療技術伝承チームが存在しているんですか？　こうやって人の命を救う技術を両国の医師に教示しているんですか？　私たちがやろうとしていることは無む駄だなんですか？」

　信じられないという風に叫んだミラベルに向かって、メーリンガーは静かに、そして力強く首を振った。

「無駄ではない……決して無駄などではない！　文化とは、文明とは、より良く生きようとする人々の力で進んでいくものだ！　人々の生命の持つ可能性によって進んでいくものだ！　生命を救うことは可能性を救うことだ！　たとえ教団の幹部と我々の選択した道が異なるとしても、我々は我々の信じる道を行こう……」

　そして、メーリンガーは、ミラベルに右手を差し出した。

「我々は、我々の理想を追いかけようではないか、たとえどんなことがあっても……」

　ミラベルは大きくうなずくと、その手を握った。

　メーリンガーの手の中に、細い、柔やわらかな指があった。

　しかし、小さな、子供のようなその手は、誰よりも熱くそして力強くメーリンガーの手を握り返してきた。







　第六章　「前夜」







　人間界のさまざまな動きや思おも惑わくなど知らぬかのように、季節はゆっくりと移り変わっていた。

　凍いてついた北西の風がやわらぎ、暖かな南風が平原を渡っていく。

　雪解けの季節を迎えたバンドール河は、日、一日とその水量を増しつつあった。

　ここレゲマンの渡しでも、船着場の位置が冬の場所から本来の堤防の縁に移され、河幅は本来の広さに戻っていた。

　東とう域いき国側の船着場に着いた連絡船に、これから西せい域いき国に渡る人々が乗り込み始めた。

　国家間の軍事的緊張の高まりは、そのまま両国を交流する民間人の数に影響を与えているのだろう。連絡船に乗る人々の数は、そう多くなかった。

　東域国で買い付けたらしい様々な品物を積んだ馬車が、渡り板を渡って連絡船の平ひら甲かん板ぱんに乗り込んでくるのを、舳へ先さきで眺めていた水みず先さき案内人に、中年の商人が声をかけた。

「またお会いしましたね……私のこと覚えていらっしゃいますか？」

　水先案内人は、一瞬目を見開いたあとですぐに相そう好ごうを崩くずした。

「ええ、覚えていますとも、私に蒸気船の話をしてくれた方ですね？」

　商人は、少しほっとしたように微笑ほほえんだあとで、すぐ脇わきに架かけられている鉄橋を見上げた。

「本当に橋ができてしまうのですね……私がこの連絡船のお世話になるのもこれが最後かもしれないと思うと、なんか寂しいような気分です」

　水みず先さき案内人は、うなずいた。

「寂しいと言えば寂しいですけどね、私としては仕事が続けられるのが嬉うれしいですよ」

　商人はびっくりしたように振り向いた。

「このレゲマンの連絡船は廃止になるのではないのですか？」

「ええ、そのとおりです。鉄橋が横にあるのに、連絡船に乗る人はいませんからね。この場所の渡し場は廃止されますが、ここで使っていた船や人員は、そのまま別の場所で使われることになったそうで、私も仕事を続けることができそうなんですよ」

「別の場所って……バンドール河に別の渡し場を造るってことですか？」

　目を丸くした商人に向かって、水先案内人は嬉しそうにうなずいた。

「ええ、なんでもずっと下流の方の……西せい域いき国で有名な製鉄の街ってなんでしたっけ？」

「製鉄って言うと……グレンダランかい？」

「ええ、そうそうグレンダラン。その近くに渡し場を造るんで、そこで仕事をしてくれ、って言われたんですよ」

　商人は、不思議そうな顔をした。

「グレンダランねえ……あそこはすぐ近くをグレン川という支流が流れているけど、バンドール河からは二十キロテくらい離れているぞ……渡し場なんか造っても商売になるのかなあ？」

　水先案内人は、肩をすくめた。

「商売になるかどうかはわかりませんけどね、なんでも王国府の方からきた話だそうで……国がやることですから、採算とかは関係ないみたいですよ」

「へえ……国がねえ……」

　そして、その商人は、話題をそらすように笑いながら聞いた。

「それはそうと、銅の輸出が止められそうなんだ……この船に何か売り物になる銅製品は積んでいないかい？　スクラップでも高値で買うよ」

　水先案内人は肩をすくめた。

「銅製品？　この船の手すりの金具は銅だけど、いくらなんでも手すりを売るわけにはいかないな……悪いけど」

「いや、いいよ、だめもとで聞いただけだから……じゃあ、向こう岸に着くまで船室で、ごろ寝でもしてくるよ、新しい職場が見つかってよかったな」

　そう言って顔の前で手を振った商人は、水先案内人に頭を下げて背を向けると、船室に降りる階段に向かって歩き出した。

　……最後の最後に妙な情報を聞いたな。

　なんでグレンダランの近くに渡し場なんか造るんだ？

　商人はひょいと肩をすくめた。

　……まあいい。東とう域いき国の話を聞きたがってる、あの少しよう尉いさんに話すネタが一つ増えただけのことだ。

　そして、船室に降りる前に顔を上げた商人は、すぐ横に平行して架かけられているレゲマン鉄橋を見上げた。

　橋自体はもう繋つながっており、今は上を渡る踏み板が張られているところだった。

　……あの橋ができたら、世の中は大きく変わるだろうな。

　でも、できることなら、悪い方にだけは変わって欲しくは無いものだ。




　東とう域いき国が銅の禁輸を通告した日から一ヶ月が過ぎようとしていた。

　この一ヶ月間、双そう方ほうの国の外務局の役人たちは、高まる軍事的緊張感を緩かん和わするための努力を続けてきた。

　特使の派は遣けん、首脳者との会談。そして実務レベルの担当者会議。そういった双方の役人の対話が何度となく重ねられた。しかし、そのどれもが、現状を打開することができなかった。

　その理由を一言で言ってしまえば相互不信である。

　東域国は、西せい域いき国が鉄を独占しようとしているのだと信じ、西域国は、東域国が教団から手に入れた新兵器を造るために鉄を求めていると信じていた。

　この事態を打開するためには、西域国が鉄を東域国に輸出し、東域国が新兵器の情報を公開するだけでよかった。そうすればすべてが丸く収まる。しかし西域国にとっての鉄と、東域国にとっての新兵器は双方にとっての最終カードであり、どちらもそれを切るわけにはいかなかった。外交とは、つまるところ自分のカードを切らずにどうやって相手のカードを切らせるかという駆かけ引きなのだ。

　そしてこの日、そのゲームに参加していたのは、東域国の貿易通産局の局長と西域国の貿易通商局長のサルートの二人だった。

　東域国の通告した銅の禁輸の期日が迫る中で、西域国は譲じよう歩ほをするか、それともさらに強攻策に出るか、という決断を迫られていた。

　表面上強気に出ていたものの、西域国には、実質的に軍事衝しよう突とつを覚かく悟ごできるほどの経済的余よ裕ゆうが無いというのが事実であり、サルートもそれを知っていた。そして、それを知っているがゆえに強きよう硬こうな態度を取り続けていたのだった。

　バーネット公の意思は、最悪の結果を避けるために西域国側は多少の譲歩をするのもやむをえない、というものであったが、そんな意思を相手に感づかれたのではその時点で駆け引きは負けになるのだ。

　あっさりと譲じよう歩ほしたのと、とことん突っ張ってから、渋しぶ々しぶ譲歩するのでは、相手から引き出せるものが違うということである。

　この日の昼過ぎ、昼食を挟はさんで交渉を再開したサルートは、一向に事態が進展しないことに業ごうを煮やしていた。

　腹の中には譲歩の提案が仕舞われている。それを出せば、おそらくこの交渉は進展する。出す条件の九十九パーセントはクリアしているのだが、残りの一パーセントとなる条件を、相手がどうしても口にしないのだ。

　そして、ついにサルートの忍耐力が限界に達した。

「貴様らが、あくまでもその条件を崩くずさぬと言うのなら、こちらにも考えがある！」

　東とう域いき国の通産局の局長は、表情も変えずに聞いた。

「その考えとは何ですかな？」

　その、ポーカーフェイスが、サルートの怒りの炎ほのおに油を注いだ。

　怒りに我を忘れたサルートは叫んだ。

「禁輸という脅おどしは、貴様らだけが使えると思ったら大間違いだ！　西せい域いき国は今、この時にでも鉄を禁輸できるのだぞ！　東域国に対し一切の鉄を輸出することを禁ずる！　クギ一本、ボルト一本とて貴様らに渡さん！」

　実際にはサルートには鉄を禁輸する権限は無い。その言葉にはブラフとしての効力しか無いはずだった。だが、それが西域国の高官、それも元大たい老ろうという人物の口から出たということには大きな意味があった。

　サルートから鉄の輸出を差し止めるという言葉を聞いた東域国の通商部の職員は、その言葉をそのまま一言一句漏もらさずに本国に伝えたが、それが私的な発言なのか、それとも西域国全体の意思を表す公的な発言なのか、それについてのコメントをつけなかった。

　サルートの発言は、西域国が鉄の禁輸に踏み切るという言葉の内容だけが拡大され、東域国の中に広がっていった。

　関税をかけることと、禁輸とでは全く意味が違う。

　関税ならば、金さえ払えば鉄を手に入れることはできる。しかし禁輸は、鉄が全く手に入らなくなるということを意味している。

　この世界で、鉄を産するのは西域国のグレンダランだけなのだ。確かに東域国にも粗そ悪あくな鉄鉱石を産する鉱山や、砂鉄などを利用した製鉄業は存在する。しかし、絶対量が違いすぎる。

　鉄は、この世界の文明や産業を支える穀こく物もつであった。それが手に入らなければ、東域国の文明と産業は餓が死しするだろう。

　東域国の首脳は、この鉄の禁輸を、明確なる敵対宣言と受け取った。

　そして、それを聞いた東域王マオ・タイクーは、何も言わずただ、静かに笑った後で側近を呼びこう告げた。

「西せい域いき国の本性ここに極まれり。世はここに、西域国に対する銅の完全禁輸を命ずる！　この責任は、すべて傲ごう慢まんにして無思慮な西域国にある！　西域国が鉄の禁輸を解かぬ限り、我が国は一切の交渉に応じない！」




　東とう域いき国が銅の完全禁輸に踏み切ったという知らせは、瞬またたく間に西域国に伝わった。

　通告期限よりも早い、この措そ置ちの理由が、サルートの失言にあるということを知った西域国の首脳陣は、困こん惑わくした。

　はっきり言ってそれは誤解である。

　このとき西域国には鉄を禁輸するつもりはまったく無かった。鉄の禁輸が何を意味するのか、それを充分に理解していたのだ。実を言うとサルートもまた理解していた。

　いくら欲の皮が突っ張った権力亡もう者じやのサルートでも、大たい老ろうの職にあった人間がそれほど無思慮であるわけがない。

　実を言うと彼の失言の理由は、その、過去の経験にあった。

　彼が、もし今でも大老の職にあれば、その責任の重さから、言葉を選び発言しただろう。しかし、今、彼は大老ではなく貿易通商局の局長という、大老に比べれば、はるかに責任の軽い地位にあった。

　その自覚する責任の軽さが、そのまま言葉の軽さとして口から出たのだ。

　西域国の首脳会議は、この事態をどうするかで紛ふん糾きゆうした。

　誤解ならばそれを解くしかない。サルートの言葉を失言であると認め、謝罪する。それだけのことだ。

　だが、それは、明らかに外交交渉における失点となる。

　お互いに最後のカードを握ったまま息詰まるカードゲームをやっているときに、目の前にそのカードを出してしまったのと同じことなのだ。

　ここでそのカードを引っ込めて、今のは無かったことにしてくれ、などと言えば、相手は、こちらにそのカードを切るつもりが無いということを知るだろう。

　つまり、西域国は鉄の禁輸に踏み切らない、と宣言したに等しいのだ。

　手の内をさらしてしまったプレイヤーほど弱いものは無い。

　西域国王代理であるバーネット公は、苦悩した。

　彼は、この西域国を病床にある兄から預かっている身である。もし、バーネット公が正式な国王であったなら、おそらくバーネット公は謝罪して誤解を解く道を選んだだろう。

　だが、彼はあくまでも国王代理だった。

　彼の心にあったのは、兄王に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない、という責任感だった。

　もし、ここで謝罪してしまえば、この先の交渉が不利になることは間違いない。兄王からこの西域国を預かっている以上、この西域国が不利になる選択だけはできない……。

　そして、ついにバーネット公は決断した。

　この日の夕方、西せい域いき国は正式に東とう域いき国に対する鉄の禁輸に踏み切ると宣言した。

『東域国は、表向きでは平和を唱え、わが国に相互不可侵の条約締結を迫りながら、その裏で新兵器を秘密裏に開発し、それを配備しつつある。かくのごとき背信を繰り返す国家は信ずるに値しない。このまま我が国が東域国に鉄の輸出を続ければ、東域国は、いつの日かその代金を弾丸で我が国に支払うであろう、我が国は国家と国民の安全保障の見地からここに鉄の禁輸を正式に通告する』

　こうして、ついに両国は手に持っていた最後のカードを切った。

　降りるのか、それとも受けて立つのか。

　残るのはテーブルの上に伏せてある、禁断のカードだけだった。

　めくったら最後、取り返しの付かないそのカードの名前は、こう呼ばれていた。

　……『戦争』と。




　東域国の北東の山間部。

　東域王の領地であるその村の、谷が里に向かって開けたあたりには、何枚もの棚たなを重ねたような水田が広がっている。

　雪が消え、春が過ぎたその水田には、今年も水が張られはじめていた。

　その、棚たなのような小さな水田の一つに、動くものが見える。それは二人の農民と鋤くわを引いた一頭の牛がゆっくりと動いていく姿だった。

　遠くから見ると、まるでのんびりと水上に浮かんでいるようにも見える牛と農夫の姿だが。彼らは水面を浮かんで遊んでいるのではない。

　それは、冬の間に堅く固まってしまった田を起し、水と混ぜ合わせる『代しろ掻かき』と呼ばれる農作業だった。

　これから始まる田植えのために水田を整える、稲作のための大切な準備作業である。

　牛と農民が水田の半分ほどを耕したとき、山あいに落雷のような、ドロドロという地鳴りをともなう低い音が響き渡った。

　その音に驚いたのだろう、牛の歩みがぴたりと止まった。

　農夫は、東の山並みを眺めて小さなため息をついた。

「また、始まっただな……東域王様の軍隊の訓練が……」

　牛の横について、怯おびえる牛をなだめていた妻らしい女が、顔をしかめてうなずいた。

「たいほう、だか何だか知らんけど、あの音だけはかんべんしてもらいてえな。牛が怖がって仕方ねえだよ」

「わしらには、国のことはよくわからねえ、だけんど、物ぶつ騒そうなことだけはかんべんしてもらいてえなあ」

　妻の言葉を聞いた農夫が、そううなずいたとき、再び山あいにドロドロという轟ごう音おんが響いた。

　農夫たちが見上げていた東の山の向こうにある荒れ地は、半年前から完全に封鎖され、一切の立ち入りが禁じられている東とう域いき国王国軍の秘密演習場であった。

　そこでは、新兵器である大たい砲ほうのために編成された砲ほう兵へい部隊が習熟訓練に励んでいた。

　平地には土ど嚢のうを積んだ砲ほう座ざが築かれ、そこに五門の大砲が置かれている。

　東域国の大砲は、据すえ付つけ型の砲台を持つ大砲ではなく、両側に大きな車輪を持ち、移動できる俗に野や砲ほうと呼ばれる形の大砲である。

　馬や牛によって牽けん引いんされ、移動できるこの種の大砲を野砲。そしてさらに小型化軽量化され、いざとなれば分解し人間の手で山地でも移動させることができるものを山砲と呼ぶ。

「第一小隊、射撃準備にかかれ！」

「目標！　前方三キロメルテ赤旗三本！　照準あわせ！」

「命令復唱します！　目標三キロ先赤旗三本！　よろしいか？」

「三キロ先赤旗三本、よろしい！」

　小隊指揮官からの命令を復唱して確認した砲座の責任者が大砲に駆かけ寄って、砲ほう手しゆに指示を与え始めるのを見て、シンルーの横にいた、ショウ・ザが聞いた。

「確実を期するのはわかるが、命令をいちいち繰り返すのは不合理ではないかね？」

　シンルーは、首から提さげた紐ひもの先にぶらさがっている耳みみ栓せんをつまんでショウ・ザに見せた。

「砲兵は、砲ほう声せいで耳をやられないように、みんな耳栓をしています。万が一にも聞き違いや聞き落としがあってはなりませんので、命令はすべて復唱させることにしたのですよ……彼らは耳栓を我々のようにつけたり外したりできませんからね」

　ショウ・ザは、納得したようにうなずいた。

「なるほど、これは失礼した、すべて考こう慮りよ済みということだな」

　シンルーが両手に耳栓を持って答えた。

「それはそうと、そろそろ耳栓をされた方がよろしいですよ、発射準備ができたようです」

「おお、そうか、いかんいかん」

　ショウ・ザがそう言って、あわてて耳栓をしながら目標の方を向いて双そう眼がん鏡きようを目に当てると、周りにいた諸しよ侯こうとその従者たちも急いでそれに習った。

　そこは、簡単な丸太を組んで、日よけの天幕を張っただけの急ごしらえの粗そ末まつな観戦席だった。しかし、その席に並んでいるのは、質素な観戦席には似つかわしくないショウ・ザをはじめとする、この東域国の首脳と諸侯たちだった。

　耳栓をつけて首から双眼鏡を下げた彼らは、身を乗り出すようにして、訓練場で訓練している砲兵隊を見ていた。

　王宮の会議室で東域国王から、大砲の存在と、その威力を聞かされてから約半年。彼らに初めて大砲の実物とその威力が公開されたのだ。

　四キロテという射程距離、そして土ど嚢のうを積み上げた陣じん地ちを一撃で粉砕するその破壊力、そのどれも百ひやく聞ぶんは一見にしかずというコトワザのとおり、彼らの想像を超えていた。

「次の弾丸の発射準備が終わったようですね」

　シンルーの言葉のとおり　四つある砲ほう座ざで、すべての準備が終わったことを示す白旗が振られていた。

　やがて、最後に残った一つも準備が終わったのだろう、白旗が上がった。

　砲ほう兵へい隊の指揮官が手に持った赤旗を差し上げると、各砲座の白旗が下がり、緊張感が走った。

　そして、指揮官が赤旗を振り下ろすのと同時に、周囲に轟ごう音おんと白煙が満ち、砲座に置かれていた大たい砲ほうが、後方に向かって蹴け飛とばされるように動いた。

　大砲の後方には盛り土によりスロープが作ってあり、反動で後方に動いた大砲は、自じ重じゆうでがらがらと車輪を回してスロープを下り、発射位置まで戻って来るようになっている。

　一呼吸もしないうちに、ショウ・ザの視界の中にあった三本の赤旗が視界から消し飛んだ。　周囲にいる諸侯たちから感嘆の声が次々に上がる。

「素す晴ばらしい！」

「西せい域いき国の陣じん地ちに陣取った連発銃じゆうの射程距離より遠くから、その陣地を破壊できるというわけですな」

「ああ、あの大砲で敵の陣地を叩たたいておけば、我がサイ・トウ一族の切込み隊は、連発銃などに邪じや魔まされることは無い」

「あの大砲にどかどか撃たれ、震えていた西域国の兵士どもが、爆煙が収まったと思って顔を上げたら、そこにサイ・トウ殿の必殺切込み隊が白はく刃じんをきらめかせて突っ込んでくるのを見る、というわけですな」

「いや、これで我が東とう域いき国は無敵も同然ですな」

　双そう眼がん鏡きようを外はずしたショウ・ザは、三キロテ先の着弾地点にたなびく爆煙を見て、感心したように首を振った。

「狙ねらいどおりではないか、いや、見事なものだ」

　シンルーは、まんざらでもない、という風な顔で答えた。

「ほぼ無風でしたからね、やはりこれだけの距離があれば、風の影響や、様々な影響を受けて着弾地点はバラつきますよ、大砲はやはり、数を揃そろえて使用する兵器ですね」

　ショウ・ザは、シンルーを見て興味深そうに聞いた。

「さて、毎月二回の演習をやって兵士の訓練はできた。大砲の数はそろえた。砲ほう手しゆの訓練もできた……これで準備完了かね？」

　シンルーはうなずいた。

「ええ、これでいつでも山にいる熊を退治できますね」

　居い並ならぶ諸しよ侯こうや高官たちの間に笑い声が上がった。

　馬ば鹿かにされたと思ったのだろう、ショウ・ザが怒ど鳴なった。

「誰が熊の話をしている！　私は西せい域いき国との戦いを言っているのだ！　人を馬ば鹿かにするな！」

「そちらの件に関しては、私の権限が及ぶところではありませんので、ご質問にはお答えしかねます。一いつ介かいの参さん謀ぼうに過ぎない私の権限でできるのは、せいぜい山野の害獣駆く除じよというところですので」

　自分の怒鳴り声を受け流すように答えたシンルーを見て。ショウ・ザは、大きく鼻を鳴らした。

「ふん、相変わらずだな……とぼけているのか、正直なのか判断に困る男だよ、君は」

　シンルーはポーカーフェイスのまま答えた。

「私は、不正確な推察を申し上げることはしないことにしております。特に作戦行動などの決定権を持つ方に対しては、常に正確なデータをお渡しするべきです。過去における様々な失策の理由の多くは、リーダーの周囲にいる者が、不明であるものを不明であると正直に告げず、勝手な憶おく測そくや、時としてリーダーに迎合せんがために事実と異なるデータを提示した、というところにあります。いかに有能なリーダーであっても、判断材料となるデータが誤っていたのでは、最良の選択をすることはできません」

　高官の一人が尋ねた。

「そうか、要するに我々に不正確なデータを示すわけにいかぬがゆえに、西域国との開戦の時期などは答えられないというのだな」

「左様でございます、その決定権は東とう域いき国王陛へい下かにございますゆえ……」

　表情を変えぬシンルーをからかうような口調でショウ・ザは言った。

「では、君の言うところの、正確なデータというのを一つ示してもらえんかね？　なんでもいいから」

　シンルーは小首を傾かしげ、少し考え込むようなポーズを取ったあとで答えた。

「そうですね……では、東域国と西域国が戦った場合、どちらが勝つか、というデータはいかがですか？」

　思いがけない答えを聞いたショウ・ザは目を見開いた。

「な、何だと？」

「正確なデータに基づく推察を示しますが……ご不満ですか？」

　お互いの顔を見合わせて、不安そうな顔をする諸しよ侯こうたちを見回したショウ・ザは、少しうろたえたように答えた。

「あ、いや、それは聞いてみたいが、こんな場所で軽々しく口にするようなことでは……」

　シンルーは微笑ほほえんだ。

「何、私の推察など、競馬の前に行う評論家の予想のようなものです。データは正確で、推察の方法も合理的だが、的中するとは限りません。あくまでも参考です。私は予言者でも占い師でもありませんからね」

　毒気どつけに当てられたような顔をするショウ・ザに向かって、シンルーは静かに言葉を付け足した。

「私の仕事は、お膳ぜん立だてです。国王陛へい下かが決断を下す、その決断をお誤りにならぬようにすべての材料を示すことなのです」

　ショウ・ザは、小さく咳せき払ばらいをしてから聞いた。

「これは……どうやら私の聞き方が悪かったようだな。では、あらためて聞こう。君が国王陛下に示すつもりの、すべての材料は揃そろったのかね？」

　シンルーは唇くちびるの端に笑いを浮かべたまま一礼した。

「ご決断を仰あおぐのに必要な要素は……あと一つでございます」

「ほう……で？　その要素とやらは、いつ頃揃うのかね？」

　ショウ・ザの顔を下から仰ぎ見るように見て、シンルーは笑った。

「なるほど……そうきましたか。お答えせぬわけには参りませぬようですな。しかし、明確な期日は申し上げられないのです。なぜなら最後の要素に関しては、我が国とも西せい域いき国とも関わりの無いところが決定権を持っておりますゆえ」

　……我が国とも西域国とも関わりの無いところ？

　ショウ・ザは、怪け訝げんな顔をしたあとで、何かに思い当たったように目を見開いた。

　そういえば、バンドール河に架かかるレゲマン鉄橋の開通は、あと数日のところに迫っていたはずだ。

　……そうか、すべての要素とは、東とう域いき国が勝利するための要素なのだ！

　まず、国力の差だ。西域国はスタンピードと教団とのたび重なる戦いで疲ひ弊へいしている。

　次に兵士の訓錬度だ、我が国は国を挙げてこの半年で十一回の総合演習を行ってきた。各州の諸しよ侯こうがそれぞれに軍を持つ我が国は、国全体の軍として動く訓練は、今までほとんど行われて来なかった。それが大規模な軍事行動を起こす場合の制約となっていたが、この演習で、いまやそれは無いに等しい。

　そして、あの大たい砲ほうだ。肉にく弾だん兵の銃じゆう剣けん突撃を基本戦法とする我が軍にとって、西域国の連発銃じゆうは脅きよう威い以外の何物でもないが、あの大砲さえあれば、陣じん地ちを破壊し、弾だん幕まく射しや撃げきの効果を失わせることができる。

　最後が地理的制約だ。我が国と西域国の間に横たわる大河バンドール。河幅四キロテに達するこの河こそが最大の障しよう壁へきだった。どちらの国も相手の領土に攻め込むには、河を渡らねばならない。運よく渡と河がに成功したとしても、補給物資を送るためには膨ぼう大だいな数の渡し船が必要になる。しかし、今、教団の架ける鉄橋により、二つの国は地続きとなろうとしている。

「……確かに。開戦を決断できる最後の要素は、我が国でも西域国でもない、第三者が握っているな……」

　ショウ・ザの顔を見た、シンルーがうなずいた。

「左様でございます、ショウ・ザ様、それが決まらぬ限りすべての要素が揃そろったことにはなりません。訓練された兵士、はるかかなたから敵てき陣じんを打ち砕くだく新兵器、そして大河を渡るあの橋。このすべての要素が揃って初めて、東とう域いき国王陛へい下かにご決断を仰あおぐことができます……」

　そして、シンルーは居い並ならぶ諸しよ侯こうを見回し、胸を張って言葉を継ついだ。

「そして、東域国王陛下より開戦の詔みことのりが発せられたときは、我が国王軍は先せん陣じんとなって驕きよう慢まんなる西せい域いき国に戦いを挑いどみます。諸侯の方々の軍も、ご準備怠おこたりなきように！」

　それは、今までの飄ひよう々ひようとした、どこか人を食った様子とは、打って変わった凜りんとした声だった。

　居並ぶ諸侯は、思わず居い住ずまいを正した。

　目の前に立つ男は、諧かい謔ぎやくに満ちたお調子者としてウワサされている男であることは確かだ。しかし、彼はそれと同時に王国軍の軍ぐん監かん長として、作戦立案を行い、実質的に東域国全軍を動かす男なのだ。

　ショウ・ザは、諸侯の前に傲ごう然ぜんと胸を張って立つシンルーを見て思った。

　……東域王が開戦を決断するであろう勝利の要素を、あと一つ忘れていた。

　シンルー・チュィ……この男だ。

　卓越した洞どう察さつ力と高回転する頭脳、欲や他人の目という雑音に惑まどわされぬ冷静で合理的な分ぶん析せき眼。傍ぼう若じやく無ぶ人じんとも言える率直な意見具ぐ申しんが許されるのは、私心が無いからだ。

　隙すきが無さ過ぎて、人に愛されはせぬだろうが、才気を好む者からは可愛かわいがられるだろう。

　……もしかすると、東域王が開戦を決断する、その最大の理由は、この男の存在なのかもしれんな。




　そして、この日から一週間後。

　シンルーが、開戦を決定する最後の要素であると言い切ったレゲマン鉄橋が開通した。

　その日、東域王は王国の高官と、そして各州の諸侯のみを王宮に集め、秘密会議を行った。

　普段は、列席するはずの随ずい行こう員や事務官などの立ち入りを固く禁じ、最高権力者のみで行われたこの会議は七時間に及んだ。

　この会議で何が決定されたのか、それは明らかにされなかった。

　西域国は、固かた唾ずを呑のんで東域国の動きを見つめていたが、東域国には何一つ、軍事的にも外交的にも動きは無かった。

　いや、軍事的には、小さな動きが一つだけあった。

　それは、東域国連合軍が、一週間以内に十二回目の総合演習を行うであろう、という発表であった。

　この情報は、西域国外務局の建物の二階の奥にある情報局分析部に、直ちに伝えられた。

　情報局の部屋では、分析部の係員たちが、次々に飛び込んでくる東とう域いき国の情報を大きな一覧表に書き出し、多角的な情報を一括して参さん謀ぼう本部に上げる作業に追われていた。

　ここは、以前は国防軍の情報部と外務局情報分析部に分かれていた情報収集処理機関を統一して生まれた新しい部局である情報局の一部門である。

　文書使が持って来た公式書類を読んでいた情報部の若い職員が、目の前の机で、山と積まれた一般注意情報を区分けしていた直属の上じよう司しらしい中年の男に声をかけた。

「東域国が、再び諸しよ侯こう連合軍として、大規模な演習を行うそうです……期日は明確ではありませんが、おそらく一週間以内だと思われます」

　注意情報用紙から顔を上げた上司は、顔をしかめた。

「よりによって、レゲマン鉄橋が完成したときを狙ねらって演習を行うとは……露ろ骨こつな挑ちよう発はつだな」

　若い職員は眉まゆをひそめて聞いた。

「どうしますアダムス班長。警告を出しますか？」

　アダムスと呼ばれた中年男はうなずいた。

「ああ、当然だ。警けい戒かいしておくに越したことはない。いつもどおり参謀本部に緊急情報として速報してくれ」

　若い職員は、不満そうに答えた。

「でも……これで十二回目ですよ。演習、演習って、東域国は月に二回も演習やっているんですから」

　アダムスは怒ど鳴なった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　十二回だろうが十三回だろうが報告するに決まってるだろう！　演習ってのはな、軍の実戦部隊が集結し、作戦行動に基づいて移動することを言うんだ！　筒つつ先さきがこっち向いていないだけで、そいつはそのまま実戦と変わらん！　危険度が高いと判断されることがあれば、それを確実に報告することが俺おれたち情報部の仕事だ！」

「は、はい、申し訳ありません！」

　青ざめた顔をして頭を下げ、あわてて速報用紙を書き始めた若い職員を見て、アダムスは不満げに鼻を鳴らした。

　……人間ってのは、慣れの生き物だ、ってのは本当だな。

　東域国が最初にやった演習のときは、諸侯連合軍が編成されたというだけで、この部屋は大騒ぎだったのに、今じゃあ誰も声一つ上げやしない。

　これだけ状況が緊迫してくれば、仕方ないとも言えるんだが、警戒心だけは鈍にぶらせないようにしておかないとな……。




　西せい域いき国軍務局の建物の一階にある大きな中央指揮室。

　そこは、一年前、エズオルのスタンピード対策本部と呼ばれ、そして半年前は教団の懲ちよう罰ばつ部隊迎げい撃げき司令部と呼ばれていた。

　そして今、この部屋は国防総司令部と呼ばれ、西せい域いき国国防軍の部隊すべてを統とう括かつする中ちゆう枢すうとなっている。

　レゲマン鉄橋の開通に合わせて東とう域いき国が再び大規模な演習を行うという情報が流れたとたん総司令部の空気は一気に張り詰めた。

「どうします　地方守備隊に臨戦態勢の動員をかけますか？」

　幕ばく僚りようの一人に尋ねられたキナリレー参さん謀ぼう長は、首を振った。

「いや、開戦が避けられない、と決定されたのならば、西域国全軍に対し戦闘態勢を下か命めいし、すべての軍を戦争に向かって動員すればいいだけのことだ。しかし、事態は最後まで流動的だ。

　双そう方ほうの国家指導者の一言、一本の通達、それだけで戦争状態は回避されるのだぞ。その状況下で兵士を動員し、臨戦態勢に置くということは、いたずらに相手国を刺激し、開戦不可避の方向に流れる可能性がある、今までどおり警けい戒かい宣言を出して、いつでも各部隊をレゲマン鉄橋付近に動員できる態勢を取っておくしかない……後ご手てに回るかもしれんが、どうしようもないな」

　中央に広げられたパレオ大陸の地図を見下ろしたキナリレー参謀長は、考え込んだ。

　……正直なところを言えば、動員をかけて、兵士を戦闘配備し続けるだけの予算が無いのだがな。

　我が国は戦争などやりたくはないし、できないのだ。スタンピードと教団という二つの敵と戦った今、国庫は火の車だ。

　兵士に補給する食料や弾だん薬やくが無料で手に入るわけではない。国家のためだという理由で国民に金を払わずに強制徴ちよう収しゆうなどすれば、国家経済はめちゃくちゃになり、戦う前に滅亡する。

　戦争によって手に入るものと戦争によって失うもの、それを誰もが考える。失うものは確実で、手に入るものは不確実なのに、なぜ人は手に入るものを確実だと考えてしまうのかな。

　地図を見て考え込んでいたキナリレーの脇わきに、コルドン将しよう軍ぐんが立ったのはそのときだった。

　コルドン将軍は、自じ嘲ちようするような笑いを浮かべて言った。

「君が何を考えているのか、当ててみようかね？　……金が無い。そうだろう？」

「わかりますか？」

「この西域国の参謀で、それを考えぬものはおるまい……」

　そう言ったあとで、コルドン将軍は、レゲマン鉄橋の西域国側を指差して聞いた。

「ここの防御陣じん地ちは完成したのだな……こんなに短期間でよくやってのけたものだ」

　キナリレーは微笑ほほえんだ。

「その件に関しましては、工兵隊を褒ほめてやって下さい。彼らの努力なしでは到底できなかったと思います」

　コルドン将しよう軍ぐんはうなずいた。

「うむ、それについては、特別の配慮を考えておるよ……しかし、本当にそんなに早く攻撃を受ける可能性があると考えているのかね？」

「レゲマン鉄橋が開通するのと同時に、と考えているわけではありません。しかし、可能性があるならば、それに対処できる態勢を作り上げるのもまた必要なことだと思います。増水期に渡と河がを行うというのは常識はずれの考えです。そしてそれがゆえに危険性が高いと私は考えます」

　胸を張ったキナリレーを見て、コルドン将しよう軍ぐんは、にやりと笑った。

「常識はずれほど怖いものは無い……例の大演習で、我が軍の全員がそれを知ったからな。この防衛陣じん地ちの数を増やしたのも、その常識はずれの片割れの提言らしいが、防衛陣地はすでに稼か動どうしているのだろう？」

「はい、銃じゆう士し隊二個連隊八百名、炸さく裂れつ弾だん装備の火か攻こう兵へい一個連隊四百名がすでに配備済みです」

「火力は？」

「最新式の水冷式連発銃が三箇所にそれぞれ二十丁ちよう、それと最新式の大型炸裂弾が配備されています」

「大型炸裂弾というと、例の『大たい砲ほう』とかいうヤツかね？」

　キナリレーは残念そうに首を振った。

「いいえ、大砲の実用化は鋭えい意い進めておりますが、まだ完成しておりません、ここに配備されているのはロケット式の連射型炸裂弾です。大砲に比べれば射程、威力、ともに劣りますが、一いつ斉せい発射した際の弾だん幕まく効果はこちらの方が高いとの話です……それに何より安上がりに数をそろえることができるのが、何と言ってもありがたいですな」

「うむ、それが一番ありがたい」

　デメララの総司令部で、コルドン将しよう軍ぐんが、大おお真ま面じ目めな顔でうなずいたその頃。

　そこからはるか南に位置する製鉄都市グレンダランにある、六三三銃士隊の駐ちゆう屯とん地ちでは、執しつ務む室にいたケリンを、Ｄデイー・Ｄデイーが問い詰めていた。

「おい、ケリン、お前、うちの兵士に休暇をやったってのは本当か？」

　ケリンは事も無げにうなずいた。

「ああ、午後からこの間の演習の代休ってことで休みにした。それがどうかしたか？」

「それがどうかしたかって……お前なあ、今がどんなときか知っているんだろうな。警けい戒かい待たい機き命令が出ているんだぞ」

　ケリンは、あっさり答えた。

「知ってるよ、でもよ、規則調べたら警戒待機命令ってのは別に禁きん足そく令れいじゃないんだな。非常召しよう集しゆうがかけられても、すぐに対応できるように警戒心を怠らず、常に所在を明らかにしておくこと……ってのが内容でよ、俺おれは今まで禁足令と勘違いしてたんだ」

「そりゃあ規則にはそう書いてあるけど、実際には禁足令みたいなものなんだぞ、所在を明らかにしておくってことはそういう意味なんだ」

　ケリンは、怒ったような顔をしているＤデイー・Ｄデイーに向かって肩をすくめた。

「でもよＤ・Ｄ。うちの連中は、ここんとこ二週間駐ちゆう屯とん地から一歩も外に出てないから、結構ストレスが溜まってるみたいでよ、兵舎じゃ毎晩ケンカ騒ぎが絶えねえってハンキーが言っていたんだ。駐屯地を空からにするわけにはいかないから、半分ずつ交代で街に出ろと言ってあるんだけど、それなら別にいいんじゃねえのかな。デメララみたいな大きな街じゃねえし、酒飲む店だって決まってるようなものだし……」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「そりゃあ兵隊連中は喜ぶかもしれないけど、国の中がこんだけ大騒ぎになっている最中に、半日の休暇をやったなんてことが方面軍のお偉えら方がたに知られたらお前……」

　ケリンはきょとんとした顔で聞いた。

「どうにかなるのか？　たかだか俺おれとお前が処分食らうだけのことじゃねえか。俺とお前の二人の処分で、うちの連中二百人が喜べば安いモンじゃねえか、二対二百だ、割に合う」

　Ｄ・Ｄは、何かを言おうとして、すぐにあきらめたように首を振った。

「まあな、確かにお前の言うとおりだ。たかだか処分食らうだけの話だ。考えてみれば俺もお前も最は初なっから出世なんてことは考えていないんだものな」

　ケリンはにっこり笑ってうなずいた。

「そうそう、今回、俺が百人隊長から二百人隊長になっちまったのも何かの陰いん謀ぼうだ。俺が出世するわけがない。だから俺はその陰いん謀ぼうを打ち砕くだくべく、こうやってお偉方のひんしゅくを買うようなことをワザと……」

「お前、それ、今思いついただろ」

　ケリンは舌をぺろっと出した

「わかるか……やっぱり」

「何年付き合っていると思う……」

　Ｄ・Ｄは、そう言ってケリンをにらんだあとで、仕方無い、と言う風に肩をすくめた。

「まあ、実際二週間もこんなところに閉じ込められていたんじゃ、精神的にも悪い。半日の休暇を交代で取らせて、息抜きさせるぐらいは、問題無いか」

　ケリンは少し真ま面じ目めな顔になった。

「それによ、今は下へ手たをすりゃあ、いつ出動がかかるかわからねえ状態だろ？　一いつ旦たん出動がかかれば、いつ帰って来られるかわからないんだ。今のうちに会いたい人や、挨あい拶さつしておきたい人がいるだろうと思うんだよな……」

　その顔を見たＤ・Ｄは、にやりと笑ったあとで、うなずいた。

「ほほう、そうか、そういう理由ね。確かにそうだ。会いたい人もいる。うんうん、確かに」

「何が言いたい！」

　Ｄデイー・Ｄデイーはとぼけた顔をして答えた。

「いや、別に……いかにもお前らしいな、と思っただけさ。自分だけ勝手に休み取って街に出るなんてことはお前にはできっこないものな……俺おれが留守番してるから、お前も街に行けよ」

「でもよ、さっきのお前の言葉じゃねえけど、常に所在を明らかにしておかなくちゃならないわけだろう？　一応隊長の身としては、どこに行ったのかわからないようじゃ示しがつかないんじゃないのか？」

　心配そうな顔をするケリンを見てＤ・Ｄは笑いながら言った。

「このグレンダランなら、通行人に聞くだけでお前がどこにいるかすぐにわかる。お前の顔と名前は知れ渡ってる。逃げも隠れもできないさ」

「……なんか手配書が出回っている逃亡中の凶きよう悪あく犯はんみたいだな」

「安心しろ、知名度はお前の方が上だ。さあ部屋に行って着替えて来いよ、半日なんてすぐに終わっちまうぞ」

「じゃあ……悪いけど、お言葉に甘えさせてもらうわ」

　ケリンはそう言うと、そそくさと執務室を出て行った。

　その後ろ姿を見送ったＤ・Ｄは面白そうに笑ってつぶやいた。

「……このグレンダランに銅像が立つほどの有名人と、その銅像を立てる理由を作った有名人の二人が街を歩くんだ……目立たないわけがないだろうが」




　一年前、数万頭のエズオルの群れに埋うめ尽くされたグレンダランの街は、今、そうと聞かなければ気がつかないほどまでに復興していた。

　焼け落ちた建物は建て直され、荒らされた家々の窓や壁はきれいに修復され。エズオルに抜かれて食われた花壇の花も、元通りに植えられて美しい花を咲かせている。

　中央広場には様々な商品を売ったり、軽い食事を提供する露ろ店てんが並び、その間を人々が忙せわしげに歩き、製鉄工場から錬れん鉄てつを運び出す鉄道馬車がひっきりなしに行き交うという活気に満ちた光景は、以前よりもにぎわって見えるほどである。

　戦争や地震といった災害と違い、飢うえたエズオルは食べ物を求め、家の中こそ荒らしたものの、家そのものを破壊することはなかったのが、最大の原因だろう。

　エズオルのスタンピードで最も損害を受けたのは、人的な被害であった。

　グレンダランの城壁の中に立て籠こもり、戦った人間たちの中から出た犠牲者も多かったが、それよりも多かったのは、グレンダランを見捨てて、逃げ出した人間たちだった。

　家財道具を持たず、身一つで逃げた人間は、なんとか川の中なか州すにあるタンカレーの街までたどり着くことができたが、馬車に家財道具を満まん載さいして逃げた人々のほとんどが、途中の村や小さな町にたどり着いたところで、後ろから押し寄せてきたエズオルの波に飲み込まれ、その村や町の人々と運命を共にした。

　スタンピードが終わり、街の復興が始まったとき、グレンダランには、市役所やグレン州政府という公務所で働く行政職の役人たちがほとんどいなかった。

　行政職の役人たちは、ほとんどが世せ襲しゆうの上級士族であり、彼らの多くがスタンピード発生のニュースを聞くのと同時にグレンダランを逃げ出してしまったからである。

　王国府の緊急対策局から何人か役人が派遣されてきたが、グレンダランの復興作業は、逃げ出さなかった気き概がいのある一握りの上級士族と、そして現場を預かる大多数の下級士族、平民たちの手によって行われた。

　もっとも、街の人々の多くが、それこそがグレンダランの街がわずか一年で、以前と変わらぬまでに復興できた理由だと信じているのもまた事実である。その、グレンダランの中央広場に面した小さな飲食店らしい店の奥で、帽ぼう子しをかぶったケリンと、水色のワンピースを着たミントの二人が座っていた。

　帽子のつばを持ち上げて店の間口から表を見回していたケリンが、ほっとしたように言った。

「やっと人通りが少なくなったみたいだな……それにしても、悪かったな、急に呼び出したりして」

　ミントはあわてて首を振った。

「ううん、大丈夫。今日の午後は、新しい砲ほう身しんの焼きなましが終わるの待たなくちゃいけなくて時間が余ってたの。研究員の人たちもみんな自由時間を楽しんでるわ」

「そうか、良かった……忙しいところを無理やり引っ張り出しちまったかな、とちょいと気がかりだったんだ」

　白い歯を見せて笑うケリンを見て、ミントは微笑ほほえんだ。

　……たとえどんなに忙しくたって、無理やりだって休みを取るよ。

　だって、これは、約束なんだもの。
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　その、ミントの笑顔を見たケリンは、どぎまぎしたように店の中を見回した。

「あ、いや、えーと、いきなり人に囲まれて握手攻めにされちまって逃げ込んだ店だけど、何か頼まなきゃ悪いよな……何か飲む？」

　そのとき、二人の前にオレンジジュースと、アイスコーヒーの乗ったトレイが差し出された。

　見ると、この店の主人らしい中年の格かつ幅ぷくのいいおばさんが、にこにこ笑ってそれを差し出していた。

「え？　あの……俺おれたちまだ、何も頼んでいないんだけど……」

　ケリンが戸と惑まどったように言うと、そのおばさんは、首を振った。

「いいんだよ、これはサービス。ミントちゃんは、以前何度かこの店に来てくれてオレンジジュース頼んでくれたよね……」

　ミントは目を丸くした。

「ええ、そうですけど……覚えてくれていたんですか？」

「忘れるもんですか、いつも買い物帰りに、ここでジュース飲んで、本を読んでいたじゃないか……」

　そう言ったあとで、そのおばさんは悪戯いたずらっぽく付け足した。

「あのときは一人だったけど、今日は二人なんだね、それも隊長さんと……これは私からの応援の意味もあるんだよ」

「応援だなんて……」

　真まっ赤かになって下を向いたミントを見て、ケリンが不思議そうな顔をした。

「何でお前真っ赤になってるんだ？　それに、応援ってなんのことだ？」

　おばさんは、ため息をついた。

「……ったく、これだから男ってヤツは……肝かん心じんなところは子ガ供キなんだから」

「子ガ供キ扱いしないでくれよ」

　口を尖とがらせたケリンを見て、おばさんは鼻で笑った。

「女の気持ちがわかんない男は、全部子ガ供キだって言ってんのさ……」

　そして、ケリンの鼻先に、右手の人差し指を突きつけた。

「あんたがわかろうがわかるまいが、とにかく私はミントちゃんの味方だよ。この子泣かせるようなことしたら、この街の半分はあんたの敵に回るからね！」

「半分？」

　目を丸くしたケリンに、おばさんは、にやっと笑って答えた。

「そう、この街の女の人全部ってこと」

「うわ、おっかねえ」

「そうそう、女は怒らせると怖いんだよ、よく覚えておきな」

　おばさんが、年に似合わぬウインクを一つ残して奥に引っ込むと。

　あとには、妙に気まずい沈黙だけが残った。

　午後のお茶の時間が過ぎ、夕方になる前のこの時間。店の中に二人以外に客の姿は無く、聞こえてくるのは、中央広場に面した店の入り口から、潮しお騒さいのように大きくなったり小さくなったりしながら聞こえてくる人々のざわめきだけだ。

　ミントは目の前にあるオレンジジュースのグラスから視線を上げられなかった。

　……うわあ、どうしよう。店のおばさんが変なこと言うから、ケリンが黙っちゃった。

　もしかして……怒ってるのかな？

　そのとき、ケリンが、ぽつんと言った。

「あの……さ、お前のその服……」

「え？」

　思わず顔を上げたミントと視線が合いそうになったケリンは、あわてて視線をそらすと、ぶっきらぼうに言った。

「王宮でのパーティのときに着ていたドレスに似ているのな……」

「あ、ああ、ケリンが勲くん章しようもらったときのパーティのドレスね……私、この色好きだから……」

　自分の着ていた水色のワンピースに目を落としたミントに向かって、ケリンは視線をそらしたまま答えた。

「似合ってる……と思うぞ……」

　ミントは下を向いたまま目を見開いた。

　それは、木で鼻をくくったような、半分怒ったような口調だった。

　でも、それがケリンの精一杯の照れ隠しであることが、ミントにはわかった。

　顔を上げたミントは、にっこり笑ってうなずいた。

「うん、ありがとう。お世せ辞じでも嬉うれしい」

「お世辞なんかじゃねえよ……」

　ケリンの態度は変わらなかった。でも、ミントはその態度の後にあるケリンの気持ちにしっかり気づいていた。

　ミントは、微笑を浮かべたまま言った。

「このデメララで行ったことの無い場所ってある？　どんなところに行ってみたい？」

　急に明るくなったミントにちょっと戸と惑まどったような顔をしたあとで、ケリンは何かに思いついたように答えた。

「えーと、なんだ。その、お前が生まれて育った街なんかを見てみたいかな……デメララのときの反対だ」

　予想していなかった答えだったのだろう、ミントは、ちょっと目を見開いたあとで嬉うれしそうにうなずいた。




　中央広場は、さっきよりも人通りが少なかった。

　ケリンは、トレードマークの赤髪を隠す帽ぼう子しを目深まぶかにかぶって、ミントと二人で中央広場を横切った。

　さっきは、ケリンがこの帽子をかぶるのを忘れていたため、人目を引き、呼び止められてしまった。そして、隣にいるのがミントだということが知られたとたん、人が、わっと集まって来たため、二人はあの小さな喫きつ茶さ店に逃げ込んだのだ。

　広場を足早に通り過ぎようとしていたケリンの足が止まったのに気がついたミントが顔を上げると、ケリンの視線は広場の中央に建てられたばかりの女神の銅像と、その後ろに置かれた大きな石せき碑ひに向けられていた。

　スタンピードの犠ぎ牲せいになった人々の鎮ちん魂こんのために建てられたその女め神がみの銅像は、一丁ちようの長ちよう銃じゆうを抱かかえて顔を上げ、正面を見つめる少女の姿をしており、硝しよう煙えんの女神というタイトルがつけられていた。

　後ろに置かれた石碑には、一年前のスタンピードで犠牲になった人々の名前がびっしりと刻み込まれている。

　眉まゆを軽くひそめ、その石碑を見つめるケリンの目を見て、ミントは思った。

　……あそこには、一緒に戦って命を失ったケリンの仲間の人の名前も刻まれている。

　きっと、あの、スタンピードのことを思い出しているのね。

　そのとき、ケリンがぽつんと言った。

「守らなきゃな……何が何でも……」

　その言葉を聞いたとき、ミントは、はっとした。

　東とう域いき国との軍事的緊張は高まり続け、もはやいつ戦争状態になってもおかしくはない、と聞いていた。




　……もし、戦争が始まれば、ケリンは真っ先に戦場に飛び込んでいく。

　軍人だから、それは当たり前のことなんだ。

　ミントは思わずつぶやいた。

「戦争……はじまっちゃうのかな？」

　ケリンは首を振った。

「さあな、俺おれにはわかんねえ。それを決めるのは偉えらい人たちだ、俺おれたちは自分たちの仕事をするだけのことさ……エズオルなら話しても通じねえから、撃つのも仕方ねえ。殺さなきゃ殺されちまう。でも今度は同じ人間だ。話して通じねえ相手ってわけでもないのにな……」

　そう言ったあとで、ケリンは小さく肩をすくめて笑った。

「こんなこと考えても仕方ねえ、偉い先生が朝まで論争したって答えの出ねえ問題なんだ。俺みたいな馬ば鹿かが考えるだけ無む駄だだ。それよりも、せっかくの休みを楽しく過ごす方を考えようぜ」

「うん……」

　ミントはうなずいた。

　そのミントの顔をケリンはじっと見つめてから、銅像の少女と見比べた。

「そういえば、あの銅像のモデルはお前なんだよな……あんまり似てないけど」

「モデルっていったってポーズだけだよ、長ちよう銃じゆう抱かかえて立っていただけだもの、顔とかは別人だよ、私、あんなに美人じゃないもの」

　赤い顔になって首を振るミントを見て、ケリンは笑った。

「安心しろ、顔はお前の方が勝ってる」

「え？」

「でも……胸の大きさは銅像の方が勝ってるな」

「ひどーい！」

　ふくれっつらになったミントを残して、ケリンが走って逃げ出すと、足元に群れていた鳩はとが驚いて飛び立った。

　中央広場に響いた羽音が、鳩と共に五月の空に消えていった。







　第七章　「決断」







　レゲマン鉄橋が開通し、三日が過ぎていた。

　鉄橋が開通すると、工事に携たずさわっていた教団の関係者は、簡単なセレモニーを開いて、開通を宣言すると、あとはどうなろうと自分たちには関係ない、と言いたげに工事用の機械やワーカーたちを連れて、そそくさと引き上げてしまった。

　あとに残されたのは、両国の軍隊がにらみあうその真ん中に残された、誰一人渡る者の無い鉄橋だけだったのだ

　東とう域いき国の王宮の最も奥にある瞑めい謐ひつの間では、東域王マオ・タイクーが目を閉じ正座して黙想していた。

　身じろぎ一つしないで黙想に打ち込むマオの眉み間けんには、苦行に耐える修行僧のような縦たて皺じわが何本も走っていた。

　やがて、一時間近く経過した頃、マオは静かに目を開けた。そして正面に掲げられた先祖の霊れい魂こんが宿ると言われている大きな祭さい壇だんに向かって深々と一礼した。

　マオの黙想が終わったのを知ったのだろう、左右の扉が開き、二人の侍じ従じゆうが部屋の中に入って来て一礼した。

「先ほどより、控えの間においてパイ・ランティー大たい将しようがお待ちでございます……」

　マオが小さく会え釈しやくすると、二人の侍従は一礼して下がった。

　正座を解き、ゆっくりと立ち上がったマオは、大きく深呼吸した。

　……すべての準備ができた、ということか。

　これで、私の名はこの世界の歴史に残るだろう。

　英断を下した名君としてか？　それとも悪あく逆ぎやく非ひ道どうの君主としてか？

　それを決めるのはのちの歴史でも、神でもない。

　今日、このときより始まる戦いの結果がそれを決める。

　勝てば名君、負ければ悪逆たる君主。

　いかに道理が通ろうとも正しき道であろうとも、敗者にはそれを主張する権利は無い。

　歴史も、価値観も、決定権のすべては勝者にのみ与えられるのだ。

　……ならば勝つ。

　勝って東域国の正しさを後の世に伝え、それを歴史とするまでのことだ！




　この日、東域王マオ・タイクーは、隷れい下かの全将しよう兵へいに向けて訓示を行った。

「忠勇なる我が東とう域いき国の将しよう兵へいに告ぐ！　我が軍はこれより、驕きよう慢まんなる西せい域いき国に対し、断固たる意思と態度、そして正義のなんたるかを示すために大演習を行うものとする！

　これは十二回目の演習に当たる！

　今までの十一回に渡る演習の総まとめであることを念頭に置き、各自己の本分を尽くせ！」

　この訓示が終わるのと同時に、東域国連合軍の各部隊は、あらかじめ決められていた作戦行動計画に合わせて一いつ斉せいに行動を開始した。

　この演習は、今までに無い規模のものであるらしく、本来は王宮の警備のため、動員が許されないはずの近衛このえ兵たちも、その半数が出動することとなっていた。

　金色のきらびやかな刺し繍しゆうを施した隊旗を掲げた近衛兵たちの隊列が、軍楽隊の打楽器の連打と共に都みやこの大おお路じを行進し始めると、大路の両側は見物人で一杯になった。

　長剣を背せ負おい、赤と金で彩られた鉄てつ兜かぶとをかぶった近衛兵たちが、一いつ糸し乱れぬ足取りで、都大路を歩いていくと、道の両側に並んだ少女たちが手に持った花や、細かく切った色紙の紙ふぶきを投げた。

　国民にとって、東域王は敬愛すべき偉大なる王であり、その王に忠ちゆう誠せいを誓う近衛連隊は、国民の誇りであった。

　東域国の首都ランダールの最も南側の外周部。

　水路の下流域となるこの一角には、水路に突き出した足場の柱にひっかかったゴミや汚お物ぶつが腐ふ敗はいするドブのような悪あく臭しゆうに常に包まれている。

　この絵に描いたような貧民街にも、都大路に響く行進曲と熱狂する人々の声援は聞こえていた。

　足場の上に薄汚れた、半分傾いたような家々が並ぶこの一角には、そんな貧民街の住民から見れば、御ご殿てんのように見える一軒の屋敷があった。

　屋敷といっても、その家はかなり古い。

　ランダールに、まだ人々が押し寄せるはるか前。その一角に今のような粗そ末まつな家々が立ち並び、人々が住み着く以前に、とある王族が、妾しよう妻さいを住まわせる別宅として建てた建物である。

　その屋敷の一間に、一人の大男が平伏していた。

　開け放たれた窓から、遠く都大路のパレードの音楽が聞こえてくる。

　男の前に座っていた一人の若い女が、優しい声で言った。

「お顔を上げて下さい、ハー・カイ。わたくしはもうセンヤ家の姫ひめではないのですから……」

　平伏していた大男は、ゆっくりと顔を上げた。
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「私のような男には、もったいないお言葉でございます。センヤ家が家名を失い、取り潰つぶされたとしても、このハー・カイは、家来であることに変わりはございません」

　若い女は小さくかぶりを振った。

　年ねん齢れいは二は十た歳ちくらいだろうか？　きりっとした目が印象的な上品な雰囲気を持つ娘むすめだった。

「いいえ、ハー・カイ。センヤ家は無くなったのですよ、この世から消えたのです。あなたは、わたくしに、頭を下げる義理も義務もありません。ですからわたくしのことを姫ひめなどとお呼びにならないで、名前をそのまま……ランカと、そう、ランカと呼び捨てにして下さい」

　ハー・カイは目を見開いた。

「そんな！　めっそうもございません！　姫を呼び捨てにするなどとんでもございません！」

　ランカと名乗った娘むすめは、悪戯いたずらっぽい目でハー・カイを見て言った。

「親しい人間同士は、呼び捨てにするものです。私だけがあなたを呼び捨てにして、あなたが私を呼び捨てにしないのは、不公平だと思いませんか？　カイ」

　名前を呼ばれたハー・カイは耳の先まで真まっ赤かになった。

「あ、いや、しかし、世の中には分ぶん相そう応おう、不ふ相そう応おうというものがございます、私などを呼び捨てにするのは構いませんが、私のようなものが姫を……」

「ほら、また姫って言った！　だから、やめてって言っているでしょう？」

　ランカはハー・カイをにらんだ。

「いや、しかし、その……」

　真まっ赤かになって言い訳をするハー・カイを見て、ランカはくすっと笑った。

「ねえ、カイ……昔は一緒に泥どろんこになって遊んだ仲じゃない。なんでそんな風に遠慮するの？　もう身分の差なんかないんだよ。わたしは士分と家名を失って、ただの平民の女の子になっちゃったんだから……でもね、わたしはちっとも嫌いやだなんて思っていません。子供達に読み書き算そろ盤ばんや琴ことなどを教えて、お金をもらって暮らしている今の暮らしの方が、昔の暮らしよりよっぽど楽しいわ、自分の力で生きているって気がするの」

　ハー・カイは表情を引き締めると、再び平伏した。

「ランカ様に申し上げます。私は先ほど、分ぶん相そう応おう、不ふ相そう応おうという言葉を使いました。それは国家が決める士族平民という身分のことではないのです。人間としての器の差のことでございます。私はしょせん武ぶ辺へんの者、この身とこの腕を持って奉公すること以外できぬ男でございます。私のような荒々しき者に、なんでランカ様を呼び捨てなどできましょうや。これ以上私めを困らせないで下さいませ、お願いでございます！」

　ランカはしばらく黙ったままハー・カイを見ていたが、やがて、少し悲しそうに聞いた。

「そう、わたくしはあなたを困らせているのですね……では、もっと困らせたら……わたくしのことが嫌いになりますか？」

「いいえ、とんでもございません！」

　平伏したまま小さく首を振ったハー・カイを見て、ランカは、ふわっと笑った。

「そうですか……では、安心して困らせることができますね」

「ランカ様……」

　情けなさそうに顔を上げたハー・カイを見て、ランカはちょっと真剣な目で聞いた。

「カイ、これ以上わたくしに困らされたくなかったら、正直に答えて下さい。あなたが志願したその『蒼そう天てん隊』というのは、正規軍の代わりに盾たてとなったりオトリとなったりする部隊だと聞きました……それは本当のことなのですか？」

　仕方ないな、という風に小さく首を振ったハー・カイは、ゆっくりと言葉を選ぶように答えた。

「はい、陽動作戦専門の部隊でございます。どのような使われ方をするかは、そのときが来て見なければわかりませんが。我々の役目は敵の目を引き付け、国王陛へい下かの忠ちゆう勇ゆうなる兵士の手助けをすることになっております。特に危険な任務に付くわけではありません」

「本当ですか？」

「本当でございます」

　ランカはハー・カイの目を正面から見つめて言った。

「わたしの聞いた話では、その蒼天隊というものに志願し、手て柄がらを立て、無事に生きて帰ったものには仕し官かんの道が開けるというものでした……そして、カイ、あなたは自分が仕官するのではなくわたくしの……センヤ家の再興を条件に隊長になったと聞きました……カイ、それは本当ですか？」

　ハー・カイは無言だった。

　そして、無言のまま視線をそらした。

　その表情を見たとき、ランカはそれが真実であることを確信した。

　ランカは叫んだ。

「なぜ……なぜそんな条件をつけたのですか！　仕官すべきはあなたです！　そして栄えい達たつはあなたにこそ与えられるべきものです！」

　平伏したハー・カイは、静かに答えた。

「私はセンヤ家の家か臣しんでございますゆえ……」

　その答えを聞いたランカの目から涙がぽろぽろと落ちた。

「……わたくしはあなたが嫌いになりました、顔も……見たくないくらい嫌いに。だから……もうわたくしのような人間のために死ぬことはありません！」

　そして、ランカは立ち上がると、泣きながら奥の部屋に走り去った。

　ハー・カイは無言のままゆっくりと頭を下げた。




　蒼そう天てん隊の隊長であるハー・カイが元の主君の娘むすめに出しゆつ陣じんの挨あい拶さつをしていた頃。

　東とう域いき国王宮にある総司令部の部屋の中央には、このパレオ大陸の大きな地図が広げられ、その周りを、何十人という参さん謀ぼうとそして女性事務官が取り巻いていた。

　参謀は前線から伝令が送ってきた情報を元に女性事務官に指示を与え、事務官は長い棒ぼうで地図の上に置かれた部隊名の書かれた札を、その指示通りに動かすのが仕事だった。

　その光景は、着ている制服のデザインと、そして地図の手前側が東とう域いき国になっているのを除けば、西せい域いき国の国防軍総司令部と瓜うり二つの光景だった。

　唯一違っているのは、部屋の中央に置かれた地図の周囲の床ゆかが階段状に高くなっているという点だろう。

　周りにいる人間の肩越しに地図を見下せるように工夫されたこの床をデザインしたのは、シンルーだった。

　多くの人間が同時に地図を見ることのできるこの工夫を東域王から褒ほめられたシンルーは、肩をすくめて『いえ、本官は背が低いので、単に見やすくしただけのことでございます』と答えたと伝えられている。

　その自分の言葉を証明するように、床の一番高い段に立って地図を見下ろしていたシンルーに、若い参謀が不安そうな声で話しかけた。

「大丈夫でしょうか？」

　地図から目を離さぬままシンルー答えた。

「今まで十一回も演習をしてきた理由は何のためだと思う？」

「兵の習熟度を上げるためですね？」

　シンルーはうなずいた。

「それもある。しかしそれだけではない。こちらの密みつ偵ていが西域国にいるように、西域国の密偵もこっちに入り込んでいるはずだ。いくら秘密に動いても、こっちの動きは筒つつ抜けだと思った方がいい」

　参さん謀ぼうは目を見開いた

「敵に覚さとられているということですか？」

「そうさ、だから十一回もの演習を行ったのだよ。兵を集結させ、移動させることが、特別のことでもなんでもない、当たり前のことだと思わせるためにな。

　……人間というのは慣れる生き物なのだよ。兵士が集結し、移動を開始するのを知った敵は当然警けい戒かいする。しかし、その警戒心は、最初の演習のときに比べればはるかに低いだろう。敵は慣れてしまったのだよ、我々の軍が動くことにな……今頃敵の情報部は必死に警告を発しているだろう「オオカミが来た！」とな。

　しかし、今まで十一回もその叫びを聞いてきた村人たちは、もはやその叫びに耳を貸すことはない。たとえ耳を貸しても腰は重い、それこそが狙ねらいなのだ」

　そして、シンルーは若い参謀に笑いかけた。

「この先この戦いがどう展開していくか、楽しみにしていたまえ……予想もつかぬ展開が待っていれば楽しいのだがな……さて、私は実戦部隊の指揮に当たらねばならないので、これで失礼するよ」

　若い参謀は、あわてて敬礼した。

「お気をつけて！　御武ぶ運うんをお祈りしております」

　一礼して部屋を出て行ったシンルーを見送った若い参謀は、小さく首を振ってつぶやいた。

「あの、シンルー殿の予想のつかぬ展開などあるわけがない……」

　シンルーが総司令部をあとにしたその頃。




　西せい域いき国の情報局の一室では、情報分析班長のアダムスが、自分の目の前に積まれた注意情報用紙に目を通していた。

　それは、市井しせいの人々などから聞き込んだ東とう域いき国に関する様々な風評や情報が書かれたもので、まさに玉ぎよく石せき混こん交こうの情報の入り混じった藁わらの山のようなものだった。

　この混こん沌とんとした藁の山の中から、一本の針を感じ取る能力。つまり重要な情報の端たん緒しよを見つけるアンテナがなければ、情報部は務まらない。

　イスの背もたれに体重を預けた姿勢のまま注意情報用紙に目を走らせていたアダムスの目が止まったのは、そのときだった。

　アダムスは表情を変えると、身体からだを起こして、顔の前で両指を組んで考え込んだ。

　その用紙に書かれていた情報は、東域国で商売をしていた商人から聞き込んだという、レゲマンの渡し場で連絡船に乗っていた水みず先さき案内人の話だった。

　……バンドール河下流に、もう一つ別の渡し場を作るだと？

　そんな話は聞いていない。もしかしたら貿易通商部との間で合意に至っていたのが、この禁輸騒ぎで伝わっていないのかもしれないが……。

　どう考えてもそんなところに渡し場を作って、採算が取れるとは思えないな。

　近くにあるもので、運べる産物といえばグレンダランで造られた錬れん鉄てつぐらいのものだが、あれは全部支流のグレン川を使って運ばれている……じゃあ、この船は一体何を運ぶんだ？

　そう考えたとき、アダムスは一つの可能性に思い当たった。

　アダムスは、情報用紙を引っつかんで、がばっと身を起こすと、目の前にいる若い職員に向かって叫ぶように言った。

「ザーレック！　俺おれはこれから参さん謀ぼう本部に行ってディビス部長に会ってくる！　お前はその報告書を俺が帰って来るまでに仕上げて決けつ裁さいに上げておけ！」




　アダムス班長の見つけ出した情報は、国防軍総司令部で他ほかの情報と照らし合わせて検討が加えられた。

　そして、参謀本部が下した決断は、グレンダラン東部バンドール河において、東とう域いき国の軍事行動がある可能性が極めて高いというものだった。

　それは、他ほかの情報の中に、東とう域いき国は陽動作戦のオトリとして徴ちよう募ぼ兵からなる『蒼そう天てん隊』という部隊を新たに編成した、という情報と、その『蒼天隊』が、行軍訓練と称し南部に移動した、という情報があったためである。

　陽動部隊に動きがあったということは、すなわち本隊が動くということの証明でもある。

　東域国が西せい域いき国に宣戦布告し、攻撃を仕掛けるのは、もはや時間の問題だと誰もが考えた。

　キナリレー参謀長からこの報告を受けた国防軍総司令官であるコルドン将しよう軍ぐんは、直ちに王宮に向かい、バーネット公に事の次第を告げた。

　バーネット公は、しばし無言のまま目を閉じていたが、やがて目を開くと静かに告げた。

「よろしい、ならば受けて立つまでのことだ！　国防軍全軍に臨戦態勢を取らせ、いかなる攻撃に対してもこれを看かん過かすることなく立ち向かうように命じよ！　暴ぼう虐ぎやくなる東域国の軍隊にこの国土を踏ませてはならぬ！　世は、兄王からお預かりしたこの西域国の国土を絶対に守り抜く覚かく悟ごである！」

　この、バーネット公の宣言は命令書となって直ちに西域国のすべての国防軍部隊に向かって伝令が走り出した。

　この日、西域国もついに机の上に残されていた最後のカードを引いた。

　テーブルを挟はさんだ二つの国家は、共にカードを引き、そしてそれを見た。

　そのカードの絵え柄がらは、進軍のラッパを吹く天使と、そして生命いのちの緒おを刈かる大おお鎌がまを抱いだいた死神が半々に描かれた絵柄だった。

　もはやカードを机に戻すことはできなかった。二つの国家に残されている行動は、その絵柄を相手に突きつけるタイミングを選択することだけだった。

　伝令の到着と共に、西せい域いき国内の各部隊は、あらかじめ決められた防衛計画に従って、ぞくぞくと国境地帯に向けて移動を開始した。

　グレンダランに駐ちゆう屯とんしている六三三銃じゆう士し隊の隊長執しつ務む室で、その知らせを受け取ったケリンは、大きく息を吐はいた。

「ついに戦争か……」

「ああ、こいつは臨戦態勢での出動命令だ。注ちゆう釈しやくがついている『これは演習にあらず』だとさ」

「演習じゃないってことは本物の戦争ってことだからな。さて、早いところハンキーを呼んで、出動準備をさせようぜ、レゲマン鉄橋までの長旅だから、装備とか補給物資とか揃そろえる物がいっぱいあるし……」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「いや、俺おれたちの行き先はレゲマン鉄橋じゃない。このグレンダランを拠きよ点てんにして、陽動部隊に対抗するのが仕事だ」

　ケリンは目を丸くした。

「陽動部隊に対抗しろだって？」

　Ｄ・Ｄが手に持った命令書を指差して答えた。

「ああ、国防軍総司令部からの伝令が伝えてきた命令によると、俺たちはグレンダラン東方のバンドール河西岸一体の警けい戒かいに当たり、敵の侵攻に備えること、となっている。おそらく敵の小部隊をこのグレンダランあたりに渡と河がさせて、揺さぶりをかけ、本隊がレゲマン鉄橋を渡るために、少しでも防ぼう御ぎよ側の兵力の集中を欠いておこう、ということなんだろうな」

「くそ、なんかナメられたような気がしないでもないな……」

　右手の握りこぶしを左の手のひらにうちつけて舌打ちをしたケリンを見て、Ｄ・Ｄが笑った。

「いや、その逆かもしれないぞ。同封されていたキナリレー参さん謀ぼう長の手紙によると、敵は俺たち六三三銃じゆう士し隊の戦闘能力をかなり高く評価しており、俺たちをレゲマン鉄橋の正面作戦に参加させないために、グレンダラン周辺で陽動作戦を展開するのではないかと思われる、とのことだ……この分析が本当かどうかはわからないけど、この手紙から一つだけわかることがある」

「何だい？」

「キナリレー参謀長は人の使い方が上う手まいってことさ」

「違ぇねえな……」

　ケリンは笑いながらうなずくと言葉を継ついだ。

「だとしたら、俺たちは上う手まく使われてやるのが礼儀だな、部隊に非常召しよう集しゆうをかけて、煙えん硝しよう蔵を開け。装そう填てん済みのチャンバーの配布を始めようぜ！　完全臨戦態勢装備で全員集合だ！」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「完全臨戦態勢装備で部隊集合……何分後に？」

「十分後だ」

「了解！」

　Ｄデイー・Ｄデイーはケリンに敬礼すると、執しつ務む室を飛び出して行った。

　六三三銃じゆう士し隊が完全臨戦態勢装備で全員整列するのに八分と三十秒かかった。

　四列横隊で百人ずつ、二つの隊に分かれて並んだ隊員たちの前に立ったケリンは、隊員の中に二種類のタイプがいるのに気づいていた。

　緊張した面おも持もちで目を合わせようとしない隊員と、そして不ふ敵てきな面つら構えでケリンの方を見返してくる隊員である。

　……定数増であとから来た補充兵は、これが初うい陣じんだから無理もねえ……というより古こ参さんの連中が普通じゃないのかもしれないな。

　ケリンは部下たちに向かってにやっと笑って見せた。

　そして、その笑いを顔に出したまま言った。

「おい、みんな、笑ってみろよ」

　隊員たちは、怪け訝げんな顔になった。こういったいわゆる閲えつ兵ぺいのような点検礼式では、表情を顔に浮かべるのは厳しく禁じられている。

　どうしていいのかわからないような顔をする新兵たちと好対照なのが、古参兵たちだった。

　……また、何か面白いことを始めやがった、という顔をしてにやにや笑い始めたのだ。

　ケリンは、大きく息を吸うと、声を張り上げた。

「俺おれたちは、真剣なときは、真ま面じ目めなときは笑うなと教えられた。でも、本当はどんなときでも笑うことができるぐらいの余よ裕ゆうが無きゃダメなんだ！　一番大変なときにこそ、一番ピンチのときに、自分を横に立って見下ろして『馬ば鹿かだよなァ』と笑えるヤツだけが生き残れるんだ！　俺たちはこれから戦争に行く。戦争ってのはどんな大義名分をつけたところで詰まるところは殺し合いだ。殺さなきゃ殺される。嫌いやだ断る、というわけにはいかねえ。

　俺たちは今まで二回戦ってきた。一回目はエズオルで、二回目はワーカーだ。どっちも人間じゃねえ。だから安心して銃じゆうの引き金が引けた。でも、こんどの相手は人間だ。俺やお前らと同じ人間だ。この中には、同じ人間に向けて銃を撃つことができねえヤツもいるだろう。俺はそいつらを責めるつもりはねえ。でもな、世の中には言ってわからないヤツってのがいるんだ。「やめなさい」と口で言って言うことを聞く人間ばかりなら、ガーディアンは盗とう賊ぞくどもを捕つかまえるのに苦労はしねえだろう。

　ぶん殴なぐって、時として切りつけて、銃で撃って倒さなきゃならねえ。人間をぶん殴るのも切りつけるのも撃ち殺すのも、人を守るためなら許される。自分の身を守ることができない人間に成り代わってそいつらを守ることが、ガーディアンの仕事だからだ。

　東とう域いき国の連中がどんなヤツらなのか俺は知らねえ。もしかしたら気のいいヤツらなのかもしれねえ、素す手でで、手土産みやげ提さげてこの街に来るなら笑って相手してやるけど、そいつらが鉄てつ砲ぽう持って、この街に攻めて来るなら俺おれは容よう赦しやしねえ。この街を守るのが俺の仕事だからだ！

　逃げるヤツ、銃を捨てたヤツ、話してわかるヤツは撃つな、そいつらは人間だ、エズオルじゃねえ。でも、話してわかんねえ相手なら、そいつらはエズオルと同じだ。いいか、お前ら。これから戦う相手は全部エズオルだと思え！　戦って追い払うしかねえんだ！

　人を撃つってことを全部を正面から抱かかえ込んでどうにかできるヤツは抱え込め、抱え込んで乗り越えろ！　でも、それができねえヤツもいる。そういうヤツは笑え！　自分を、戦争を、世の中を全部笑いのめして、いなして生きろ！　しょせん人間なんだと自分を笑え！　自分を笑ったときから見えてくる道がある！　信じられねえかもしれないが……俺たちはそうやってスタンピードを生き延び、教団の化けクモに勝って来たんだ！　新兵諸君！　一緒に笑って戦えるようになろうぜ！」




　そして、ケリンは白い歯を見せて笑った。

　整列した兵士たちの間に笑顔が広がるのを見たＤデイー・Ｄデイーは心の中でため息をついた。

　……これから戦争に行くってのに、部下に向かって、笑え、笑って戦え！　なんて訓くん辞じをする指揮官なんてのは前代未聞だろうな。

　でも、みんながみんなそれくらいの余よ裕ゆうがあれば、戦争なんか起きやしない。

　戦争ってのは、真剣で大おお真ま面じ目めで、眉み間けんにタテジワ作って冗じよう談だんひとつ言わないようなヤツが始めるんだろうな。




　バンドール河は、グレンダランの東方約二十キロテのところを流れていた。

　北の山脈地帯に源を発したこの大河は、グレンダランのあたりまで南なん下かすると大きく蛇だ行こうを始め、そのまま南の森林地帯へと入って行く。

　そして森林地帯の中でいくつもの支流と広大な湿地帯を形成し、大海へ注いでいるのだ。

　上流のレゲマンの渡し付近で四キロテほどあった河幅は、グレンダランあたりまで下ると六キロテから七キロテに達しており、対岸がかすんで見えないこともたびたびある。

　グレンダランの駐ちゆう屯とん地から馬車に分乗して出発したケリンたちがバンドール河の西岸にある小さな漁師町タルゴスに着いたのは、その日の昼過ぎだった。

　村の広場では子供達が、目を丸くして兵士を乗せた装そう甲こう馬車の群れを見上げていた。

　十一歳さいくらいの、見るからに親の言うことを聞きそうにない男の子が声を上げた。

「すっげえ！　装甲馬車だ！　グレンダランの銃じゆう士し隊だぜ！」

　横にいた七歳くらいの女の子が顔を上げた。

「兄ちゃん、あの馬車知ってるの？」

「知ってるさ！　あれは西せい域いき国で一番強い兵隊たちなんだぜ！　ほら、一年前にエズオルが襲ってきたことがあっただろ？　みんな船に乗ってタンカレーに逃げたとき……」

「うん、怖かった……」

「あのとき、あの兵隊たちはグレンダランの町に立てこもって戦い抜いたんだぜ」

「へえ……」

　やがて、村の広場に止まった一台の馬車から、メガネをかけた人と赤毛の人が降りて来ると、その二人は真まっ直すぐ子供達のところにやって来た。

　男の子が、思わず妹をかばうように前に出ると、その仕し草ぐさを見た赤毛の若い男が微笑ほほえみながらうなずいた。

「よし！　お前は男だな」

「え？」

　何のことだろう？　という顔をする男の子を指差して、その赤毛の若い男は笑いながら言った。

「お前、一歩前に出ただろ？　逃げねえでよ。だから男だ、って言ったんだ。でよ、お前を一人前の男と見込んで聞きたいことがあるんだが……村長のカシアスさんの家はどこだ？」

　男の子は、村の奥にある、一回り大きな家を指差した。

「カシアスさんの家ならあそこだよ」

　男の子の指差す方を見て、赤毛の若い男はうなずいた。

「そうか、ありがとう」

　そして、後ろに立っていたメガネをかけた男に言った。

「あの家だってさ、Ｄデイー・Ｄデイー」

　メガネをかけた男は笑ってうなずいた。

「悪ガキ同士、通じるものがあるらしいな」

　村長の家の前には初老の男が一人立っていた。

　ケリンはその男の前で踵かかとを合わせて敬礼すると、はっきりと告げた。

「村長のカシアスさんですね？　お騒がせして申し訳ありません、我々はグレンダラン駐ちゆう屯とんの六三三銃じゆう士し隊です。この付近に東とう域いき国の軍隊が侵攻してくる可能性があるという情報に基づいて、出動して参りました」

　ケリンの言葉を聞いた村長が見開かれていた目をさらに見開いた。

「と、東域国の侵攻ですと？　じゃあ、戦争が始まるというのですか？　この村が戦場に？」

「そうです、その恐れがあります」

　村長の目はまん丸になった。

　……あのまま村長の後頭部を後ろから、こん！　とハンマーか何かで叩たたいたら、両目が、ころん！　と落っこちそうだな。

　ケリンの後ろに立っていたＤ・Ｄが、そんな不ふ謹きん慎しんなことを考えていることなど知らない村長は、うろたえたように言った。

「ここが戦場になるとしたら、私らはどこに逃げればよろしいのですか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーが進み出た。

「まだ、戦場になると決まったわけではありませんが、東とう域いき国の侵攻が確実ならば、グレンダランに疎そ開かいしていただくことになります。河向こうの様子や、最近変わったことがないかどうかお聞きしたいので、村の皆さんを集めていただけませんか？」

「は、はい、わかりました。ではさっそく集会所に村の者を集めます」

　村長は、額ひたいの汗あせをぬぐいながら頭を下げた。




　三時間後。

　ケリンとＤ・Ｄは指揮官用の馬車の中に折りたたみのテーブルを広げ、その上に地図を載のせて、部隊の十人隊長以上の者を集めてブリーフィングを行っていた。

「我々は、このタルゴスの村を拠きよ点てんにして、上流と下流域に斥せつ候こうを出す。村の人からの聞き込みでは、ここから少し下流にある東岸のメア・デュアルドンの岸辺が一番怪しい。一週間前頃から夜になると何隻せきもの船が何十隻も上流から下ってきては、この岸辺の葦あしの茂みの中に入っていくのを見た者がいるそうだ」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いた兵士たちがざわついた。

「じゃあ、間違いないってことですか？」

「ああ、そうだ。総司令部の予想的てき中ちゆうってところだな。陽動作戦がここで行われるのは間違いない。このターマレインの大曲りと呼ばれる蛇だ行こう部だ」

　そう言ってＤ・Ｄが地図を指差した。

　そこはバンドール河がクランクのように大きく西に曲がっている場所だった。この位置で、北から南に向かって流れていた河は、東から西に向かって流れ、その先で再び南に曲がり南下している。

「今の季節、冬とは違って南東の風が吹く。ここを使えば渡し舟は追い風を使って渡と河がすることができるし、河の中央部には中なか州すがあり、もし何かあってもここを中継点に使うことができる。渡河地点としてはもってこいの場所だ。俺おれなら文句なしにここを渡河地点に選ぶだろうな」

　Ｄ・Ｄはそう言うと、部下を見回した。

「大規模な渡河作戦を行うときには、渡河地点を明確にするために必ず対岸に目印を立てる。斥候部隊は、まずその目印を見つけてもらいたい。岸辺の木に縛しばり付けられた不自然な布きれや、つい最近木が切り倒されて開けたような場所だ。もし、その辺に漁師がいたら、かまわないから連れて来い。漁師のふりをした敵の特殊部隊の可能性がある。この村の人に首実検すれば本当に西せい域いき国の漁師かどうかすぐにわかる」

　部下の一人が手を上げた。

「抵抗されたらどうします？　撃っちまっていいですか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーはケリンを見た。

「どうする？　まだ戦争は始まっていないぞ……」

　ケリンは肩をすくめた。

「なるべく撃たないで生け捕どりにするように努力してくれ、それと、もし抵抗して銃じゆうとか撃ってきたら反撃してかまわない。河のこっち側は西域国だ、不法侵入したのは相手なんだからこっちに理がある」

　兵士たちはうなずいた。

「よし、では行動開始だ！　設営隊は、村はずれの街道沿いに天幕を設営しろ、斥せつ候こう部隊は各方面に向けて出発！　目印を発見したらすぐに報告を送れ！」

「了解！」

　兵士たちは敬礼した。




　動き始めた兵士たちを見ながら、Ｄ・Ｄがケリンに言った。

「お前の言うとおりだったな」

「ん？　何が？」

「敵の渡と河が作戦さ、お前、言ったじゃないかあの演習のあとで、攻めて来るなら増水期を狙ねらうって」

　ケリンは、ああそうか、という顔をして笑った。

「そういえばそんなことを言った覚えがあるな」

「忘れてたのかよ、敵の裏をかくというのは作戦行動の基本だ、さすがはケリンだ、って感心してたのに損したな」







　第八章　「開戦」







　グレンダランの東にある小さな村でＤデイー・Ｄデイーとケリンが配置についていたその頃。

　そこから七百キロテ離れたレゲマン鉄橋では、息詰まるにらみ合いが続いていた。

　一般開放されたこの鉄橋を渡る者はいなかった。鉄橋の両端は完全に閉鎖され両国の軍隊が厳重に警備し、完全な立ち入り禁止状態となっていたからである。

　正式な国交断絶は行われていなかったが、それはあくまでも手続き上の問題であり、両国の国境は実質的に完全閉鎖の状況下にあった。

　双そう方ほうの軍隊は橋のたもとに陣じん地ちを構築し、見張り台を立てて、対岸を監かん視しし合っていた。

　東とう域いき国側の見張り台から見えるものは、橋の渡り口を包囲するように築かれた三つの陣地だった。その陣地は上に出ている部分の数倍の広さの地下壕ごうを持っているらしく、行き交う兵士の姿や銃じゆう眼がんは、ほとんど見えない。それはあきらかに防御のために造られた陣地だった

　一方、西せい域いき国側の見張り台から見えるものは、東側の川岸に積み上げられた土ど嚢のうと、その隙すき間まから姿を見せている数十基の大きな金色の筒つつ先さきだった。

　橋の突き当りには鉄板と土嚢で造られた砦とりでがあり、並べられた鉄板の隙間からかなりの数の歩兵が動いているのが見える。それはあきらかに攻撃のために造られた陣地だった。

　西域国の見張り台の上に据すえ付けられた高倍率の双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた見張り員が、橋の突き当たりに造られた東域国側の砦の扉が開いたのに気づいた。

「扉が開いた！　動きがあるぞ！」

「警報を鳴らすか？」

「いや、ちょっと待て……攻撃じゃないらしい……」

　東岸に造られた砦の扉から、姿を現したのは、白い旗を掲げた兵士の乗る一頭の馬だった。

「馬だ！　白旗を揚げている……軍使だな……」

　見張り員は、双眼鏡を覗いたまま言葉を続けた。

「その後ろから……馬車が続いている……こいつにも白旗だ。間違いない、軍使だ」

「警報はどうする？」

「警けい戒かい警報を出そう、三点鐘だ」

　見張り台にある鐘が三回ずつ叩たたかれる、カン、カン、カン、というゆっくりとした三点鐘の音がバンドール河の西岸に響き始めた。

　配置についていた兵士の動きが急にあわただしくなる中で、見張り台の下から伝令が乗った馬が前線司令部に向けて走り出す。

「軍使がこっちに向かっているだと？」

　伝令の告げた知らせを聞いたドランヴィ少しよう将しように、伝令はうなずいた。

「はい！　白旗を掲げた馬一頭、及び同様の白旗を掲げた二頭立ての馬車一台が、鉄橋上をこちらに向かっております！」

　ドランヴィ少将は自分に渇かつを入れるように力強くうなずいた。

「参さん謀ぼう本部の批判は正しかったようだな。宣戦布告の使者に違いない。敵は全兵力の集結を終えたのだ、全部隊に警報を出せ！　数時間以内に敵の攻撃確実なり、壕ごう内ないに退たい避ひし、敵の砲ほう撃げきに備えよ！」

　西せい域いき国の兵士たちが見守る中を、白旗を掲げた東域国の軍使一行が鉄橋を渡って来た。

　塹ざん壕ごうの脇わきに立ってその白旗を見上げていた兵士に、後ろに立っていた兵士が言った。

「お前、今、あれが休戦の使者だったらいいのに、とか思ってるだろう？」

　見上げていた兵士は、びっくりしたように振り返った。

「なぜわかったんだ？」

　話しかけた兵士は肩をすくめた。

「俺おれもそんな風に考えていたからだよ……今、ここであれを見ているヤツは、みんな同じことを考えているんじゃねえのかな……」

「ああ……きっと、河の向こうにいる連中もそう思っているヤツがいっぱいいるだろう。せーので「やーめた！」と言ってくれれば、こっちも喜んで「やーめた！」って言えるんだけどなあ……」

　そこから少し離れたところで、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた五十人隊長は、その会話を聞きながら思った。

　せーの、で「やーめた！」か……それができたら苦労はない。

　世の中は、本音じゃなくてタテマエで動く。みんながみんな本音で動いたら世の中は立ち行かない。でも……こんなときは本音で動いたっていいような気になるな。

　双眼鏡の中には、白旗を掲げた馬車の姿がくっきりと見えていた。

　そして、そのとき五十人隊長は気がついた。

　……あの馬車が、この鉄橋を初めて渡った馬車になるのか。

　両国の平和と交流を深めるために架かけられた橋を最初に渡るのが、戦争を告げる者だとはな……。

　ドランヴィ少将の前に立った軍使は、自らを東とう域いき国連合軍参謀リョウ・メイ少しよう佐さと名乗り、東域王マオ・タイクーの直じき筆ひつになる宣戦布告書を差し出した。

　ドランヴィ少将は、大きく息を吐はくと、その文書を両手で受け取った。

　リョウ・メイ少佐は時計を確認して言った。

「私の時計で五月二十二日午後三時二十二分……ただいまを持ちまして両国は戦闘状態に入ったわけですな」

　ドランヴィ少しよう将しようは小さくうなずいた。

「一方的宣告でも宣戦布告は成立しますからな、望むと望まざるとに関わらず……では、我が国はこれより自衛行動を取らせていただきます」

　そして、ドランヴィ少将は軽く微笑ほほえんだ。

「たった今、君と私は敵味方となったわけだ。戦争というのは、基本的なルールこそあるものの、勝つためには何をやっても許される。しかし、どうせやるなら、最低限の礼れい儀ぎは守るつもりだよ。そちらの作戦がどのようになっているかは知らんが、我々はあなたが国境を越えるまで発はつ砲ぽうは控える、安心して帰るがよい」

「ありがとうございます」

　リョウ・メイ少しよう佐さは踵かかとを合わせて敬礼した。

　自分の乗ってきた馬車にリョウ・メイ少佐が乗り込んだとき、控えていた従兵が話しかけた。

「敵は、あまりやる気が無いようですね、捕ほ虜りよにされると覚かく悟ごして来たのに……」

「そう思うか？」

「ええ、馬車のまわりにいた敵兵は、もっと敵てき愾がい心をむき出しにするだろうと思っていたんですけど、拍ひよう子し抜けです」

　リョウ・メイ少佐は小さく首を振った。

「その逆だ。あいつらは慣れているんだよ」

「慣れている……んですか？」

「ああ、騒いでエネルギーを無む駄だに使うことはないということがわかっているんだ。考えてみれば俺おれたちと違ってあいつらはすでに二回の実戦を潜くぐり抜けている……経験の差だよ。あいつらは淡々と仕事をこなすように戦えるんだ。この戦い、おそらく将しよう軍ぐんたちが言っているほど楽じゃない……」

　リョウ・メイがそう言って目を閉じるのと同時に、馬車が、がたん、と揺れて走り出した。




　そして、五月二十二日午後三時三十五分。東西大戦を告げる最初の一弾が、東とう域いき国側の第三砲ほう兵へい隊によって発射された。

　見張り台の上から高倍率の双そう眼がん鏡きようで対岸を見張っていた兵士は、対岸に造られた砲ほう座ざに、いくつもの発射炎が閃ひらめくのを見て叫んだ。

「撃ってきた！　警報！」

　横にいた同僚が、目の前に置かれていたスイッチのボタンを押すと同時に、防御陣じん地ちのあちこちでけたたましいベルの音が響き始めた。

　電気の力で鳴るこのベルは、つい最近発明されたもので、伝令の代わりにこの防御陣地に設置されていた新兵器の一つだった。

　そのベルが響き始めて数秒後、バンドール河の西岸にシュルシュルという空気を切り裂さいて砲ほう弾だんが落下する音が響き、その直後に水際にいくつもの水柱と、爆発の煙が立ち昇った。

「着弾しました！　我が方の陣じん地ちから約三百メルテ向こう側です！」

「今のは試射だ！　次は距離を修正してくるぞ！　気を緩ゆるめるな！」

　塹ざん壕ごうにいる兵士たちに警告の叫びが飛ぶのと、第二弾が落下するシュルシュルという音が響くのは同時だった。

　警告どおり照準を修正してきたのだろう、塹壕陣地のすぐ手前に爆発が起こった。

　その爆発は、西せい域こく国の兵士の想像を超える威力を持っていた。

　積み上げた土ど嚢のうが跡あと形かたも無く吹き飛ばされ、塹壕のあちこちから悲鳴と苦痛の叫びが上がった。

　歩兵たちはなすすべもなく塹壕の底で頭を抱かかえてうずくまるしかなかった。

「ちくしょう！　これじゃあ何もできねえじゃねえか！」

「あの大たい砲ほうを黙らせねえと、手も足も出ねえぞ！」

　西域国守備隊の歩兵たちのうめくような声の中で、砲弾は、途切れることなく落下し続けた。

　その頃東とう域いき国の前線司令部では、パイ・ランティー大たい将しようが、砲弾の爆炎が対岸の陣地に上がるたびに上機嫌だった。

「うむ、敵の射程距離の外から撃つことが、こんなに楽なものだとは思わなかった。このままなら敵の塹壕は全滅だな。我が方の歩兵部隊が対岸に達するのも時間の問題だ」

「はい、しかし、大砲の射程距離は今の着弾地点でギリギリです。あの後方にある陣地は無傷ですので……」

　パイ・ランティー大将は笑った。

「なに、構うものか、我々は敵陣を占領する必要は無いのだ。それより大砲を大切にしてくれ、予備の砲ほう身しんを持ってきているとはいえ、貴重な新兵器であることに変わりは無いのだからな」

「御安心下さい、敵の弾は、こちらまでは届きませんから……」

　砲兵隊の指揮官がそう言って笑ったとき、パイ・ランテイー大将の横にいた幕ばく僚りようの一人が、双そう眼がん鏡きようから顔を離して言った。

「橋の正面にある防御陣は、ほぼ潰かい滅めつのようですな。歩兵部隊を前進させる頃合いかと思いますが？」

　パイ・ランティー大将は、うなずいた。

「うむ、総攻撃開始だ。手はずどおり装そう甲こう板ばんを張った馬車を前面に押し立てて、歩兵部隊に橋を渡らせろ」

「了解しました！」




　その頃、レゲマン鉄橋の西側にある塹壕の奥にある西域国側の司令部の中では、幕僚たちが、東とう域いき国の砲ほう撃げきによる防御陣じんの損傷状況を配置図に書き込んでいた。

「鉄橋正面の塹ざん壕ごう陣じん地ちの上部構造物は、ほぼ潰かい滅めつです。水冷銃じゆうの銃じゆう座ざ二基も直撃を受けて破壊されました！」

「外部監かん視しポイントが直撃を受けて、四名が戦死しましたが、防御陣の兵士は退たい避ひ壕ごうの中に入っておりましたので、損害はほとんどありません」

「砲撃が終わり次第、砲ほう弾だんの射程外に下げてあった部隊を前線に配置します！」

　部下の報告を聞いていたドランヴィ少しよう将しようは、深刻な顔つきでうなずいた。

「敵の新兵器の威力がこれほどとは思っていなかった。なるべく兵力の温存を計り、このあとの敵の侵攻部隊の突入に備えよう。おそらく砲撃の終わったときが、敵の侵攻開始だ」

「了解しました！」

　幕ばく僚りようがそう言って敬礼したそのとき、司令部に伝令が飛び込んできた。

「敵、歩兵部隊が橋の上を装そう甲こう馬車を前面に押し立てて前進を開始しました！」

「なんだと？」

　ドランヴィ少将は驚いた。

　砲撃は、まだ終わっていない。

　前線のあちこちに落下し、爆発する砲弾の音が、司令部の置かれている地下壕ごうに響いている。

　……砲撃を続行している中で、侵攻部隊を前進させるということは、東域国の大たい砲ほうの命中精度は、かなりのものだということか。

　敵の砲撃が止やむのを待って、部隊を展開させるという当初の計画では、侵攻部隊を食い止める時間的余よ裕ゆうが無い。

　……どうする？

　ドランヴィ少将は、しばらく考えていたが、やがて決断を下したようにうなずいた。

「よし、こっちも撃て、例の新兵器ロケット弾だんを打ち込むんだ」

　幕僚は驚いた。

「しかし、閣かつ下か、あれは射程が短く、対岸まで届きません」

「対岸を狙ねらわなくとも良い、橋の上の侵攻部隊を狙うのだ……もっとも狙いなどつけたくともつけられん。撃たれっぱなしでは、前線にいる兵士たちの士気にも関わる、こちらにも反撃手段があることを教えてやるのだ！」

　砲撃を受けている塹壕陣地のすぐ後ろにあるロケット弾発射陣地で、東域国の砲撃の前に手も足も出ずに、陣地が破壊されていく様を歯噛かみしながら見ていた西せい域いき国の火か攻こう兵へいたちは、この命令を聞いて勇いさみ立った。

「よし、こっちの弾も食らわしてやる！　弾だん頭とうに信管を装着しろ！」

「でも、あっちまで届きますかね？」

　火攻兵の隊長は、前線の塹壕のあちこちからたなびく煙の流れを見て言った。

「見ろ、今日はめずらしく西風が吹いている。俺おれたちのロケットは、風の影響を受けやすい……引っくり返して言うなら、風があればそれに乗って飛ぶ距離が長くなるってわけだ。どうせ狙ねらってあたるもんじゃない、せいぜい派は手でにいくぜ！」




　橋の東岸にある、東とう域いき国の司令部では、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいた幕ばく僚りようが、半分笑いの混じった口調で、侵攻部隊の前進状況を報告していた。

「約一キロテ前進しましたが、敵てき陣じんは沈黙しております。砲ほう撃げきによる効果は、心理的にもかなりの効果があったものと思料されますな」

「よろしい、あと二キロテ前進させよう。敵歩兵の長銃じゆうの射程内に入る前に停止し、様子を見る」

　パイ・ランティー大たい将しようがそう言ったとき、いきなり対岸の西せい域いき国防御陣じん地ちの後方からおびただしい量の白煙が立ち昇った。

「なんだ？」

「あれは……ロケットです！」

「なんだと！」

　参さん謀ぼうの叫び声とともに無数の白い煙が空めがけて駆かけ昇った。

「すごい数だぞ！」

「あ、あああ、落ちてくる！」

　怯おびえたような声がいくつも上がる中で、放物線を描いて飛んだロケットは、はるか頭上で角度を変え、一気に落下してきた。

「大丈夫だ、この距離では届かない！」

　双眼鏡でロケットを見ていた砲ほう兵へい担当の参謀が、そう言ってうなずいた言葉のとおり、ロケットは空中で大きく広がって、そのほとんどは河岸から五百メルテほど手前の橋を中心とした半径二百メルテほどの円の中に落下した。

　河の中、橋の上などにおびただしい数の水柱と爆ばく炎えんが噴ふき上がり、あたりに轟ごう音おんが鳴り響いた。

　ロケット弾だん一発一発の爆発力は、それほど大きなものではなかったが、問題はその数だった。このとき西域国軍が発射したロケット弾の数はおよそ二百発。

　これだけの数が一いつ斉せいに着弾し、爆発するその衝しよう撃げきは、半はん端ぱなものではなかった。

　橋の上に落下したロケット弾の爆煙の中に、侵攻部隊の先頭にいた装そう甲こう馬車の装甲板が吹き飛ばされ、舞い上がるのが見えた。

　そして、何発かは、風に乗ったのだろう、河を越えてこちら側の河岸に着弾した。

　さらにそのうちの一発は、敵の弾が届かないと信じ切っていた砲兵部隊のど真ん中で爆発した。

　大たい砲ほうには被害が出なかったものの、大砲を操作する砲ほう手しゆや、弾だん着ちやくを確認する観測員に負傷を負わせたこの一発は、東とう域いき国の砲ほう兵へいや歩兵たちに深刻な心理的打撃を与えた。

　東域国の戦線を支えているのは、大砲である。

　言い換えるなら東域国がこの戦争でアドバンテージを得ることができるのは、唯一大砲のみである。その大砲に、損害が生じれば、この戦いの勝ち目は無い。

　心理的打撃を受けたのは、砲兵や歩兵たちだけではなかった。

　砲兵隊参さん謀ぼうが真まっ青さおになってパイ・ランティー大たい将しように意見具ぐ申しんした。

「砲兵を下がらせます！」

「しかし、これ以上砲を下がらせると、有効射程内に敵を捉とらえられんのではないかね？」

「確かに有効射を送り込むことはできませんが、もし敵のロケットが、砲弾運うん搬ぱん車に命中したら、我が軍は大損害を受けます！　大砲を危険にさらすわけにはいきません！」

　パイ・ランティー大将は、しばらく考え込んだあとで、仕方が無い、という風にうなずいた。

「作戦行動書の百七番を開け、このような場合を考慮した、移動砲兵陣じん地ちについての記述がある、それに基づいて陣地の配置を変えるしかないな」

「移動陣地ですか？」

　怪け訝げんな顔をする砲兵隊参謀に向かって、パイ大将は笑って見せた。

「弾薬などは後方に下げて集積し、発射陣地と別にするのだ。何発か撃ったら、すぐに大砲を後方に下げてそこで装そう填てんし、敵の様子を見てから、再び前に出して撃つ。これの繰り返しで、砲の温存を図るのだ。弾だん幕まく射撃の密度は下がるが、砲の安全を考えればこの方法を取るしかない……」

　そして、パイ大将は侵攻部隊を担当している参謀に呼びかけた。

「橋の上の侵攻部隊を下げろ、あのままあそこに置いておけば、敵のロケットの餌食えじきだ。歩兵部隊の進撃は、砲兵部隊によるさらなる制圧を加えたあとに行う」

「了解しました！」

　敬礼して去ってゆく歩兵部隊担当の参謀と砲兵隊担当の参謀の背中を見送ってパイ大将はつぶやいた。

「……何もかもシンルーの予想どおりとはな……ときどきわしはあの男の手の平の上で踊おどっているような気になるな……」

　パイ大将は南の方角を見て思った。

　……あの男が指揮を取る侵攻部隊を相手にする西せい域いき国の連中に同情したい気分だ。

　敵の砲兵が射撃を中止し、橋の上の歩兵部隊と共に後方に下がり始めたという知らせを聞いた西域国の前線司令部には歓声が上がった。

「こちらのロケット弾の効果があったようですね」

　そう言って笑った参謀を見てドランヴィ少しよう将しようはうなずいた。

「うむ、特に心理的な効果は抜群だったようだな。敵に動きがあり次第、次のロケット弾を発射できるように準備を急がせろ」

「その件ですが、ロケット弾だん担当の参謀より意見具ぐ申しんが上がっております」

　ドランヴィ少しよう将しようは怪け訝げんな顔をした。

「意見具申？　どのようなものだ？」

「ええ、先ほどの一いつ斉せい射撃の際に、風に乗り射程が延びたために対岸に着弾したものが数発あったことから、風の状況にあわせて、数十発単位で、ランダムに打ち出してはどうか？　というものです。たかだか数十発では、効果はほとんど望めませんが、もし対岸に着ちやく弾だんできれば、敵にかなりの混乱を引き起こすことが可能ではないか？　とのことです」

　横に立っていた参さん謀ぼうの一人がうなずいた。

「確かに敵の配備状況を見ると、こちらの弾だん丸がんが届かないということを前提にしていたらしく、塹ざん壕ごうを造っておりません。馬車や人員を収容するテントなどはすべて平地にそのまま置かれております。塹壕を掘ったり土ど嚢のうを積み上げるという陣じん地ち構築を敵に強いることができれば、敵の侵攻をそれだけ遅らせることができます」

　ドランヴィ少将は、腕を組んだまましばらく黙っていたが、やがて、大きくうなずいた。

「よし、その作戦を許可する。ただし、ロケット弾の無む駄だ遣づかいはなるべく避けるため、一回の作戦で発射するのは十発に限るものとする。うまくいけば敵はあわてることは間違いない、健闘を祈ると伝えてくれ」

「了解しました！」

　こうして、砲ほう撃げき戦で始まったレゲマン鉄橋の戦いは、双そう方ほうの砲ほう手しゆが相手の様子を見ながら散発的に大たい砲ほうとロケットを撃ちあう、という、一種の膠こう着ちやく状態に陥った。

　しかし、東とう域いき国側は、再さい三さんにわたって鉄橋の東側に兵力を集結させ、侵攻部隊を送り込む様子を見せており、事態がいつ急変するか予断を許さない状況に変わりは無かった。

　レゲマン鉄橋で、砲撃戦が始まったという一報は、電でん鈴れい通信によって、通常の馬を使った伝令の数十倍の速さで西せい域いき国の国防軍総司令部に伝えられた。

　これは、今までの馬を使った伝令では敵の侵攻速度が速い『電撃戦』を展開された場合、命令が間に合わないという問題点を解決する手段として考え出されたものだった。

　基本的な原理は王国府などの中で使われていた交信機と同じものであり、電流のオンオフによって信号を送る単純な機械だった。

　効率の良い絶縁体が開発できないこの世界では、電流は被ひ覆ふくされない裸はだか電線によって送られており、送電距離が延びると電圧が下がってしまうため、長距離の送電は不可能であると言われてきた。このため、国防軍は、一定距離ごとに通信所を設置し、伝言ゲームのように信号を送る方法を取った。

　通信所は鉄道馬車の駅を使い、鉄道沿いに電柱を立てそこに通信用の電線を張ったのだ。

　通信内容は、あらかじめ例文を用意し、それを組み合わせ、三回に分けて送信し、打ち返しを行うことで簡略化を図るのと同時に誤伝達を防いでいた。

　デメララの街には、開戦を告げる号外を配る新聞売りの声が響き、道行く人々は奪い合うようにそれを受け取り、不安そうな顔を見合わせていた。

　国防軍総司令部の中では、コルドン将しよう軍ぐんと、キナリレー参さん謀ぼう長が地図をにらみつけていた。

「レゲマン鉄橋の戦いは、挨あい拶さつのようなものでしょうね。大たい砲ほうの威力を我々に見せつけ、戦意を挫くじくことが目的でしょう。本当の戦いはこのあとです」

　キナリレー参謀長の言葉を聞いたコルドン将軍はうなずいた。

「橋の上流部と下流部一帯に、増援部隊を送り、戦線を固めよう、敵はおそらく今夜、夜の闇やみに乗じて渡と河がを図るつもりだ。少なくともわしが敵ならそうするな」

「動員をかけた地方守備隊を順次戦線に向かって送り出すことにします。戦闘が始まっているわけではありませんから、兵力の暫ざん時じ投入というわけではありません。戦線への兵力集中です」

　コルドン将軍は、うなずいた。

「うむ、このデメララの警備は近衛このえ連隊に任せ、すべての兵力を戦線に送り込み、何とかして敵の進軍を食い止めねばな……」

　地図を見回して、各部隊の位置を示す旗を見回していたコルドン将軍は、ひとつだけ南の方に置かれた旗に目を止めた。

「そういえば、陽動部隊対策の方はどうなっているね？」

「はい、やはり敵はあの位置に陽動部隊を配置してあったようですね。グレンダラン守備隊に対応させております」

　コルドン将軍は考え込んだ。

「精鋭の六三三銃じゆう士し隊を、あんなところに置いておくのはもったいない気もするな……南部州連隊の他ほかの部隊と交代させて、六三三銃士隊を呼び寄せてはどうかね？」

　キナリレー参謀長は小さく首をかしげた。

「ええ、そうとも考えたのですが、敵の陽動部隊の規模がつかめませんので、もしものことを考えて彼らを残しました。彼らなら、もし敵の数が多くても何とか対処して見せるでしょう……他の部隊ではそうはいきません。本当は戦力外の能力を当てにするようでは、参謀失格なのですよ、それは計算できませんからね」

「うむ、そう言われてみればそうだな……だが、彼らに頼るしかないというわけか」

　コルドン将軍は、再び視線を地図に落とした。




　東とう域いき国が開戦に踏み切り、ついにレゲマン鉄橋において、戦闘が開始されたという知らせがグレンダランに届いたのは、日が暮れた頃だった。

　駐ちゆう屯とん地で留守を守っていた事務官たちは、一瞬迷ったが、すぐに伝令を走らせることに決めた。南部地方の平原には、ナイトウォーカーと呼ばれる小型の肉食獣じゆうがおり、夜間に馬を単独で走らせるのは危険が伴うが、事態は一刻を争うと判断したからである。

　タルゴス村のはずれに設営された野営地の歩ほ哨しようをしていたシルミンが、その音を聞いたのは二回目の歩ほ哨しように立ったときだった。

　暗くら闇やみの中から聞こえてくる音に、シルミンは耳を疑った。それは、どう聞いても馬の蹄ひづめの音にしか聞こえなかったからだ。

　時刻はとうに夜半を回っているはずだ。こんな真夜中に街道とはいえ平原の真ん中を馬が走るわけがない。

　……妖よう怪かいか？

　歩哨に立つ前に、古こ参さん兵たちからさんざん聞かされた怪談の一つ一つがよみがえってきた。

　地じ獄ごくの使者が、神と悪魔の戦いが始まる前に、いけにえを求めて荒野をさまよう話。

　首を落とされた騎き士しが自分の首を抱かかえて首のない馬に乗り、やってくる話。

　……くそ、銀の弾丸でもあれば込めておくんだけど。

　シルミンは肩にかけていた長銃じゆうを外はずすと、震えながら構えた。

　蹄の音はどんどん近づいてくる。馬の鼻息も聞こえてきた。

　馬は、シルミンの手前二十メルテあたりのところで止まった。

　……か、神様。

　震える手で銃を構え、引き金に指を入れたとき、馬の上から声がした。

「こちらは六三三銃士隊の野営地ですか？　グレンダランからの伝令使です！　戦争が始まりました！　すぐに隊長にお引き合わせ下さい！」

　シルミンは銃を降ろすと、気の抜けたような声で言った。

「戦争が始まった？　神と悪魔の戦争か？」

「いえ、東とう域いき国との戦争です！」

「え？　あ、ああそうか、すみません、変なこと言っちゃって、一緒に来て下さい、隊長のところまでご案内します！」




　隊司令部の天幕の中で伝令使から開戦の知らせを受け取ったケリンは、Ｄデイー・Ｄデイーと顔を見合わせてため息をついた。

「やっぱりドンパチが始まっちまったようだな……」

「仕方ないさ、遅かれ早かれこうなることはわかっていたんだ。あとはせめて死人が少ないうちに手打ちに持っていってもらうことを望むだけだ」

　ケリンは、机の上に広げられた地図を覗のぞき込んだ。

「昼間の斥せつ候こう部隊の報告を総合すると、目印らしいものがあったのはこの三箇所だ。赤い布と白い布、そしてその二つに挟はさまれた木が切られた開けた場所……お前が言ったとおりだったな」

　Ｄデイー・Ｄデイーは肩をすくめた。

「士官学校の教科書にあったことをそのまま言っただけだ。もしかしたら東とう域いき国も同じ本で勉強しているのかもしれないな」

　ケリンは地図を見たままじっと考え込んでいた。

「どうしたんだ？　何か気になることでもあるのか？」

　ケリンは地図から顔を上げてＤ・Ｄを見た。

「お前、この場所に渡と河が攻撃してくる連中を陽動部隊だって言ったよな、こっちはオトリで、レゲマン鉄橋が本隊だって……」

「ああ、そうだ」

「じゃあ、どうしてレゲマン鉄橋の方が攻撃が早かったんだ？　普通オトリ攻撃ってのは先に仕掛けて、敵の目をひきつけるものだろ？　だとしたら、こっちが先になるはずじゃないか」「そりゃあそうだけど、誰がこんな南部を攻めるんだ？　デメララから鉄道馬車で三日もかかる場所なんだぞ。レゲマン鉄橋の方の戦闘が先に始まったのは、単に時間が前後しただけかもしれないし、逆にこっちの侵攻をあとにすることで、戦線の混乱を狙ねらったのかもしれない」

　ケリンは納得がいかないように首をひねった。

「そこなんだよな、なんでみんな敵は首都のデメララを狙ねらうって決めているんだ？　このグレンダランを攻めるかもしれないじゃないか」

　Ｄ・Ｄは、ため息をついた。

「戦争ってのはな、相手の首都を攻略するものと決まっているんだ。首都を攻略して、相手の王様に『参った』と言わせるのが目的なんだから」

「でもよ、王様が逃げちまったらどうするんだ？」

「王宮を捨てた時点で負けだ」

「そんなの誰が決めたんだ？　首都を捨てた王様が、まだ負けない、降こう参さんなんかしない、徹底的に戦うぞ！　って宣言したら、負けたことにはならないんじゃないのか？」

　ケリンの言葉を聞いていたＤ・Ｄが、あきれたような口調で言った。

「そりゃあそうだけど……聞き分けの無い駄だ々だっ子こじゃあるまいし、常識的に考えてだな……」

　その、自分の言葉に気がついたＤ・Ｄは、口を半分開けたまま凍こおりついた。

「どうしたんだ？　おならが出そうになって途中で止まっちゃったのか？　あれ、気分が悪ィんだよなあ、一発で出てくれた方が気分がいい……」

　Ｄ・Ｄは叫ぶように聞いた。

「お前、今さっきなんて言った？」

　ケリンはきょとんとした顔で答えた。

「おならが途中で止まったときのことか？」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「ちがーう！　その前！」

「え？　ああ、王様が降参しなけりゃ負けたことにはならないんじゃねえか、ってヤツか？」

「そうじゃない！　その前だ！」

「その前って言うと……あれか？　敵はこのグレンダランを狙ねらっているかもしれないって……」

　Ｄデイー・Ｄデイーは大声で叫んだ。

「そうだ！　それだ！」

　両手を広げたＤ・Ｄは興奮したように言葉を続けた。

「俺おれは、この戦争の理由をずっと考えていたんだ。東とう域いき国が西せい域いき国に文句を言っている最大の理由は、技術の独占じゃない、鉄なんだ！」

「鉄？」

　意味がわからないという顔をするケリンを見て、Ｄ・Ｄは説明を始めた。

「そうだ、鉄だ。新型銃じゆうも蒸気車も、それから今造っている蒸気船も、機械を造るのに必要なのは鉄だ。でも東域国には鉄がほとんど出ない。銅や銀や亜あ鉛えんという鉄以外の金属しか採掘できない……だから東域国は鉄を欲しがっている。

　このグレンダランの製鉄工場では、錬れん鉄てつをフル生産しているけど、とても西域国と東域国の両方の国の分ほどの生産能力はないから、どうしても東域国の分は少なくならざるを得ない。それが不満の根源なんだ！」

　ケリンが考え込むように答えた。

「鉄を送ってもらえない東域国の連中は『西域国の連中は、このグレンダランで造られた錬鉄で、蒸気車や銃を造り始めたのに、俺たちには造らせないつもりだ』そう思っているってことか？」

「ああ、そうやって技術の恩恵の格差が広がっていくことを黙って見ていられなくなったんだ。そして、より多くの鉄を手に入れる方法は二つある。

　一つは首都を攻略し、西域王を降こう参さんさせて、西域の鉄を自由にする。そしてもう一つは、このグレンダランを攻略し、鉱山と製鉄所を手に入れる……」

　Ｄ・Ｄは、ケリンを見て、言葉を継ついだ。

「……どっちの方が簡単だと思う？」

　ケリンは地図の上にあるグレンダランの場所を指で突いた。

「そりゃあ守りの堅い首都を攻めるより、俺たち二百人の守備隊しかいない、このグレンダランを攻めた方が簡単だろうな」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「……そういうことだ」

　ケリンはＤ・Ｄをはぐらかすように言った。

「でもよ、よく考えてみるとだな、常識をことごとく外はずして来る俺やお前みたいなひねくれ者が、東とう域いき国にいるとは限らないぜ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは自信を持って首を振った。

「いや、いるね、間違いなく」

「なんでそんなことがわかるんだ？」

　怪け訝げんな顔をするケリンに向かってＤ・Ｄは自信ありげな微笑を見せた。

「東域国の演習の多さの理由がわかったからさ。わずか半年で十一回もの演習を繰り返すってのは、どう考えても普通じゃない。西せい域いき国に圧力をかけて、交渉を有利に進めるためだけにしては多すぎる。演習と言ったってタダじゃない、それなりに費用だってかかるだろう。そうたびたびできるもんじゃない」

「じゃあ、何のためだ？」

「慣れを誘うためさ。東域国の軍隊が動いても、誰も不審に思わなくなるのを待っていたんだ……」

　Ｄ・Ｄは、そう言うと地図の上、グレンダランの東側を流れるバンドール河のターマレインの大曲りと呼ばれる蛇だ行こう部を指差した。

「俺おれだったら間違いなく今、ここを攻める。兵士を渡と船せん業者から買い集めた船に乗せて、雪解けの増水期に河を渡らせる。それも首都から遠く離れた場所で、目標は首都ではなく鉱山と製鉄工場……この作戦は、すべての要素に『まさか』という盲点を含んでいるんだ！」

　ケリンは顔を上げると、きっぱりと言った。

「Ｄ・Ｄ！　すぐに伝令を出そう！　デメララの国防軍総司令部に報告するんだ！　敵の目標はデメララにあらず、グレンダランなり！　……と」

　Ｄ・Ｄは難しい顔になった。

「でも……自分で言っておいてなんだが、国防軍の参さん謀ぼう連中も『まさか』としか思わないんじゃないのか、って気がする……確たる証しよう拠こは何も無いんだ」

　ケリンは首を振った

「無む駄だでもいいじゃないか！　参謀の中には頭の柔らかいヤツだっているだろう。もし、俺たちの推察が外はずれていたら、何だって言うんだ？　どうせ出世なんか考えていないんだ。でも、もしこれが当たっていたら、グレンダランは敵の手に落ちるんだ！」

　そのとき、Ｄ・Ｄがぽんと手を打った。

「そうだ！　別便でカルタ宛にも送ろう！　あいつなら頭が回る。奇襲作戦のすべての要素が今、このグレンダラン侵攻のために揃そろっているということを知らせるんだ！　なんとか対処してくれるかもしれない」

「俺たちはどう動く？　ここでこのままじっとしているわけにはいかない、応援が来るまでなんとかしないと！」

　Ｄ・Ｄは地図に目を落として考え込んだ。

　そして、しばらくして首を振った。

「いや……だめだ、どうしようもない。陽動部隊ならいざしらず、ここに攻めてくるのが東とう域いき国の侵攻部隊本隊だとしたら、その数は、五千六千……いや下へ手たをすれば一万近い数だ。広い河原に一気に押し寄せられたら、たった二百人で撃退するのはどう考えても無理だ」

「無理だって……じゃあどうするんだ！　黙って見ているのか？　そんなことできるわけがねえだろう！　敵が来る場所がわかっているのなら、その場所に待ち伏せて攻撃をかければ、たとえ劣勢でも効果的な戦いができるはずだ！」

　バンドール河が大きく曲がる部分に指を突きつけてＤデイー・Ｄデイーは言った。

「確かに少数をもって多数を迎え撃つには、待ち伏せ攻撃を仕掛けるのが一番だ。でもな、ここは身を隠す場所も無い、ただのだだっ広い河原だ。穴を掘れば河の水が染しみ出してくるから塹ざん壕ごうは掘れない。河の土手に布ふ陣じんすれば、射的の的みたいなもので狙ねらい撃ちにされちまう。一番いいのはこのままグレンダランに下がって、あそこに立て籠こもるという方法だろうな」

　ケリンは首を振った。

「それはできねえ相談だ。エズオルと違って東域国には大たい砲ほうという新兵器がある。俺おれはミントが造ってる試作品しか見たことは無いけど、三キロテも遠くから、俺たちが持っている炸さく裂れつ弾だんの十倍もあるようなでっかい弾丸を撃ち込むことができる武器だ。いくらグレンダランの城壁が厚くても、大砲を撃ち込まれればひとたまりも無い。それに何より俺たちがグレンダランに立て籠もれば、市民に被害が出ることは間違いない。避ひ難なんさせる時間も無い以上、俺たちはあそこに立て籠もるわけにはいかないってことだ」

　Ｄ・Ｄが首を振った。

「お前が言いたいことはわかる。でも、このままここで迎え撃てば、圧倒的多数に揉もみ潰つぶされて終わりだ。グレンダランを守ることもできやしない。ただの無む駄だ死じにだぞ。確かに敵は大砲を持っているし、市民に犠牲者が出るかもしれない。でも、今俺たちが取るべき最善の方法は、グレンダラン籠ろう城じようだ。堅けん陣じんに立て籠もり、応援を待つ。少数が多数と戦う方法はそれしかない」

　ケリンは食い下がった。

「いや、違う。グレンダランに立て籠もった俺たちは敵の全部隊と戦わなくちゃならない。でも、ここで戦えば、戦うべき敵の数は少なくなるはずだ。敵の数が五千六千か一万か知らねえけど、いくらなんでもそれだけの数の人間を一回で渡すだけの渡し船を用意しているとは思えねえ、何回かに分けて河を渡るはずだ。だとしたら、この河岸で迎え撃てば、全部を相手にしなくていい。各個撃破が可能ということだ、違うか？」

　Ｄ・Ｄは考え込んだ。

「そうか……言われてみればそのとおりだ。でも、いかんせん兵力の差が大きすぎる。俺たちが千人……いや五百人でもいれば、結構面白い戦いができるかもしれないが、布ふ陣じんする場所が無いことに変わりは無い」

「布ふ陣じんする場所か……」

　ケリンは机の上の地図を見た。

　大河バンドールは、南のこのあたりまで来ると河幅が六キロテ程に広がり、流れもきわめてゆるやかになる。

　北の山々から流れを集め、大きく広がったバンドール河が、このあたりでほぼ直角に曲がっている理由は、数千年前に発生した大地震により地表に断層が生じて河が左右にずれたためだと言われているが、本当のことは誰も知らない。

　直角に曲がった水流は、対岸の大地を削けずり取り、その土ど砂しやは曲がった反対側に堆たい積せきする。そのためこのターマレインの大曲りと呼ばれる蛇だ行こう部の下流部には、河の真ん中に細長い小島のような中なか州すがいくつもできている。

　黙ったまま地図をにらんでいたケリンが、何かを思いついたようにバンドール河の真ん中を指差した。

「ここに布陣する、ってのはどうだ？」

「ここって……これは中州だぞ！」

　驚くＤデイー・Ｄデイーに向かってケリンは平気な顔でうなずいた。

「ああ、河を渡られたらおしまいだからさ、俺おれたちはここに陣じん取って、敵の渡と船せん部隊を撃退するんだ。炸さく裂れつ弾だんと、弾薬をありったけあそこに運んで、敵が渡と河がを始めて、すぐ近くまで来たところで一いつ斉せい攻撃をかけるんだ」

　Ｄ・Ｄは、とんでもないという風に首を振った。

「中州は砂でできているんだぞ！　その下は水だ！　周りの水が染しみ込んでくるから塹ざん壕ごうは掘れない！　河の真ん中で孤立しているから補給もできないし、撤てつ退たいするにも逃げ道は無い！　誰がどう考えてもあんなところに防御陣じんを張る馬ば鹿かはいない！」

　ケリンはにやっと笑ってうなずいた。

「そう、あんなところに陣を張るのは常識はずれだ……でもよＤ・Ｄ。その常識はずれなことをやるのが勝利への道じゃなかったのか？」

「そりゃあそうだ……確かにあんなところに陣を張っているなんて誰も思いもしないだろう。不意討ちを食らわすことはできる。でも、敵の数が多ければ勝ち目は無い、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ、押し包まれて全滅だぞ」

　ケリンはうなずいた。

「勝たなくてもいいんだ、負けなきゃいい。俺たちがあそこに陣取って、不意討ちを食らわせば、敵はそれをどう思う？　敵の軍師はお前によく似て、頭の回る、そして性格の暗そうな、楽天的とは正反対のヤツだから、きっと考えすぎると思うんだ」

「考えすぎる？」

「そう、用意周しゆう到とうに準備を重ねて、西せい域いき国の裏をかいて、奇襲作戦を実行してみたら、西域国の守備隊に待ち伏せされていた。待ち伏せということは、こっちの動きが事前に読まれていたに違いない、裏の裏をかかれた、と考えると思うんだ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは目を見開いた。

「そうか！　奇襲攻撃は失敗だ、動きは全部読まれていた、対岸には国防軍の本隊が待ち構えている、と思わせるだけでいいのか！」

　そこまで言ったあとでＤ・Ｄは眉まゆをひそめた。

「……でも、もしかしたら敵は、無理やり渡と河が作戦を強行するかもしれない、そうしたら勝ち目は無いぞ」

　ケリンの顔つきは変わらなかった。

「だから言っただろ、勝ち目なんかどうだっていいって。どっちにしろグレンダランに籠ろう城じようはできねえんだ。エズオル相手のようなわけにはいかない。大たい砲ほうを撃ち込まれれば市民に犠ぎ牲せいが出る。

　最悪の場合、俺おれたちは全滅し、グレンダランは占領されちまうかもしれねえけど、市民の犠牲が無けりゃ、俺たちは守備隊としての仕事を全うしたことになるんじゃねえか？」

　Ｄ・Ｄは、しばらく黙ったまま、地図を見つめていたが、やがて、大きくうなずいた。

「それもそうだ、だめもとでやってみるか！」

　ケリンはうなずいた。

「そうと決まれば時間が無い。早速動くぞ」

　Ｄ・Ｄは天幕の外で歩ほ哨しよう警けい戒かいをしている当番兵を呼んだ。

「エレスリム！　非常召しよう集しゆうだ！　総員を直ちに集合させろ！」

　エレスリムと呼ばれた若い兵士はびっくりしたように答えた。

「非常召集と言いますと……出動ですか？」

「夜中に召集かけるんだ、出動に決まってるだろうが！　早く当直士官を読んで来い！」

「りょ、了解しました！」

　天幕の前から転がるように走り出した当番兵を見送って、Ｄ・Ｄがつぶやくように言った。

「さて、寝ているところを悪いが、村長をたたき起こして、河の中なか州すまで船を出してもらえるように頼んでくるとするか……」

「じゃあ、輸送関係の折せつ衝しようはお前に一任する。俺はうちの連中に説明して、それから馬車に積んである装備を全部降ろす作業に取り掛かるからよ」

　天幕から出て行こうとしたＤ・Ｄの足が止まった。

「そうか……装備と言っても、俺たちが持っているのは連発銃じゆうと、例の近衛このえ師団が使っていたのと同じタイプの小型炸さく裂れつ弾だんだけなんだよな……」

　ケリンはうなずいた。

「そりゃあそうだ、俺おれたちは銃じゆう士し隊だ。火か攻こう兵へい連隊じゃねえ。あるモンで何とかするしかねえだろうよ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、小さく首を振った。

「いや、ここに無くたって、グレンダランにはある……もっと威力のある炸さく裂れつ弾だんが」

　ケリンが目を見開いた。

「炸裂弾って……もしかしてミントが造ってる大たい砲ほうってヤツか？　あれはまだ実用化できていないって話だったぞ」

「いいんだよ、俺おれたちの大砲は使えなくたって」

「使えない大砲がなんの役に立つんだ？」

　Ｄ・Ｄは唇くちびるの端に微笑を浮かべた。

「こっち側の岸辺に大砲並べて、どっかんとぶっ放すだけでいいのさ。弾丸なんか飛ばさなくたっていい。それだけで充分効果があるはずだ……なぜなら敵は使える大砲を持ってるからだ。遠くから見ただけで、使えるか使えないかなんて見分けがつくわけがない」

　ケリンは、納得したようにうなずいた。

「そうか……大砲まで揃そろえて迎え撃たれたら、こりゃあ完全に奇襲失敗だと思うだろうな」

「だろ？　じゃあ、俺はこれから村長をたたき起こして、船の手配をしたあとで、馬車でグレンダランに向かう。朝までに大砲と、応援を引き連れて帰って来る！」

　そしてＤ・Ｄは面白そうに笑って付け足した。

「面白いことになりそうだな……」

　ケリンも笑い返した。

「ああ、面白いことになりそうだ……」

　天幕の外に、部下に命令を下す十人隊長たちの声が響き始めた。







　第九章　「迎撃」







　黒一色で塗りつぶされていた空に、東の方からゆっくりと青い色が混じり始める。

　視線を空から地面に移すと、そこに見えるのは、ただ一面の白いもやに閉ざされた川面かわもだった。

　気温と水温との差によって生じる霧は、時おり濃くなったり薄くなったりしながら河の上を流れてゆく。

「ひでえ霧ですね……何も見えやしねえ……」

　ケリンの隣に立って、東岸を見つめていたハンキーが手をこすり合わせながらつぶやくように言った。

「ああ、おまけに身体からだが濡ぬれて、寒くて仕方ねえ……とんだ貧乏くじ引かせちまったな」

　ハンキーは首を振った。

「とんでもありやせん、敵の度ど肝ぎもを抜くことができるんでしたら、こんな苦労へでもありやせん」

「まあな、もし、こいつがうまくいけば、敵の度ど肝ぎもどころか、東とう域いき王の度肝も抜けるぜ」

　ケリンは、そう答えたあとで、あたりを見回した。

　そこはバンドール河のど真ん中にある小さな中なか州すだった。

　その少し上流にある屈くつ曲きよく部で水流が削けずった河岸の土砂どしやが堆たい積せきしたその場所は、水量の変化で水没する浅瀬の細長い島とは違い、草や小さな灌かん木ぼくが生おい茂ったちょっとした島のようなものであり、ケリンたちは夕べ一晩かけてこの島に流木や灌木、大きな石などを積み上げた小さな陣じん地ちを造り上げていた。

　その流木の陰には、交代で休きゆう憩けいに入っている兵士たちが、折り重なるように外がい套とうをかぶって寝ていた。

　その兵士たちのかぶっているウールの外套の表面に、霧の粒が結けつ露ろして、細かく光っているのが見える。

　冷え込むのだろう、兵士が時おり小さく身震いするたびに、外套の表面に付着した細かな水すい滴てきが転がり落ちてゆく。

　その光景を見ていたケリンは、何かを決断したようにうなずくと、ハンキーに言った。

「おい、その辺の流木集めて火を燃やそうぜ……身体からだが冷えたら動きが鈍にぶる」

　ハンキーは目を丸くした。

「火ですか？　だって、そんなことしたら、俺おれたちがここにいることが敵にわかっちまいます！　伏ふく兵へいってのはじっとして、そこにいることが気け取どられないようにするのが仕事なんですぜ！」

　ケリンはしばらく首をひねって考えていたが、やがて、首を振った。

「いや、そうだとしたら、やっぱり火を燃やした方がいいと思う」

「なんでですか？　みすみす敵に見つかるようなことをやらなくてもいいじゃないですか！」

　納得いかない、という顔をするハンキーを見て、ケリンは笑った。

「そうだよな、伏兵なら、みすみす敵に見つかるようなことをするわけがない。ということはつまり、敵は、みすみす見つかるようなことをしているところに伏兵はいない、と考えるんじゃないかと思うんだが……どうかな？」

　ハンキーはあきれたように言った。

「そんな都合のいいように相手が考えてくれるわけがないじゃないですか！」

　ケリンは首をひねりながら答えた。

「そうかなあ……夕べ村長に聞いたら、川漁師は、ときどきこういった中なか州すに小屋を建ててそこでビバークしているって話だったから、木にロープでも張って、洗濯物でも干しておけば、焚たき火をしても川漁師のビバークだと見てくれるんじゃないかと思うんだがなあ……」

　ケリンの言葉を聞いたハンキーの目が光った。

「そうか……その手がありやしたね。それならいけるかもしれやせん……そうですね、敵の目くらましと、あったかい焚き火の一石二鳥でいけますよ」

「よし、じゃあさっそくロープを張って、誰かに下着を脱がせてそれに引っ掛けておこう。焚き火はその近くで、小さいヤツを一つ燃やしておけばいい」




　中洲に陣じん取ったケリンたちが、洗濯物と焚き火の用意を始めたその頃。

　そこから約二キロテ東側に行ったバンドール河の東岸では、岸辺に生はえている背の高い葦あしの陰に隠すように舫もやってあった渡と船せんに、青い制服を着た蒼そう天てん隊の兵士たちと、黒い制服のショウ・ザ軍の兵士たちが乗り込み始めていた。

「いよいよですな……」

　その光景を見ていたシンルーに、ハー・カイが話しかけた。

「西せい域いき国の連中は、まさかこっちが本隊とは夢にも思わんでしょうな」

　シンルーはうなずいた。

「そうですね、こっちに入っている情報だと、西域国はすべての部隊をレゲマン鉄橋周辺に集中しているようです。この対岸にはおそらく敵の姿は無いはずです」

　ハー・カイは、少し声を潜ひそめるようにして聞いた。

「目標であるグレンダランには、守備隊がいるという話ですが……大丈夫でしょうか？　聞いた話ですとかなりの精鋭部隊だとか……」

「ああ、六三三銃じゆう士し隊ですね。確かに戦績はたいしたものですし、士気も高い。まさしく精鋭と呼ぶにふさわしい部隊ですよ。正面から当たれば苦戦するかもしれません。しかし、戦いというのは結局は数対数の戦いです。六三三銃士隊は二百人、対するこちらは六千人……もっとも渡と船せんの数に限りがありますから一回に渡と河ができるのは五百人と馬五十頭に馬車十台ですが。それだって倍以上の戦力です。気にするほどのことはありません」

　ポーカーフェイスのまま答えるシンルーに、ハー・カイは、畳たたみ掛けるように聞いた。

「グレンダランには堅固な城壁があります。もし、あそこに籠ろう城じようされた場合、これを攻め落とすにはかなりの時間がかかると思いますが、いかがいたします？」

　シンルーは、さらっと答えた。

「ええ、おそらく彼らはあそこに籠城するでしょう。少数の戦力で多数の敵を迎え撃つには、堅固な要よう塞さいに立て籠こもり、援軍が来るのを待つ、というのがセオリーですからね。でも、御安心下さい。我々には大たい砲ほうがあります。籠城している兵士の頭越しに市内に砲ほう撃げきを加えたあとに、市民の安全を保証するから降伏しろと伝えます。降伏に応じなければさらに砲撃を加えるだけのことです」

　ハー・カイは、なおも食い下がった。

「しかし我々の目的はグレンダランの製鉄工場の占領です。砲撃を加えて破壊したのでは目的を達することはできないのではありませんか？」

　シンルーは笑った。

「砲撃を市街地だけに加えればいいだけのことですよ。女子供を含む一般市民を狙ねらい打ちにすれば、普通の軍人ならすぐに折れてきますよ」

「もし、折れてこないような、筋金入りの軍人ならどうします？」

　ハー・カイのしつこさにお手上げだ、という風に肩をすくめて見せたシンルーは面白そうに言った。

「そうですね……そういうときは仕方ありません、市民の手で死んでもらいましょう……あの街の市民は、きっと、軍人の言うことを聞かないと思いますよ」

「……すでに工作員が潜もぐり込んでいる、というわけですか？」

「さあ……どうでしょうねえ。まあ占領したらすぐに鉄を造ってもらわなくてはなりませんから、その辺はそれなりに考えていますけどね」

　ハー・カイは大きな声で笑った。

「はっはっはっは、さすがは東とう域いき国の知恵袋、シンルー・チュィ殿ですな。すべてお見通し済みで、すべての手は打ってある。というわけですか、私や兵士はあなたのお書きになった筋書き通りに演じてみせればよろしい、というわけですな」

「いえ、そんなにたいしたものじゃありません。作戦とは相手の手の読み合いです。敵が取るだろうありとあらゆる方策を考えてそれに臨りん機き応おう変へんに対応する手段を用意しておく。敵が三百の策を考えるなら、こちらは三百一個の対応を考えておく。要はそれだけのことですよ」

　シンルーが、さらっと言ったそのとき、一人の青い制服の上にコルクを詰めた浮ふ衣いを着込んだ兵士が、ハー・カイの下に走りよって来て敬礼すると、胸を張って報告した。

「渡と河が部隊の第一陣じん、まもなく乗船完了です！」

　それを聞いたハー・カイは、大きくうなずくと、シンルーに向き直って敬礼した。

「では、蒼そう天てん隊はこれより渡河作戦を開始いたします、陽動部隊にしてはお迎えも無くて寂しい限りですが、本分を尽くします」

　シンルーは答礼を返して微笑ほほえんだ。

「今、ここで陽動部隊の仕事が無くともこの先、西せい域いき国の本隊と機動防御戦を展開する機会は山ほどあります、そのときにがんばってもらいますから御安心下さい」

「それを楽しみにしておきましょう……では、失礼します！」

　ハー・カイが、背を向けて渡と船せんの方に向かって歩き出したのと、地平線に日の光が差したのは同時だった。

　まだ弱い日光だったが、その熱が空気に対流を起こしたのだろう、川面かわもに立ち込めていた霧が、一気に南から北へと流れ始めた。

「ようし、いい風だ。渡河部隊第一陣出発！　舫もやい解け！」

　号令が飛ぶのと同時に、浮衣を着た兵を満載した平台の渡船の群れが、ゆっくりと東岸を離れ、葦あしの隙すき間まを抜けてバンドール河の本流に向かって進み始めた。




　河の真ん中あたりに達したとき、中ほどの渡船に乗っていたハー・カイのところに、先頭の船から正面にある河の中なか州すから煙が立ち昇っている、という報告が入った。

「煙だと？」

　副官が、ハー・カイに双そう眼がん鏡きようを差し出した。

「ご覧になりますか？　あれはどうやら焚たき火のようです」

　双眼鏡を目に当てたハー・カイの視界に、中州に生はえている灌かん木ぼくに渡されたロープと、そこに干してある白いシャツとパンツが飛び込んできた。

　焚き火の炎ほのおは見えないが、どうやら流木と石を積んで簡単な小屋架かけがしてあるらしい。

　副官は、眉まゆを潜ひそめた。

「あの中州には、誰かがいるようです……伏兵でも潜んでいたら事ですな」

　ハー・カイは双眼鏡を副官に返しながら笑った。

「貴様に聞くが、伏兵とはどういうものだね？」

「待ち伏せ攻撃をするために要所に潜めておく兵です」

　副官の答えを聞いたハー・カイは満足そうにうなずいた。

「そうだ、じっとその場に伏せて、待ち伏せをするから伏兵だ。わざわざ火を焚いて所在を明らかにする伏兵がいるものか！　おおかた川漁師の小屋でもあるのだろう」

「斥せつ候こうを出しますか？」

　念には念を入れたがる副官の言葉に、首を振ってハー・カイは言った。

「いや、この作戦は時間がすべてだ。それに常識で考えてもあんなところに陣じんを張る馬ば鹿かはいない。前進継続！」




「うはあ、うようよ来やがった」

「ざっと三十隻せき……いや、もっといるか」

「後ろの方の大型の船には馬と馬車がのっています」

　見張りの報告を聞いたケリンが舌打ちをした。

「くそ、その馬と馬車を向こう岸に渡すわけにはいかないぞ、炸さく裂れつ弾だん部隊はそっちの船を狙ねらえ！　百まで近づいたら一いつ斉せい射撃だ。銃じゆう士し隊は船べりを狙え、応戦させるな！　とにかく派は手でに撃ちまくれ、混乱させたらこっちのものだ」

　流木の隙すき間まから距離を見ていた見張りのささやき声が低く響いた。

「敵、先頭、あと二百！」

「ようし、ハンマー起こせ！　炸裂弾部隊、信管覆おおい外はずせ！」

　流木や石の陰に身を潜ひそめた銃士隊の隊員たちが、音がしないようにゆっくりと長ちよう銃じゆうのハンマーを起こした。

　しかし、あせっていたのだろう、何人かのハンマーが、カチリと音を立てた。

　しかし、敵は気づかぬのだろう、ゆっくりと近づいてくる。

「先頭……百！」

　ケリンは首を振った。

「まだまだ。もっと引き付けろ、七十で撃つ！」

　二百人の隊員が銃じゆうを構えたまま息を殺す中を、渡と船せんの群れはゆっくりと中なか州すに近づいた。




　バンドール河の川面かわもを伝わって、爆発音とおびただしい数の銃じゆう声せいが聞こえてきたとき、シンルーは腰が抜けるほど驚いた。

「伏兵だ！」

「待ち伏せされていたんだ！」

「馬をのせた船が燃えているぞ！」

　東岸にある漁師小屋に設けられた東とう域いき国の前線指揮所の中は大混乱となった。

　先を争って飛び出した参さん謀ぼうたちは双そう眼がん鏡きようのレンズの蓋ふたをもどかしげに外すと急いで顔に当てた。

　四キロテほどの沖合いに、いくつもの水柱と灰色の爆ばく炎えんがあがるのが見える。それは着発信管がつけられたために、水面に当たっただけで爆発する炸さく裂れつ弾だんの爆発だった。

「どこだ！　どこから撃たれている？」

　目を凝こらすと河の中央にある小さな中なか州すの中でいくつもの閃せん光こうが瞬またたいている。

「あんなところに伏兵がいたのか！」

「あの銃じゆう炎えんから見て、かなりの数だ！」

　渡と河か部隊の第一陣は大混乱となっていた。

　後方の馬と馬車の輸送船は炸裂弾が命中して燃え上がり、先頭を行く歩兵の乗った渡と船せんは、船頭が逃げたか負傷したのだろう、すべてコントロールを失い、互いに衝しよう突とつして転てん覆ぷくしたり、為すすべもなく下流に流されていく。

　シンルーは、手に持っていた帽ぼう子しを地面に投げつけて叫んだ。

「中州に陣じんを張るだと？　補給もできぬ、逃げ道もない！　そんなところに陣を張るだと？　ふざけるな！　あいつらは馬ば鹿かか！」

「いかがいたしましょう？」

　おろおろ声で聞いた参さん謀ぼうに向かってシンルーは叫んだ。

「渡河作戦をいったん中止する！　これ以上渡船に損害を出してはならん！　第一波に対し引き返すように命令を出せ！」

　やがて、河の東岸からラッパの音が響き始めた。

　それは退却命令だったのだろう、ラッパの音が響くのと同時に、無傷だった数隻せきの渡と船せんが、転てん覆ぷくした船に捕つかまっていた兵士や、河に落ちた兵士を拾い上げると、もと来た方向へと戻り始めた。

「撃ち方やめぇえええ！」

　ハンキーの号令がかかると、同時に銃じゆう声せいが止やんだ。

　銃じゆう座ざから立ち上がったケリンが、河の中で右う往おう左さ往おうしながら戻っていく渡船を見送って笑った。

「慌あわててる慌ててる、いやあ面白れえ」

　ハンキーがうなずいた。

「中なか州すに敵が陣取ってるとは夢にも思っていなかったでしょうね。きっと、そんな馬ば鹿かな！　とか言っているんじゃないかと思いますぜ……」

　ケリンは笑いながら大きくうなずいた。

「そうだ、俺おれたちは馬鹿だ！　それがどうかしたか？」
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　河の東岸は、大混乱となっていた。

　戻ってきた渡船には、拾い上げられた兵士が鈴なりになり、乗り切れなかった兵士が船べりにしがみついている。

　炸さく裂れつ弾だんの直撃を受けたのだろう、舷げん側に大穴が開き、大きく傾むいた大型の渡船が、よろよろと戻ってきた。

　甲かん板ぱん上にのせられていた馬車が見当たらないところを見ると、おそらく河の中に転落してしまった違いない。

　その傾いた渡船にも、濡ぬれ鼠ねずみのようになった兵士が山のように乗り込んでいた。

　コルクを詰めた浮ふ衣いを身に着けていなければ、犠ぎ牲せい者は数百人に達しただろう。

　岸辺に這はい上がったままその場にへたり込んでしまった兵士たちの中を作戦参さん謀ぼうが、被害状況と残存兵力の確認のために走り回っている。

　撤てつ収しゆうしてきた渡と河が部隊の惨さん状じようをだまったまま見ていたシンルーは、大きく息を吐はくと、足元にたたきつけた帽ぼう子しを拾い上げ、埃ほこりを払うと、ゆっくりとかぶりなおした。

「被害状況を確認し、部隊を再編成する。十五分後に各部隊の指揮官を司令部に集合させろ」「了解しました！」

　一礼して去って行く伝令兵を見送ったあとで、シンルーは視線を河の中州に投げた。

　……三百二番目の策を取ってくるヤツがいるとはな。

　だが……これから始まるのは数と数との戦いだ。そうなればあいつらに勝ち目は無い。

　そして、シンルーは唇くちびるの端に薄い笑いを浮かべた

　……面白くもない戦いだが、戦争は戦争だ。悪いが勝たせてもらわねばならんのでね。




　その頃、グレンダランでは、ミントが、大たい砲ほうや炸さく裂れつ弾だんを馬車に積み込もうとしている部下たちに指示を飛ばしていた。

「ええ、全部持っていきます、試作も造りかけも全部！　これは実戦テストなのです！　急いで下さい！」

　部下たちを急せかしたあとで、ミントはふと顔を上げて東の地平を見つめた。




　遠く、銃じゆう声せいが聞こえたような気がした。





つづく









　あとがき







　……と、いうわけで、このお話は『ガンズ・ハート５　硝煙の鎮魂歌レクイエム』へと続きます。ごめんなさい。

　読み終わった方ならば、おわかりになると思いますが、今回ケリンたちが相手にするのはこのガンズ・ハート世界の半分を支配する「東とう域いき国」です。

　今までのお話には一度も登場してこなかった「東域国」について説明し、さらに東域国側の登場人物について描くとなると、やはり一冊に収めるのは無理でした。

　演習のエピソードを削けずるか……それとも外交交渉の部分を削るか。色々思い悩んだのですが、結局、どうしても一冊に収まらない、ということになりまして、私は電撃文庫の編集さんに恐る恐る電話を入れました。





鷹「あのー、そちらに小説を納入している物語製造業者の鷹たか見み一かず幸ゆきと申しますが……」

編「え？　鷹見？　ああ雑家屋か、なンだ？　〆切は延びねえぞ」

鷹「あ、いえ、〆切のことではなくてですね、実を言うと、どうやら次の『ガンズ・ハート』が一冊では収まりきれないような状況になりまして……」

編「なんだとぉ？　電撃文庫はなあ、お前が小説書くときみてぇに行き当たりばったりに作ってるわけじゃねえンだ！　ちゃんと出版スケジュールを立てて、それに合わせて会社全体が動いているんだぞ！　一いつ介かいの納入業者の都合に関わってなんかいられねえンだ！」

鷹「あああ、はい、それもう重々承知の上でですね、なんとかならないものかと……」

編「お前は確か『ガンズ・ハート』の一巻のときも同じようなことをやりやがったよなあ……お前、少し心得違いをしてンじゃねえのか？　電撃文庫の作家にはなあ、お前なんかより若くてバリバリ書けて、んでもって売れる本を書く作家が揃そろってるんだぞ」

鷹「ひ、ひぇええ！　それって、つまり私はお払い箱ということですか？」

編「そうは言ってねえよ、それを決めるのは俺おれたちじゃねえ、おまえ自身だって言ってンだ！　生き残りたければ実績を出すしかねえ、って実に簡単な理屈だ！」

鷹「あ、あの……実績というのは……売上げのことですよね、ガンズ・ハートシリーズは、今のところ全巻に重版がかかっています。自分的には売れているんじゃないかな……と」

編「売れているって……当たり前だろうが！　てめえ、自分で何を言っているのかわかってンのか？　早くもボケが始まっちまったのかよ！　いいか？　出版社は慈じ善ぜん事業じゃねえンだ、営利企業なんだよ、売れねえ本を書店の棚に並べとく余よ裕ゆうなんかあるわけねえだろうが！」

鷹「ひぇええ、わ、わかりましたワガママ言いません、なんとか一冊で収めます、ですから打ち切りだけはごかんべんを！」

編「いや、もう一冊書かせてやってもいいぜ、俺が編集長に掛け合ってやらぁ。でもよ、いいか、特別に、だぞ！　お前の年ねん齢れいで、さらに持病もち、とくりゃあ、今さら再就職口なんかあるわけねえし、女房子供引き連れて一家心中でもされちまったら寝ね覚ざめが悪いからな。でもよ、いいか、よく聞け、これは特別の計らいなんだからな、俺に感謝しろよ！」




鷹「そりゃあもう、もちろん、骨身にしみて理解しております！」

編「ふふふ、鷹たか見みさん、あなたは大人おとなだ。これからも長くお付き合いしたいものですな……」






　というやりとりがあって（大おお嘘うそです）次の『ガンズ・ハート５・硝煙の鎮魂歌レクイエム』を書くことになりました。『ガンズ・ハート』のお話はこの五巻で終わることになります。

　ここまでお付き合い戴いただいた皆様にワガママ言って申し訳ありませんが、できることならば、あと一冊お付き合い願えれば、と思います。








（企業努力を続けている中高年の零れい細さい物語製造業者）　鷹見一かず幸ゆき









鷹たか見み一かず幸ゆき

新潟県に仕事場を持つ零細物語製造者。大量生産による納期期間の短さで生き延びてきたが、そろそろ息切れしつつあるというウワサも、ちらほら聞こえる今日この頃。ガンズ・ハートシリーズの最終巻である『ガンズ・ハート５　硝煙の鎮魂歌』を現在鋭意執筆中。
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青あお色いろ古こ都と

岐阜県生まれの信号がない田舎育ち。仕事ではドット絵を描いてたりします。実家の方に子犬がきたそうなので抱きに帰りたい日々。








電撃文庫

ガンズ・ハート４　硝しょう煙えんの彼方かなた






鷹たか見み一かず幸ゆき
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